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Service Broker とは 1
vRealize Automation Service Broker は、カタログ アイテムを要求および管理できる単一のポイントを提供し

ます。

クラウド管理者として、ユーザーがクラウド ベンダーのリージョンまたはデータストアに展開できる、リリースされ

た vRealize Automation Cloud Assembly クラウド テンプレートおよび Amazon Web Services 
CloudFormation のテンプレートをインポートして、カタログ アイテムを作成します。

ユーザーとして、プロビジョニング プロセスを要求および監視できます。展開後、展開されたカタログ アイテムを

展開ライフサイクル全体で管理します。

この章には、次のトピックが含まれています。
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n Service Broker の機能

Service Broker の機能

Service Broker は簡素化されたユーザー インターフェイスで、クラウド管理者のチームがテンプレートの開発とビ

ルドにフル アクセスする必要がない場合に、ユーザーが使用できるようにします。

Service Broker を使用して、プロジェクトに関連付けられたクラウド リージョンまたはデータストアにテンプレー

トを展開します。

Service Broker

Cloud Assembly

 

リリース済みの 
Cloud Assembly 

クラウド
テンプレート

Amazon 
CloudFormation 
テンプレート

カタログ

展開

展開の監視と管理

プロジェクト メンバー

をクラウド ゾーン

または展開ターゲットと

リンクすることにより、

インポートされた

コンテンツを共有。

プロジェクト 

メンバー

定義された

クラウド ゾーン

または

展開ターゲット

展開の

申請

アイテム 

コンテンツ ソース

カタログ 

アイテム

カタログ 

アイテム

カタログ 

アイテム

クラウド テンプレート 

カタログ アイテム

展開

クラウド ゾーンまたは展開ターゲット

Amazon Web 
Services 
展開

ターゲット

CloudFormation テンプレート 

カタログ アイテムの展開

 

その他の

クラウド ゾーン

ポリシー

展開された

コンテンツ ...
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テンプレートを提供するには、クラウド管理者がコンテンツ ソースを構成します。コンテンツ ソースには、Cloud 
Assembly テンプレートおよび Amazon CloudFormation テンプレートを含めることができます。インポート

されたテンプレートはカタログ アイテムになります。

n コンテンツ ソースは、プロジェクトに使用できます。プロジェクトには、1 つ以上のターゲット クラウド ゾー

ンのリージョンまたはデータストアを持つ一連のユーザーがリンクされます。

n たとえば、UserA は、ProjectA および ProjectB のメンバーですが、ProjectC のメンバーではありません。

ProjectA および ProjectB に使用可能なインポートされたテンプレートのみが表示されます。

ユーザーがカタログ アイテムを要求する場合、展開される場所は選択されるプロジェクトによって変わります。プロ

ジェクトには、1 つ以上のクラウド ゾーンがある場合があります。

n UserA と UserB が ProjectA のメンバーである場合、インポートされたテンプレートがカタログ アイテムと

して表示されます。また、展開時には、ProjectA に展開できます。カタログ アイテムが展開されるクラウド リ
ージョンまたはデータストアを決定します。

カタログ アイテムの可用性は、プロジェクトのメンバーシップによって決まります。プロジェクトは、アイテムが展

開されているユーザー、カタログ アイテム、およびクラウド リソースをリンクします。

要求が成功すると、ユーザーは、破棄や削除などのアクションを実行して展開を管理できます。

vRealize Automation Service Broker の使用と管理
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Service Broker のユーザー ロールに
ついて 2
Service Broker 内でのユーザー ロールにより、表示できることや実行できることが決まります。サービス組織レベ

ルで定義されるロールと、Cloud Assembly に固有のロールがあります。

ユーザー ロール

ユーザー ロールは、vRealize Automation コンソールで組織に対して定義されます。組織ロールとサービス ロー

ルという 2 つのタイプのロールがあります。

組織ロールはグローバルで、組織内のすべてのサービスに適用されます。ユーザーには、組織の所有者または組織の

メンバーのロールが割り当てられます。

組織、サービス、およびカスタム ロールの詳細については、最初に vRealize Automation Cloud Assembly の
ユーザー ロールについてを参照してください。

サービス固有の権限である Service Broker サービス ロールは、コンソールの組織レベルでも割り当てられます。

Service Broker サービス ロール

Service Broker サービス ロールによって、Service Broker で表示および実行できる内容が決まります。これらの

サービス ロールは、組織の所有者がコンソールで定義します。
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表 2-1. Service Broker サービス ロールの説明

ロール 説明

Service Broker 管理者 ユーザー インターフェイスと API リソース全体に対する読み取りおよ

び書き込みアクセス権が必要です。これは、新しいプロジェクトの作成

やプロジェクト管理者の割り当てなど、すべてのタスクを実行できる唯

一のユーザー ロールです。

Service Broker ユーザー Service Broker 管理者ロールを持たないすべてのユーザー。

Service Broker プロジェクトでは、管理者がユーザーをプロジェクト 

メンバー、管理者、または閲覧者としてプロジェクトに追加します。管

理者は、プロジェクト管理者を追加することもできます。

Service Broker 閲覧者 情報を表示するための読み取りアクセス権は持っているが、作成、更新、

削除はできないユーザー。

閲覧者ロールを持つユーザーは、管理者が使用できるすべての情報を表

示できます。これらのユーザーは、プロジェクト管理者またはプロジェ

クト メンバーにされない限り、アクションを実行することはできませ

ん。プロジェクトに関連しているユーザーは、そのロールに関連する権

限を持ちます。プロジェクト閲覧者は、管理者ロールまたはメンバー ロ
ールとは異なり、権限が拡張されることはありません。

サービス ロールに加えて、Service Broker にはプロジェクト ロールがあります。どのプロジェクトもすべてのサ

ービスで使用できます。

プロジェクト ロールは Service Broker で定義され、プロジェクトごとに変えることができます。

次の表に、さまざまなサービス ロールおよびプロジェクト ロールで何を表示および実行できるかを示します。サー

ビス管理者にはユーザー インターフェイスのすべての領域に対する完全な権限が付与されていることに注意してく

ださい。

プロジェクト ロールに関する次の説明を利用して、ユーザーに付与する権限を決定します。

n プロジェクト管理者は、サービス管理者が作成したインフラストラクチャを活用して、プロジェクト メンバーが

開発作業に必要なリソースを確実に使用できるようにします。

n プロジェクト メンバーは、クラウド テンプレートを設計および展開するためにプロジェクト内で作業します。

次の表で、プロジェクトに含めることができるリソースは、自分が所有しているか、他のプロジェクト メンバー

と共有しているリソースのみです。

n プロジェクト閲覧者は、読み取り専用アクセスに制限されています。

n プロジェクト スーパーバイザーは、プロジェクト スーパーバイザー承認者を使用して承認ポリシーが定義され

ているプロジェクトについて、Service Broker における承認者です。スーパーバイザーに承認のコンテキスト

を提供するために、プロジェクト メンバー ロールまたはプロジェクト閲覧者ロールも付与することを検討して

ください。

vRealize Automation Service Broker の使用と管理
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表 2-2. Service Broker サービス ロールとプロジェクト ロール

ユーザー インターフ

ェイスのコンテキス

ト タスク

Service 
Broker 管
理者

Service 
Broker 閲
覧者

Service Broker ユーザー

ユーザーがプロジェクト関連のタスクを表示

および実行するには、プロジェクト管理者で

ある必要があります。

プロジェ

クト管理

者

プロジェ

クト メン

バー

プロジ

ェクト

閲覧者

プロジ

ェクト 

スーパ

ーバイ

ザー

[Service Broker 
へのアクセス]

コンソール コンソールで Service Broker を表示し

て開くことができます

はい はい はい はい はい はい

[インフラストラクチ

ャ]

[インフラストラクチャ] タブを表示して

開く

はい はい

構成 - プロジェクト プロジェクトの作成 はい

プロジェクトのサマリ、プロビジョニン

グ、Kubernetes、統合、およびテスト 

プロジェクトの構成から値を更新または

削除します。

はい

プロジェクトでユーザーおよびグループ

を追加し、ロールを割り当てます。

はい はい。自

分のプロ

ジェクト。

プロジェクトの表示 はい はい はい。自

分のプロ

ジェクト

はい。自

分のプロ

ジェクト

はい。

自分の

プロジ

ェクト

構成 - クラウド ゾ
ーン

クラウド ゾーンの作成、更新、または削除 はい

クラウド ゾーンの表示 はい はい

構成 - Kubernetes 
ゾーン

Kubernetes ゾーンの作成、更新、また

は削除

はい

Kubernetes ゾーンの表示 はい はい

接続 - クラウド ア
カウント

クラウド アカウントの作成、更新、または

削除

はい

クラウド アカウントの表示 はい はい

接続 - 統合 統合の作成、更新、または削除 はい

統合の表示 はい はい

アクティビティ - 申
請

展開申請レコードの削除 はい

vRealize Automation Service Broker の使用と管理
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表 2-2. Service Broker サービス ロールとプロジェクト ロール （続き）

ユーザー インターフ

ェイスのコンテキス

ト タスク

Service 
Broker 管
理者

Service 
Broker 閲
覧者

Service Broker ユーザー

ユーザーがプロジェクト関連のタスクを表示

および実行するには、プロジェクト管理者で

ある必要があります。

プロジェ

クト管理

者

プロジェ

クト メン

バー

プロジ

ェクト

閲覧者

プロジ

ェクト 

スーパ

ーバイ

ザー

展開申請レコードの表示 はい

アクティビティ - イ
ベント ログ

イベント ログの表示 はい

[コンテンツとポリシ

ー]

[コンテンツとポリシー] タブを表示して

開く

はい はい

コンテンツ ソース コンテンツ ソースの作成、更新、または削

除

はい

コンテンツ ソースの表示 はい はい

コンテンツの共有 共有コンテンツの追加または削除 はい

共有コンテンツの表示 はい はい

コンテンツ フォームのカスタマイズとアイテムの構

成

はい

コンテンツの表示 はい はい

ポリシー - 定義 ポリシー定義の作成、更新、または削除 はい

ポリシー定義の表示 はい はい

ポリシー - 適用 適用ログの表示 はい はい

通知 - メール サー

バ

メール サーバの設定 はい

[カタログ]

[カタログ] タブを表示して開く はい はい はい はい はい はい

使用可能なカタログ アイテムの表示 はい はい はい。自

分のプロ

ジェクト

はい。自

分のプロ

ジェクト

はい。

自分の

プロジ

ェクト

カタログ アイテムの要求 はい はい。自

分のプロ

ジェクト

はい。自

分のプロ

ジェクト

[リソース]

vRealize Automation Service Broker の使用と管理
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表 2-2. Service Broker サービス ロールとプロジェクト ロール （続き）

ユーザー インターフ

ェイスのコンテキス

ト タスク

Service 
Broker 管
理者

Service 
Broker 閲
覧者

Service Broker ユーザー

ユーザーがプロジェクト関連のタスクを表示

および実行するには、プロジェクト管理者で

ある必要があります。

プロジェ

クト管理

者

プロジェ

クト メン

バー

プロジ

ェクト

閲覧者

プロジ

ェクト 

スーパ

ーバイ

ザー

[リソース] タブを表示、および開く はい はい はい。 はい はい はい

展開 展開の詳細、展開履歴、価格、監視、アラ

ート、最適化、トラブルシューティング情

報を含む展開の表示

はい はい はい。自

分のプロ

ジェクト

はい。自

分のプロ

ジェクト

はい。

自分の

プロジ

ェクト

アラートの管理 はい はい。自

分のプロ

ジェクト

はい。自

分のプロ

ジェクト

ポリシーに基づいて展開に対して Day 2 
アクションを実行

はい はい。自

分のプロ

ジェクト

はい。自

分のプロ

ジェクト

リソース - すべての

リソース

検出されたすべてのリソースの表示 はい はい

検出されたリソースに対して Day 2 アク

ションを実行。

アクションはマシンでのみ使用でき、すべ

てのマシンのパワーオンとパワーオフ、お

よび vSphere マシンのリモート コンソ

ールに限定。

はい

リソース - すべての

リソース

展開済み、オンボーディング済み、移行済

みリソースの表示

はい はい はい。自

分のプロ

ジェクト。

はい。自

分のプロ

ジェク

ト。

はい。

自分の

プロジ

ェクト。

ポリシーに基づいて展開済み、オンボーデ

ィング済み、移行済みリソースに対して 

Day 2 アクションを実行

はい はい はい。自

分のプロ

ジェクト。

はい。自

分のプロ

ジェク

ト。

リソース - 仮想マシ

ン

検出されたマシンの表示 はい はい

検出されたマシンで Day 2 アクションを

実行。

アクションは、パワーオンとパワーオフ、

および vSphere マシンのリモート コン

ソールに限定。

はい

VM の新規作成 はい

vRealize Automation Service Broker の使用と管理
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表 2-2. Service Broker サービス ロールとプロジェクト ロール （続き）

ユーザー インターフ

ェイスのコンテキス

ト タスク

Service 
Broker 管
理者

Service 
Broker 閲
覧者

Service Broker ユーザー

ユーザーがプロジェクト関連のタスクを表示

および実行するには、プロジェクト管理者で

ある必要があります。

プロジェ

クト管理

者

プロジェ

クト メン

バー

プロジ

ェクト

閲覧者

プロジ

ェクト 

スーパ

ーバイ

ザー

展開済み、オンボーディング済み、移行済

みリソースの表示。

はい はい。自

分のプロ

ジェクト。

はい。自

分のプロ

ジェク

ト。

はい。

自分の

プロジ

ェクト。

ポリシーに基づいて展開済み、オンボーデ

ィング済み、移行済みリソースに対して 

Day 2 アクションを実行

はい はい。自

分のプロ

ジェクト。

はい。自

分のプロ

ジェク

ト。

リソース - ボリュー

ム

検出されたボリュームの表示 はい はい

利用可能な Day 2 アクションなし

展開済み、オンボーディング済み、移行済

みボリュームの表示

はい はい はい。自

分のプロ

ジェクト。

はい。自

分のプロ

ジェク

ト。

はい。

自分の

プロジ

ェクト。

ポリシーに基づいて展開済み、オンボーデ

ィング済み、移行済みボリュームに対して 

Day 2 アクションを実行

はい はい。自

分のプロ

ジェクト。

はい。自

分のプロ

ジェク

ト。

リソース - ネットワ

ークとセキュリティ

検出されたネットワーク、ロード バラン

サ、およびセキュリティ グループの表示

はい はい

利用可能な Day 2 アクションなし

展開済み、オンボーディング済み、移行済

みのネットワーク、ロード バランサ、セキ

ュリティ グループの表示

はい はい はい。自

分のプロ

ジェクト。

はい。自

分のプロ

ジェク

ト。

はい。

自分の

プロジ

ェクト。

ポリシーに基づいて展開済み、オンボーデ

ィング済み、移行済みのネットワーク、ロ

ード バランサ、セキュリティ グループに

対して Day 2 アクションを実行

はい はい。自

分のプロ

ジェクト。

はい。自

分のプロ

ジェク

ト。

[承認]
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表 2-2. Service Broker サービス ロールとプロジェクト ロール （続き）

ユーザー インターフ

ェイスのコンテキス

ト タスク

Service 
Broker 管
理者

Service 
Broker 閲
覧者

Service Broker ユーザー

ユーザーがプロジェクト関連のタスクを表示

および実行するには、プロジェクト管理者で

ある必要があります。

プロジェ

クト管理

者

プロジェ

クト メン

バー

プロジ

ェクト

閲覧者

プロジ

ェクト 

スーパ

ーバイ

ザー

[承認] タブを表示して開く はい はい はい はい はい はい

承認申請への応答 はい はい。自

分のプロ

ジェクト。

ポリシー

承認者は

プロジェ

クト管理

者

指定され

た承認者

である場

合のみ

指定さ

れた承

認者で

ある場

合のみ

はい。

自分の

プロジ

ェク

ト。ポ

リシー

承認者

はプロ

ジェク

ト ス
ーパー

バイザ

ー
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組織での Service Broker の設定 3
Service Broker を完全に構成するには、カタログ ソースを決定し、プロジェクトを使用してガバナンスを適用する

必要があります。クラウド管理者は、ポリシーの適用やカタログ申請フォームのカスタマイズもできます。

クラウド管理者は、ポリシーの適用やカタログ申請フォームのカスタマイズもできます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n Service Broker カタログへのコンテンツの追加

n Service Broker ポリシーの設定

n Service Broker アイコンと申請フォームのカスタマイズ

n Service Broker ユーザーへの E メール通知の送信

n Service Broker のインフラストラクチャ オプションの操作

Service Broker カタログへのコンテンツの追加

Service Broker カタログを設定するための要件とプロセスは、ユーザーに提供するコンテンツによって異なりま

す。

各プロセスは、End-to-End の手順として提供されます。提供するコンテンツを特定し、関連するタイプを追加し

ます。インポートされたコンテンツが Service Broker の外部で正しく機能することを、カタログに追加する前に確

認します。

コンテンツ ソースの追加後、テンプレートは 6 時間ごとに更新されます。外部ソースでテンプレートに対して行っ

た変更は、更新後にカタログに反映されます。

Service Broker カタログへの Cloud Assembly クラウド テンプレートの追
加

クラウド管理者は、Cloud Assembly コンテンツ ソースを追加し、クラウド テンプレートを共有することによっ

て、Service Broker カタログから Cloud Assembly クラウド テンプレートを使用できるようにすることができ

ます。クラウド テンプレートは、クラウド プロバイダに展開できるサービスまたはアプリケーションの仕様です。
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クラウド管理者として
ログインする

リリース済みのクラウド
テンプレートのインポート

[コンテンツとポリシー] > 
[コンテンツ ソース] > 

[新規]

インポート済みアイテムの
プロジェクトとの共有

[コンテンツおよびポリシー] > 
[コンテンツの共有] > 
プロジェクトの選択

プロジェクトに基づく
カタログ アイテムの展開

[カタログ] > 
[カタログ アイテム] > [要求]

展開の
監視

[リソース] > [展開] > 
[展開名]

IP アドレスまたはその他の
方法を使用した展開済み

カタログ アイテム
へのアクセス

クラウド テンプレートをインポートしたら、プロジェクト メンバーと共有して、メンバーがテンプレートを展開で

きるようにします。申請時に、クラウド テンプレートがクラウド ゾーンのアカウント リージョン、またはクラウド 

テンプレートの要件をサポートするデータストアに展開されます。

前提条件

n クラウド テンプレートをインポートする前に、そのクラウド テンプレートが展開可能であり、Cloud 
Assembly にリリースされていることを確認します。『vRealize Automation Cloud Assembly の使用と管

理』の「クラウド テンプレートの別バージョンを保存する方法」を参照してください。

手順

1 Cloud Assembly からクラウド テンプレートをインポートします。

a [コンテンツとポリシー] - [コンテンツ ソース] の順に選択します。

b [新規] をクリックし、[VMware Cloud Templates] をクリックします。

c このコンテンツ ソースの [名前] を入力します。

d [ソース プロジェクト] を選択し、[検証] をクリックします。

検証プロセスでは、接続がテストされ、Cloud Assembly 内のプロジェクトに関連付けられたリリース済

みクラウド テンプレートの数が示されます。

e [作成してインポート] をクリックします。

[コンテンツ ソース] 画面に、新しいソースと、検出およびインポートされたアイテムの数が表示されます。

2 インポートしたアイテムをプロジェクトと共有します。

a [コンテンツとポリシー] - [コンテンツの共有] の順に選択します。

b クラウド テンプレートを展開できるユーザーを含むプロジェクトを選択します。
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c [アイテムの追加] をクリックしてから、プロジェクトと共有する 1 つまたは複数のクラウド テンプレートを

選択します。

使用可能なテンプレートのリストには、Cloud Assembly の現在のプロジェクトに関連付けられているク

ラウド テンプレートと、共有が有効になっている他のプロジェクトのクラウド テンプレートが含まれます。

コンテンツ ソースからインポートされたすべてのアイテムを選択することも、ソース ツリーを展開して個

々のアイテムを選択することもできます。

d [保存] をクリックします。

[コンテンツ共有] 画面に、選択したプロジェクトに使用可能なすべてのアイテムが表示されます。クラウド テン

プレートはカタログにも追加され、プロジェクト メンバーはこれらを申請できるようになります。

3 選択されたプロジェクトのメンバーがカタログからクラウド テンプレートを使用できることを確認します。

a [カタログ] をクリックし、インポートされたクラウド テンプレートを特定して、設定したプロジェクトが含

まれていることを確認します。

b [申請] をクリックし、必要な情報を入力します。

クラウド テンプレートにリリース済みのバージョンが複数ある場合は、展開するバージョンを選択します。

c [送信] をクリックします。

プロビジョニング プロセスが開始し、[展開] 画面が開いて現在の申請内容が一番上に表示されます。

4 プロビジョニング プロセスを監視して、正常に展開されていることを確認します。

a [リソース] - [展開] の順に選択し、展開されたカタログ アイテムを見つけます。

b 正常に完了するまでカードのステータスを監視します。

結果

リリースされたクラウド テンプレートは、Service Broker にインポートされ、カタログを通じて共有され、展開可

能になります。

次のステップ

n 展開が失敗した場合は、展開名をクリックしてトラブルシューティングを開始します。Service Broker の展開

に失敗した場合の対処を参照してください。Cloud Assembly クラウド管理者は、Cloud Assembly で、

「VMware Cloud Assembly の使用と管理」の Cloud Assembly の展開に失敗した場合の対処に示されてい

るさらに広範なトラブルシューティングを実行できます。

n 展開が存続できる期間を制御する場合は、リースを作成します。Service Broker ポリシーの設定を参照してく

ださい。

n 申請時のユーザー入力の数を増やす、または減らすには、カスタム フォームを作成します。Service Broker ア
イコンと申請フォームのカスタマイズを参照してください。

Service Broker カタログへの CloudFormation テンプレートの追加

クラウド管理者は、1 つ以上の Amazon S3 バケットをコンテンツ ソースとして追加し、プロジェクト メンバーと

して共有することにより、Amazon CloudFormation テンプレートを使用して Service Broker カタログを作成

vRealize Automation Service Broker の使用と管理

VMware, Inc. 17

https://docs.vmware.com/jp/vRealize-Automation/8.7/Using-and-Managing-Service-Broker/GUID-BD668A55-50A4-4BB0-B50C-1B8DE4370726.html
https://docs.vmware.com/jp/vRealize-Automation/8.7/Using-and-Managing-Service-Broker/GUID-BD668A55-50A4-4BB0-B50C-1B8DE4370726.html
https://docs.vmware.com/jp/vRealize-Automation/8.7/Using-and-Managing-Cloud-Assembly/GUID-970CA971-65B7-4747-BF35-A54C1C0B849B.html


することができます。テンプレートは、Amazon Web Services に展開できるサービスまたはアプリケーションの

仕様です。

クラウド管理者として
ログインする

Amazon Web
Services リージョンの追加

[インフラストラクチャ] >  
[接続] > 

[クラウド アカウント]

Amazon Web Services
 リージョンのクラウド ゾーン

の追加

[インフラストラクチャ] > 
[構成] > [クラウド ゾーン]

テンプレートのインポート

[コンテンツおよびポリシー] >  
[コンテンツ ソース]

プロジェクトの作成

[インフラストラクチャ] > 
[管理] > [プロジェクト]

プロジェクトに基づく
カタログ アイテムの展開

[カタログ] > [カタログ アイテム]

展開の監視

[リソース] > [展開] > 
[展開名]

インポート済みアイテムの
プロジェクトとの共有

[コンテンツおよびポリシー] > 
[コンテンツの共有] > 
プロジェクトの選択

IP アドレスまたはその他の
方法を使用した展開済み

カタログ アイテム
へのアクセス

コンテンツ ソースとして追加できるバケットは 1 つのみです。複数のバケットを追加するには、各バケットにコンテ

ンツ ソースを作成します。

テンプレートを追加したら、プロジェクト メンバーにクラウド テンプレートを展開するための資格を付与します。

クラウド テンプレートは、申請時に、コンテンツ ソースを追加するときに定義するクラウド アカウントのリージョ

ンに展開されます。

前提条件

n CloudFormation テンプレートが含まれている S3 バケットの名前を把握していることを確認します。

n プライベート バケットを追加する場合は、アクセス キーとプライベート キーを把握しておく必要があります。

手順

1 CloudFormation テンプレートを展開するには、少なくとも 1 つの Amazon Web Services クラウド アカ

ウントを持っていることと、リージョンを選択することが必要です。

a [インフラストラクチャ] - [接続] - [クラウド アカウント] の順に選択します。

b [クラウド アカウントの追加] をクリックしてから、[Amazon Web Services] をクリックします。

c 20 桁の [アクセス キーの ID] と対応する [プライベート アクセス キー] を入力します。

d 認証情報を確認するには、[検証] をクリックします。
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e アカウント名を入力します。

テンプレートをプロジェクトと共有するときに識別できる名前を指定します。

f このアカウントのリージョンのうち、テンプレートの展開先にするものを 1 つ以上選択します。

g [作成] をクリックします。

2 Amazon Web Services のクラウド アカウント リージョンに、クラウド ゾーンを定義します。

a [インフラストラクチャ] - [設定] - [クラウド ゾーン] の順に選択し、[新しいクラウド ゾーン] をクリック

します。

b [アカウント/リージョン]、[名前]、および [配置ポリシー] を選択します。

c [コンピューティング] タブをクリックし、クラウド ゾーンに含まれているリソースを確認または変更しま

す。

d [作成] をクリックします。

3 テンプレートをインポートします。

a [コンテンツとポリシー] - [コンテンツ ソース] の順に選択します。

b [新規] をクリックし、[AWS CloudFormation テンプレート] をクリックします。

c このコンテンツ ソースの [名前] を入力します。

d S3 バケット情報を追加します。

e [検証] をクリックします。

バケットがパブリックの場合は、検証プロセスで名前とテンプレートの数を検証します。バケットがプライ

ベートの場合は、検証プロセスで名前、キー、およびテンプレートの数を検証します。

f [展開ターゲット] となる Amazon Web Services のクラウド アカウントとリージョンを選択します。

g [作成してインポート] をクリックします。

4 プロジェクト メンバーとテンプレートを共有できるようにプロジェクトを追加します。

a Service Broker で、[インフラストラクチャ] - [管理] - [プロジェクト] の順に選択し、[新規プロジェク

ト] をクリックします。

b [サマリ] タブにプロジェクト情報を入力します。

c [ユーザー] タブをクリックしてから、[ユーザーの追加] をクリックします。

プロジェクト ユーザーを追加するには、個人またはグループがすでにアクティブなサービスの組織ユーザー

である必要があります。

d このプロジェクトが CloudFormation テンプレートのみをサポートしている場合は、[プロビジョニング] 
タブを無視します。

CloudFormation テンプレートは、テンプレートをインポートしたときに定義したターゲットのアカウン

トおよびリージョンに展開されます。プロジェクト メンバーが他のテンプレートまたはコンテンツを展開

できる場合は、そのコンテンツのターゲット クラウド ゾーンをプロジェクトに追加する必要があります。

e [作成] をクリックします。
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プロジェクトに新しいプロジェクトが追加されます。また、関連付けられた Cloud Assembly インスタンスに

も追加されます。プロジェクトが VMware Cloud Templates 用の場合は、Cloud Assembly にクラウド ゾ
ーンを追加できます。プロジェクトがテンプレート用の場合は、クラウド ゾーンを追加する必要はありません。

5 インポートしたテンプレートをプロジェクトと共有します。

a [コンテンツとポリシー] - [コンテンツの共有] の順に選択します。

b テンプレートを展開できるユーザーを含むプロジェクトを選択します。

c プロジェクトと共有する Amazon Web Services のコンテンツ ソースを 1 つ以上選択します。

d [保存] をクリックします。

[コンテンツ共有] 画面に、選択したプロジェクトに使用可能なすべてのアイテムが表示されます。テンプレート

はカタログにも追加され、プロジェクト メンバーはこれらのテンプレートを申請できるようになります。

6 選択されたプロジェクトのメンバーがカタログからテンプレートを使用できることを確認します。

a [カタログ] をクリックし、インポートされた CloudFormation テンプレートを特定して、設定したプロジ

ェクトが含まれていることを確認します。

b [申請] をクリックし、必要な情報を入力します。

c [送信] をクリックします。

プロビジョニング プロセスが開始し、[展開] 画面が開いて現在の申請内容が一番上に表示されます。

7 プロビジョニング プロセスを監視して、正常に展開されていることを確認します。

a [リソース] - [展開] の順に選択し、展開されたカタログ アイテムを見つけます。

b 正常に完了するまでカードのステータスを監視します。

結果

テンプレートが Service Broker にインポートされ、カタログを通じて共有されます。

次のステップ

n 展開が失敗した場合は、展開名をクリックしてトラブルシューティングを開始します。Service Broker の展開

に失敗した場合の対処を参照してください。Cloud Assembly クラウド管理者は、Cloud Assembly で、

「VMware Cloud Assembly の使用と管理」の Cloud Assembly の展開に失敗した場合の対処に示されてい

るさらに広範なトラブルシューティングを実行できます。

n 展開が存続できる期間を制御する場合は、リースを作成します。Service Broker ポリシーの設定を参照してく

ださい。

n 申請時のユーザー入力の数を増やす、または減らすには、カスタム フォームを作成します。Service Broker ア
イコンと申請フォームのカスタマイズを参照してください。

Service Broker カタログへの vRealize Orchestrator ワークフローの追加

クラウド管理者は、vRealize Orchestrator ワークフローをカタログに追加できます。ワークフローは、単純なタ

スクまたは複雑なタスクを実行するために vRealize Orchestrator 内で作成されます。

ワークフローには、通常の入力パラメータに加えて、複合タイプを入力パラメータとして含めることができます。
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クラウド管理者として
ログインする

vRealize Orchestrator
ワークフローの追加

[インフラストラクチャ] > 
[接続] > [統合]

テンプレートのインポート

[コンテンツおよびポリシー] >  
[コンテンツ ソース]

プロジェクトの作成

[インフラストラクチャ] >  
[構成] > [プロジェクト]

インポート済みアイテムの
プロジェクトとの共有

[コンテンツおよびポリシー] > 
[コンテンツの共有] >  
プロジェクトの選択

プロジェクトに基づく
カタログ アイテムの展開

[カタログ] > 
[カタログ アイテム]

展開の監視

[リソース] > [展開] > 
[展開名]

アクションにより
期待される結果が
発生したことを確認

前提条件

n 必要なタスクを実行できる vRealize Orchestrator ワークフローがあることを確認します。ワークフローの管

理を参照してください。

手順

1 vRealize Orchestrator で Cloud Assembly 統合を設定していない場合は、Service Broker で統合を追加

できます。

a [インフラストラクチャ] - [接続] - [統合] の順に選択します。

b [統合の追加] をクリックしてから、[vRealize Orchestrator] をクリックします。

c vRealize Orchestrator インスタンス の URL を入力します。

d [クラウド プロキシ] を選択または追加します。

e ユーザー名とパスワードを入力します。

f 認証情報と URL を検証するには、[検証] をクリックします。

g コンテンツ ソースの作成時にこのインスタンスを識別するための名前を入力します。

h [追加] をクリックします。

2 ワークフローをインポートします。

a [コンテンツとポリシー] - [コンテンツ ソース] の順に選択します。

b [新規] をクリックし、[vRealize Orchestrator ワークフロー] をクリックします。
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c コンテンツを共有するときに識別できるように、このコンテンツ ソースの [名前] を入力します。

d [追加] をクリックし、Service Broker で使用できるようにするワークフローを選択します。

e [作成してインポート] をクリックします。

3 インポートしたワークフローをプロジェクトと共有します。

a [コンテンツとポリシー] - [コンテンツの共有] の順に選択します。

b ワークフローを展開できるユーザーを含むプロジェクトを選択します。

c [アイテムの追加] をクリックしてから、プロジェクトと共有する 1 つまたは複数のワークフローを選択しま

す。

コンテンツ ソースからインポートされたすべてのアイテムを選択することも、ソース ツリーを展開して個

々のアイテムを選択することもできます。

d [保存] をクリックします。

4 選択されたプロジェクトのメンバーがカタログからワークフローを使用できることを確認します。

a [カタログ] をクリックし、インポートしたワークフローを特定してプロジェクトを確認し、設定したプロジ

ェクトが含まれていることを確認します。

b [申請] をクリックし、必要な情報を入力します。

c [送信] をクリックします。

プロビジョニング プロセスが開始し、[展開] 画面が開いて現在の申請内容が一番上に表示されます。

5 プロビジョニング プロセスを監視して、ワークフローが正常に実行されていることを確認します。

a [リソース] - [展開] の順に選択し、展開された申請を探します。

b 正常に完了するまでカードのステータスを監視します。

結果

vRealize Orchestrator ワークフローが Service Broker にインポートされ、カタログを通じて共有されます。

次のステップ

n 展開が失敗した場合は、展開名をクリックしてトラブルシューティングを開始します。Service Broker の展開

に失敗した場合の対処を参照してください。Cloud Assembly クラウド管理者は、Cloud Assembly で、

「VMware Cloud Assembly の使用と管理」の Cloud Assembly の展開に失敗した場合の対処に示されてい

るさらに広範なトラブルシューティングを実行できます。

n 展開が存続できる期間を制御する場合は、リースを作成します。Service Broker ポリシーの設定を参照してく

ださい。

n 申請時のユーザー入力の数を増やす、または減らすには、カスタム フォームを作成します。Service Broker ア
イコンと申請フォームのカスタマイズを参照してください。ワークフローにデータ グリッドが含まれている場

合は、カスタム フォームの列 ID を変更しないでください。ワークフローで指定されている ID を使用してくだ

さい。
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n 複数の vRealize Orchestrator インスタンスのワークフローを操作する方法については、VMware ソリュー

ション アーキテクトから投稿されたこのブログを確認してください。

Service Broker カタログへの拡張性アクションの追加

クラウド管理者は、Cloud Assembly の拡張性アクションをコンテンツ ソースとして Service Broker に追加で

きます。拡張性アクションは、Cloud Assembly で作成および管理されます。

クラウド管理者として
ログインする

リリース済みの拡張性
アクションのインポート 

[コンテンツおよびポリシー] >  
[コンテンツ ソース]

インポート済みアイテムの
プロジェクトとの共有

[コンテンツおよびポリシー] > 
[コンテンツの共有] > 
プロジェクトの選択

プロジェクトに基づく
カタログ アイテムの展開

[カタログ] > [カタログ アイテム]

展開の
監視

[リソース] > 
[展開] > 
[展開名]

アクションにより
期待される結果が
発生したことを確認

アクションは、簡単なタスクまたは手順を実行する小さなスクリプトです。たとえば、仮想マシンの名前の変更や、

IP アドレスの割り当てなどです。

前提条件

n 追加するアクションがプロジェクトに関連付けられており、リリース済みであることを確認します。拡張性アク

ションの作成方法を参照してください。

手順

1 リリース済みの拡張性アクションをインポートします。

a [コンテンツとポリシー] - [コンテンツ ソース] の順に選択し、[新規] をクリックします。

b [新規] をクリックし、[拡張性アクション] をクリックします。

c このコンテンツ ソースの [名前] を入力します。

d [ソース プロジェクト] を選択し、[検証] をクリックします。

検証プロセスでは、Cloud Assembly 内のプロジェクトに関連付けられているリリース済みの拡張性アク

ションの数が確認されます。

e [作成してインポート] をクリックします。
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2 インポートしたアクションをプロジェクトと共有します。

a [コンテンツとポリシー] - [コンテンツの共有] の順に選択します。

b 拡張性アクションを展開できるユーザーを含むプロジェクトを選択します。

c [アイテムの追加] をクリックしてから、プロジェクトと共有する 1 つまたは複数のアクションを選択しま

す。

コンテンツ ソースからインポートされたすべてのアイテムを選択することも、ソース ツリーを展開して個

々のアイテムを選択することもできます。

d [保存] をクリックします。

[コンテンツ共有] 画面に、選択したプロジェクトに使用可能なすべてのアイテムが表示されます。アクションは

カタログにも追加され、プロジェクト メンバーはこれらのアクションを申請できるようになります。

3 選択されたプロジェクトのメンバーがカタログからアクションを使用できることを確認します。

a [カタログ] をクリックし、インポートされた拡張性アクションを特定して、設定したプロジェクトが含まれ

ていることを確認します。

b [申請] をクリックし、必要な情報を入力します。

c [送信] をクリックします。

プロビジョニング プロセスが開始し、[展開] 画面が開いて現在の申請内容が一番上に表示されます。

4 プロビジョニング プロセスを監視して、アクションが正常に実行されていることを確認します。

a [リソース] - [展開] の順に選択し、展開された申請を探します。

b 正常に完了するまでカードのステータスを監視します。

結果

拡張アクションが Service Broker にインポートされ、カタログを通じて共有されます。

次のステップ

n 展開が失敗した場合は、展開名をクリックしてトラブルシューティングを開始します。Service Broker の展開

に失敗した場合の対処を参照してください。Cloud Assembly クラウド管理者は、Cloud Assembly で、

「VMware Cloud Assembly の使用と管理」の Cloud Assembly の展開に失敗した場合の対処に示されてい

るさらに広範なトラブルシューティングを実行できます。

n 展開が存続できる期間を制御する場合は、リースを作成します。Service Broker ポリシーの設定を参照してく

ださい。

n 申請時のユーザー入力の数を増やす、または減らすには、カスタム フォームを作成します。Service Broker ア
イコンと申請フォームのカスタマイズを参照してください。

Service Broker カタログへの Code Stream パイプラインの追加

サービス管理者は、 Code Stream コンテンツ ソースを追加し、パイプラインを共有することによって、Service 
Broker カタログから Code Stream パイプラインを使用できるようにすることができます。パイプラインは、ソフ

トウェア リリース プロセスの継続的インテグレーションと配信モデルです。
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クラウド管理者として
ログインする

リリース済み
パイプラインのインポート

[コンテンツとポリシー] > 
[コンテンツ ソース]

インポートされたアイテムの
ソース プロジェクトとの共有

[コンテンツとポリシー] > 
[コンテンツの共有] > 
プロジェクトの選択

プロジェクトに基づく
カタログ アイテムの展開

[カタログ] > 
[カタログ アイテム]

展開の
監視

[リソース] > 
[展開] > 
[展開名]

展開されたパイプラインと
実行へのアクセス

パイプラインをインポートしたら、プロジェクト メンバーと共有して、メンバーがカタログからパイプラインを展開

できるようにします。パイプラインの展開の実行が完了すると、ユーザーは入力と出力を確認し、出力、パイプライ

ン、および実行の各リンクを使用できます。

前提条件

n パイプラインをインポートする前に、そのパイプラインが Code Stream で有効にされてリリースされているこ

とを確認します。『vRealize Automation Code Stream の使用と管理』のパイプラインを実行して結果を確

認する方法を参照してください。

手順

1 Code Stream からパイプラインをインポートします。

a [コンテンツとポリシー] - [コンテンツ ソース] の順に選択します。

b [新規] をクリックし、[Code Stream パイプライン] をクリックします。

c このコンテンツ ソースの [名前] を入力します。

d [ソース プロジェクト] を選択し、[検証] をクリックします。

検証プロセスでは、接続がテストされ、 Code Stream 内のプロジェクトに関連付けられたリリース済みパ

イプラインの数が示されます。

e [作成してインポート] をクリックします。

[コンテンツ ソース] 画面に、新しいソースと、検出およびインポートされたアイテムの数が表示されます。

2 インポートされたアイテムをソース プロジェクトと共有して、カタログに表示されるようにします。

a [コンテンツとポリシー] - [コンテンツの共有] の順に選択します。

b パイプラインを申請する権限を付与されているユーザーを含むソース プロジェクトを選択します。
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c [アイテムの追加] をクリックしてから、プロジェクトと共有する 1 つまたは複数のパイプラインを選択しま

す。

コンテンツ ソースからインポートされたすべてのアイテムを選択することも、ソース ツリーを展開して個

々のアイテムを選択することもできます。

d [保存] をクリックします。

[コンテンツ共有] 画面に、選択したプロジェクトに使用可能なすべてのアイテムが表示されます。パイプライン

はカタログにも追加され、プロジェクト メンバーはこれらのパイプラインを申請できるようになります。

3 選択されたプロジェクトのメンバーがカタログ内のパイプラインを使用できることを確認します。

a [カタログ] をクリックし、インポートされたパイプラインを見つけます。

b [申請] をクリックし、必要な情報を入力します。

c [送信] をクリックします。

プロビジョニング プロセスが開始し、[展開] 画面が開いて現在の申請内容が一番上に表示されます。

4 プロビジョニング プロセスを監視して、正常に展開されていることを確認します。

a [リソース] - [展開] の順に選択し、展開されたカタログ アイテムを見つけます。

b 正常に完了するまでカードのステータスを監視します。

展開を開いたり、入力と出力を確認したり、リンクを使用して出力 URL にアクセスしたり、 Code Stream の
パイプラインと実行へのリンクを使用したりできます。

結果

リリースされたパイプラインは、Service Broker にインポートされ、カタログを通じて共有され、展開可能になり

ます。

次のステップ

n 展開が失敗した場合は、展開名をクリックしてトラブルシューティングを開始します。Service Broker の展開

に失敗した場合の対処を参照してください。Cloud Assembly クラウド管理者は、Cloud Assembly で、

「VMware Cloud Assembly の使用と管理」の Cloud Assembly の展開に失敗した場合の対処に示されてい

るさらに広範なトラブルシューティングを実行できます。

n 展開が失敗した場合は、 Code Stream で失敗した実行を確認します。

n プロビジョニングする前にパイプラインの申請を誰が承認するかを制御するには、承認ポリシーを作成します。

Service Broker の承認ポリシーの構成方法を参照してください。リースおよびインストール後のポリシーは、

パイプラインに適用されません。

n 申請時のユーザー入力の数を増やす、または減らすには、カスタム フォームを作成します。Service Broker ア
イコンと申請フォームのカスタマイズを参照してください。

Service Brokerポリシーの設定

展開のバックグラウンド管理を行うには、ポリシーを設定します。各 Service Broker ポリシーは展開に適用される

一連のルールまたはパラメータであり、他のタスクを行えるようクラウド管理者の負担を軽減します。
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Service Broker で作成するすべてのポリシーは、Service Broker および Cloud Assembly の展開に適用されま

す。

ポリシーの概要

ポリシーの作成を開始するには、[コンテンツとポリシー] - [ポリシー] - [定義] の順に選択します。追加するすべて

のポリシーは、現在の展開とすべての新しい展開に適用されます。

作成を開始する際に、各ポリシー タイプに対して提供されているすべての使用事例を利用できます。各使用事例で

は、複数のポリシーを作成するプロセスについて説明しています。使用事例では、選択肢と目的の動作に関して、状

況に沿った説明が示されます。

使用事例の後には、複数のポリシーの処理方法に関する詳細な情報が続きます。

Service Broker の承認ポリシーの構成方法

承認ポリシーはガバナンス レベルのポリシーです。展開および Day 2 アクションの申請が実行される前に、申請に

対する制御を行うために追加します。Service Broker で承認ポリシーを定義することで、リソースが使用または破

棄前に、承認者または承認者が指定したユーザーが申請を確認できるようにします。本手順では、承認ポリシーの使

用事例を紹介し、ガバナンスのオプションについて解説します。

カタログ アイテムの追加と展開を行う小規模なチームのみが対象の場合、承認ポリシーは有用でないことがありま

す。しかし、大きなグループの開発者や一般的な利用者がカタログを利用できるようにする際には、承認ポリシーを

使用することで、リソースの使用前やプロビジョニング済みのアイテムに変更を加える前に申請をチェックすること

が可能になります。

たとえば、重要なカタログ アイテムが大量のリソースを使用している場合などです。この場合、IT 管理者に展開の

すべての申請の確認を依頼し、申請の必要性を確認する必要があります。Day 2 アクションもこの場合に該当しま

す。多くのユーザーが使用する展開に変更を加えると、非常に大きな影響が発生する可能性があります。この場合、

チームの展開を管理するプロジェクト管理者は、カタログ アイテムに対するすべての変更を確認する必要がありま

す。

承認ポリシーを使用するユーザーまたはその影響を受けるユーザー

n Service Broker の管理者。ポリシーを構成します。

n カタログの利用者。1 つ以上のポリシーが適用されるカタログ アイテムまたは Day 2 アクションを申請するユ

ーザーです。

n Cloud Assembly にクラウド テンプレートを展開しているユーザー。1 つ以上のポリシーが適用される 

Cloud Assembly のテンプレートまたは Day 2 アクションを申請するユーザー。

n 指定された承認者。申請をチェックし、承認または拒否をする必要があるユーザーです。選択したユーザーおよ

びユーザー グループに承認者権限を付与することも、次の承認者ロールから選択することもできます。

n AD Manager。マネージャ属性を持つ Active Directory ユーザー。AD Manager 承認者ロール用の 

Active Directory 属性の構成を参照してください。

n プロジェクト管理者。ポリシー範囲内のプロジェクトの管理者は、自動的に承認者として割り当てられます。

プロジェクトに専用の管理者が指定されていない場合、そのプロジェクトに承認ポリシーは適用されません。
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n プロジェクト スーパーバイザー。スーパーバイザー ロールが割り当てられた、ポリシー範囲内のプロジェ

クトのメンバー。スーパーバイザーのアクセス権は、プロジェクトの展開申請の承認と拒否のみに制限され

ます。プロジェクトに専用のスーパーバイザーが指定されていない場合、そのプロジェクトに承認ポリシー

は適用されません。

承認ポリシーの適用プロセス

複数の承認ポリシーが適用可能な場合があります。承認ポリシーは評価が行われ、適用可能になったポリシーが申請

に適用されます。有効なポリシーが複数あり、各ポリシーの承認者が異なる場合、すべての承認者が追加されます。

複数のポリシーがある場合は、このプロセスを理解することが重要です。詳細については、承認ポリシーの目標と適

用例を参照してください。

1 承認ポリシーが定義されます。

2 ユーザーがカタログ アイテムまたは Day 2 アクションを申請します。申請が行われると、Service Broker は
カタログ アイテムを評価し、適用されるポリシーの有無をチェックします。

3 承認ポリシーが適用されます。

a 展開カードにステータスが表示されます。たとえば、「Create - Approval Pending（作成 - 承認保留中）」

などです。

b 申請者にメール通知が送信されます。承認が必要な申請を Service Broker で追跡する方法を参照してく

ださい。

c 承認者にメール通知が送信されます。Service Broker で承認申請に応答する方法を参照してください。

展開を行う場合、申請が承認されるまでは、インフラストラクチャ リソースの展開および使用が開始される

ことはなく、展開済みのシステムが変更されることもありません。申請したユーザーに、申請が承認待ちの

状態であることが E メールで通知されます。

d 承認者は Service Broker の [承認] タブを使用して申請に応答します。

4 承認のプロセスは以上で完了です。

a 申請が拒否された場合には、申請したユーザーに通知が行われ、展開の申請はキャンセルされます。

b 申請が承認された場合には、展開が開始されます。

c 承認者がアクションを行わない場合でも、適用されるポリシーが申請を自動的に承認または拒否するように

設定することもできます。

展開条件の使用方法

展開条件を定義することによって、ポリシーを適用するアイテムまたはアクティビティを制限できます。展開条件の

詳細については、Service Broker ポリシーでの展開条件の構成方法を参照してください。

承認ポリシーの制約

n 承認ポリシーには、リースの変更アクションを含めることはできません。

n ポリシー基準の中でカスタム リソースをリソース タイプとして使用することはサポートされていません。

承認ポリシーの使用事例を参照して、独自のポリシーを作成する場合は、キー テキスト ボックスの Signpost ヘル

プを参照して、詳細情報を確認してください。
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前提条件

n 承認者は、通常の Service Broker または Cloud Assembly のユーザーではない場合もありますが、次のロ

ールの組み合わせのいずれかを保有している必要があります。

n 組織のメンバーと Service Broker ユーザー

n 組織のメンバーと承認の管理カスタム ロール

これらのロールの権限は最小のレベルですが、申請の承認または拒否を行うことができます。

n メール通知サーバが定義されていることを確認します。通知を送信するメール サーバの Service Broker への

追加を参照してください。

n ロールベースの承認タイプとして Active Directory マネージャを使用する場合は、vRealize Automation 用
に構成された Workspace One Access と VMware Identity Manager の統合を使用する必要があります。

また、ユーザー属性に Active Directory マネージャ属性も含める必要があります。AD Manager 承認者ロー

ル用の Active Directory 属性の構成を参照してください。

手順

1 [コンテンツおよびポリシー] - [ポリシー] - [定義] - [新規ポリシー] - [承認ポリシー] の順に選択します。
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2 承認ポリシー 1 を構成します。

管理者が、クラウド リソースを大量に使用する重要なカタログ アイテムを保有しています。数人のマネージャ

が展開の申請を評価し、申請の必要性と、展開をサポートするリソースの有無を確認するようにします。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 組織

このポリシーは、組織内のすべてのプロジェクトに適用されます。

基準 Catalog Item equals CompanyApplication

b 承認の動作を定義します。

設定 サンプルの値

承認タイプ [ユーザー ベース] を選択します。

申請を承認するユーザーおよびユーザー グループを選択します。

承認者モード すべて

展開の申請によってリソースが浪費されないことについてすべての 

IT 管理者が同意することを条件にします。

承認者 {GroupName1}@YourCompany、

{ApproverName1}@YourCompany、

{ApproverName2}@YourCompany

承認申請は、ユーザー グループのすべてのメンバーに送信されま

す。グループのメンバーの 1 名のみが申請を承認する必要がありま

す。

自動有効期限の決定 拒否

クラウド リソースの負荷を想定した場合、承認が得られないまま誤

ってアイテムを展開することは望ましくありません。

自動有効期限トリガー 3

週末に管理者が不在になる可能性がある場合、この値を指定すると

有効期限が週明けまで持ち越されます。

アクション Deployment.Create

このシナリオでは、カタログ利用者がこのカタログ アイテムを申請した場合、承認者 1、承認者 2、およびユー

ザー グループ 1 に属する 1 名が 3 日以内に申請を承認する必要があります。しなかった場合は申請が拒否され

ます。
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3 承認ポリシー 2 を構成します。

管理者として担当しているいくつかのプロジェクトについて、破壊的な結果をもたらす可能性のある変更を展開

に加えることをプロジェクト管理者に承認してもらう必要があるとします。たとえば、展開を削除する場合です。

a 承認ポリシーが有効な場合を定義します。

設定 サンプルの値

範囲 複数のプロジェクト

Project name contains Prod

ポリシーは、範囲の基準に一致するすべてのプロジェクトに関連付

けられている展開に適用されます。

基準 なし

b 承認の動作を定義します。

設定 サンプルの値

承認タイプ [ロール ベース] を選択します。

承認者ロール プロジェクト管理者

プロジェクトに専用の管理者が指定されていない場合、そのプロジ

ェクトに関連付けられた申請に承認ポリシーは適用されません。

承認者モード 任意

自動有効期限の決定 拒否

自動有効期限トリガー 7

アクション Deployment.Delete、Deployment.PowerOff、
Deployment.Update、およびコンポーネント固有の電源/再起

動/削除アクションのいずれか。

このシナリオでは、対象に含まれるプロジェクトのいずれかのメンバーが、ある展開に対してリストに表示した

アクションを実行するように申請を送信して、プロジェクト管理者が応答しないときには、7 日後に申請が拒否

されます。
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4 承認ポリシー 3 を構成します。

管理者は、リソース使用量の制御が必要になる場合があります。たとえば、ユーザーがサイズの大きいカタログ 

アイテムを申請した場合、その申請を評価してから承認する必要があります。サイズはフレーバー マッピングに

よって定義されます。

a 承認ポリシーが有効な場合を定義します。

設定 サンプルの値

範囲 組織

基準

Resources has any 
     Flavor equals large

b 承認の動作を定義します。

設定 サンプルの値

承認タイプ [ユーザー ベース] を選択します。

承認者モード 任意

承認者 {AdminName}@YourCompany

自動有効期限の決定 拒否

クラウド リソースの使用量を想定した場合、承認が得られないまま

誤ってアイテムを展開することは望ましくありません。

自動有効期限トリガー 5

アクション Deployment.Create および該当する *.Machine.Resize アク

ション。たとえば、Cloud.vSphere.Machine.Resize です。

このシナリオでは、ユーザーが大規模な展開の申請を送信したり、展開のサイズを大規模に変更して、クラ

ウド管理者が応答しないときには、5 日後に申請が拒否されます。

次のステップ

n 承認ポリシーがどのように処理されるかの詳細については承認ポリシーの目標と適用例を参照してください。

n 利用者および承認者の処理手順の詳細については、承認が必要な申請を Service Broker で追跡する方法および

Service Broker で承認申請に応答する方法を参照してください。

AD Manager 承認者ロール用の Active Directory 属性の構成

Service Broker で承認ポリシーに対してロールベースの承認者を使用する場合は、Workspace ONE Access お
よび VMware Identity Manager で Active Directory マネージャ属性を構成する必要があります。これを行う

には、vRealize Automation で使用する VMware Identify Manager インスタンスを構成する権限が必要です。

この手順では主に、vRealize Automation の外部で実行する作業について説明します。関連する手順へのリンクが

用意されています。
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前提条件

n 管理者の認証情報があることを Workspace ONE Access および VMware Identity Manager で確認しま

す。

手順

1 vRealize Automation で使用する VMware Identity Manager インスタンスで、Active Directory を 

Identity Manager に統合することを確認します。

Active Directory との連携を参照してください。

2 ユーザー属性を構成します。

基本的な手順は次のとおりです。詳細については、Managing User Attributes that Sync from Active 
Directory を参照してください。

a Identity Manager で、ローカル管理者ログインをクリックし、[管理コンソール] をクリックします。

b [ID およびアクセス権の管理] タブを選択して、[セットアップ] をクリックします。
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c [ユーザー属性] をクリックします。
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d [デフォルト属性] セクションに次の属性があることを確認します。

n userName

n email

n firstName

n LastName

n phone

n disabled

n employeeID

n distinguishedName

n userPrincipalName

n domain

e [使用する他の属性を追加] セクションで、次の属性を追加します。

n manager

f [保存] をクリックします。

3 変更を加えたら、影響を受けるディレクトリを同期する必要があります。

a [管理] をクリックします。

b [ディレクトリ] タブを選択します。

c ディレクトリ名をクリックしてディレクトリを開き、[同期設定] をクリックします。
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d [マッピングされた属性] をクリックし、マネージャ属性が manager として定義されていることを確認しま

す。

e [保存して同期] をクリックします。

f [ディレクトリの同期] をクリックします。

結果

これで、承認ポリシーで Active Directory Manager ロールを使用できるようになりました。

ポリシーを使用して展開ユーザーに Service Broker の Day 2 アクションの資
格を付与する方法

Day 2 アクション ポリシーを定義して、展開およびコンポーネント リソースに対してユーザーが実行可能な変更を

制御できるようにします。すべてまたは一部のユーザーが展開で実行を許可されたアクションのリストを作成するこ

とで、ユーザーが損害や、高コストにつながる変更を開始できないようにします。Day 2 アクション ポリシーに関

連する使用事例は、この手順の導入です。

ユーザーに Day 2 アクションを実行する資格を付与する場合は、ユーザーが実行可能なアクションを個別に選択し

ます。除外リストではなく、包含リストを作成することになります。

Day 2 アクション ポリシーが有効になるタイミング

n Day 2 アクション ポリシーが定義されていない場合、ガバナンスは適用されず、すべてのユーザーがすべての

アクションにアクセスできます。初期段階ではガバナンスがないため、管理者とユーザーは、Day 2 ポリシーを

理解しなくても、Service Broker と Cloud Assembly で Day 2 アクションを実行できます。

n アクションにアクセスできるユーザーと、アクセス可能なアクションの制御を決定後、単一の Day 2 アクショ

ン ポリシーの形式でガバナンスを追加します。最初のポリシーが有効になると、Service Broker および 

Cloud Assembly のすべてのユーザーに対して Day 2 アクション ポリシーが適用されます。その結果、最初

のポリシーで true に該当するユーザーのみが、選択したアクションを実行できます。その他のユーザーはすべ

て除外されます。アクション ポリシーに、信頼されたユーザーが含まれているためです。他のユーザーをすべて

除外することで、ガバナンスの目的に合わせたポリシーを作成できます。

n 他のユーザーに資格を付与するには、選択したアクションを実行する資格を付与するポリシーを作成する必要が

あります。

プロジェクトでの展開の共有は、Day 2 アクション資格の構成方法に影響します。プロジェクトが共有に設定されて

いない場合、要求したユーザーのみが展開を表示できます。プロジェクトで展開が共有されている場合は、プロジェ

クトのすべてのメンバーが展開を表示し、Day 2 アクション ポリシーによって実行の資格が付与されたアクション

を実行できます。展開の共有は、プロジェクトで構成されます。[インフラストラクチャ] - [管理] - [プロジェクト] 
の順に選択し、プロジェクトを選択して [ユーザー] タブをクリックします。

ポリシーの作成時、Day 2 アクション ポリシーの定義方法では、共有のステータスが考慮されている必要がありま

す。
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Day 2 アクション ポリシーの適用タイミングを考慮するために、範囲、ロール、および基準を設定できます。これ

らの構成により、ポリシーが適用される展開と、ポリシーが適用された際にアクションを実行できるユーザーが制御

されます。

n ポリシーが適用される展開。

n [範囲] では、ポリシーを組織レベルまたはプロジェクト レベルのどちらで展開に適用するかを決定します。

n 基準を使用して、ポリシーの範囲を展開の特定の側面に限定します。

n これらの展開で実行が可能なユーザーとアクション。

n [ロール] では、選択した範囲と基準を満たす、選択したロールのメンバーに、選択したアクションを実行す

る資格が付与されます。ロールは、プロジェクト管理者、プロジェクト メンバー、名前付きカスタム ロー

ルのいずれかにすることができます。

Day 2 ポリシーは、ユーザーが展開またはコンポーネント リソースの [アクション] メニューを使用して展開を管理

する際に適用されます。

この使用事例で、Day 2 アクション ポリシーの収集を示します。プロジェクトでは展開の共有が有効になっている

ことを前提としています。

Day 2 アクション ポリシーの使用事例を確認する際には、アクションを選択する必要があります。現在のクラウド 

アカウントをサポートするアクションを選択する必要があります。

n アクションはクラウド固有です。ユーザーに変更が可能になる資格を付与する場合は、資格を付与するユーザー

の展開先のクラウド アカウントを考慮し、アクションのクラウド固有のすべてのバージョンを選択していること

を確認します。たとえば、ユーザーにマシンのサイズ変更の資格を付与する場合は 

Cloud.AWS.EC2.Instance.Resize、Cloud.GCP.Machine.Resize、Cloud.Azure.Machine.Resize を
追加します。

n Cloud.Machine.Resize などのクラウドに依存しないアクションは、オンボードまたは移行のプロセスでマシ

ン タイプを特定できないリソースに対応するために提供されています。クラウドに依存しないアクションを実

行する権限を付与しても、展開済みのリソースに変更を加えるクラウド固有のアクションを実行する資格を付与

したことにはなりません。依存しないアクションがアクション メニューに表示されることもありますが、そのア

クションを実行しても何も起きません。ユーザーがさまざまなクラウド プラットフォームでアクションを実行

できるようにするには、依存しないアクションを付与するのではなく、クラウド固有のアクションのみを付与す

る必要があります。

前提条件

n 想定されるアクションのリストについては、Service Broker 環境で実行できるアクションを参照してくださ

い。

n 展開条件の構築については、Service Broker ポリシーでの展開条件の構成方法を参照してください。

n カスタム ロールは、Day 2 ポリシー 4 で使用されます。展開のトラブルシューティング担当者ロールを作成し

ますが、カスタムの展開のトラブルシューティング ロールに含まれる展開の管理ロールでは、プロジェクトによ

るメンバーの制限はありません。展開の管理ロールが割り当てられると、すべての展開を表示し、すべてのアク

ションを実行できます。展開のトラブルシューティング ロールに展開の管理が含まれていない場合、表示できる

展開はプロジェクトのメンバーシップに基づいて決まります。カスタム ロールの詳細については、カスタム ロ
ールの使用事例を参照してください。
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手順

1 [コンテンツおよびポリシー] - [ポリシー] - [定義] - [新規ポリシー] - [Day 2 アクション ポリシー] の順に選

択します。

2 Day 2 ポリシー 1 を構成します。

管理者は、ユーザーがスナップショットを要求する機能を制限することでストレージ コストを制御したいと考え

ています。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 組織

このポリシーは、組織内のすべての展開に適用されます。

基準 なし

適用タイプ ソフト

この適用タイプでは、このポリシーをオーバーライドする、このス

ナップショット アクションに関連するその他のポリシーを作成で

きます。

ロール メンバー

このロールは、すべてのプロジェクト メンバーにポリシーを適用し

ます。

b ユーザーが実行できるアクションを選択します。ただし、スナップショットアクションは選択しないでくだ

さい。

ユーザーにアクションを実行する資格を明示的に付与します。実行中のスナップショット アクションから

ユーザーを除外するために、アクションが選択されていないことを確認します。

このシナリオでは、組織内のいずれのプロジェクト メンバーにもスナップショットを作成する資格が付与されて

いません。プロジェクト管理者も作成はできません。次の手順で、プロジェクト管理者にスナップショットの作

成と管理ができる資格を付与するポリシーを作成します。
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3 Day 2 ポリシー 2 を構成します。

管理者は、プロジェクト管理者にスナップショットを作成および管理する権限を付与したいと考えています。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 組織

このポリシーは、組織内のすべての展開に適用されます。

基準 なし

適用タイプ ソフト

この適用タイプでは、このポリシーをオーバーライドする、このス

ナップショット アクションに関連するその他のポリシーを作成で

きます。

ロール 管理者

このロールは、プロジェクト管理者にポリシーを適用します。

b 管理者が実行するスナップショット アクションを選択します。

プロジェクト管理者には、プロジェクトのメンバーが実行する資格が付与されたすべてのアクションを実行

できる資格も付与されます。メンバー アクションへの権限を付与する必要はありません。

このシナリオでは、プロジェクト管理者は、スナップショット関連のアクションと、プロジェクト メンバーが実

行する資格を付与されているすべてのアクションを実行する資格を付与されています。
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4 Day 2 ポリシー 3 を構成します。

プロジェクト管理者が、展開が使用できなくなる可能性がある作業を行う 2 名の開発者について考えています。

自分は操作をせずに、スナップショットを作成して元に戻す資格をこの開発者に付与する必要があります。2 名
のプロジェクト メンバーにスナップショット アクションを使用する資格を付与します。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 Project MT5

このポリシーは、このプロジェクトに関連付けられている展開に適

用されます。

基準

Catalog Item equals Multi-tier five 
machine with LB 
AND 
    (Created By equals jan@mycompany.com 
    OR 
    Created By equals kris@mycompany.com)

この条件式に基づいて、Jan または Kris が「Multi-tier five 
machine with LB」という名前のカタログ アイテムを展開してい

る展開環境に対してのみ、ポリシーの適用が考慮されます。

適用タイプ ハード

この適用タイプでは、ポリシーが定義に基づいて確実に適用されま

す。

ロール メンバー

このロールは、展開条件で定義されたカタログ アイテムにポリシー

を適用します。

b 指定したユーザーが実行するスナップショット アクションを選択します。

プロジェクト管理者には、プロジェクトのメンバーが実行する資格が付与されたすべてのアクションを実行

できる資格も付与されます。

このシナリオでは、Jan と Kris は、両者のどちらかが展開する Multi-tier 5 Machines with LB カタログ ア
イテムでスナップショット アクションを使用できます。プロジェクトの他のメンバーも展開を表示できますが、

スナップショット アクションを使用できるメンバーは、Jan、Kris、プロジェクト管理者のみです。
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5 Day 2 ポリシー 4 を構成します。

展開のトラブルシューティング担当者カスタム ロールが割り当てられているユーザーに対して、Day 2 アクシ

ョンのほとんどを実行する権限を管理者が割り当てる場合を考えます。カスタム ロールのほとんどの権限はプ

ロジェクトに関係なく有効ですが、[展開] 画面に表示されるプロジェクトは、プロジェクトに対するユーザーの

メンバーシップに基づいて決まります。展開が表示されるためには、このカスタム ロールが割り当てられている

ユーザーが、展開されたプロジェクトのメンバーである必要があります。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 組織

基準 なし

適用タイプ ソフト

この適用タイプでは、このポリシーをオーバーライドする広範囲の 

Day 2 アクションに関連する他のポリシーを作成できます。

ロール [展開のトラブルシューティング担当者] ロールを選択します。

b このカスタム ロールのメンバーに実行を許可するすべてのアクションを選択します。

このシナリオでは、展開のトラブルシューティング ロールを持つすべてのユーザーがすべての展開を管理でき、

選択したすべての Day 2 アクションを複数のプロジェクトに対して実行できます。展開の管理ロールは、展開

に対するサービス管理者権限を付与することで、サービス管理者が実行できるアクションをすべて実行できるよ

うにします。展開のトラブルシューティング カスタム ロールに展開の管理ロールが含まれていない場合、ユー

ザーは自分のプロジェクトに属する展開に対して、選択したすべての Day 2 アクションを実行できます。

次のステップ

n ポリシーの処理方法と適用方法の例については、Service Broker ポリシーの処理方法を参照してください。

n 組織およびプロジェクトに関連するポリシーを構成します。

ポリシーを使用した Service Broker 展開リースの構成方法

ポリシーベースのリースを使用することで、リソースを再利用するの際の手動による作業を軽減します。リース ポリ

シーを定義して、ユーザーが展開を使用できる期間を制御できるようにします。この手順でのリース ポリシーの使用

事例は、ポリシーを理解して組織で実装する上で役立ちます。

リース ポリシーを定義しない場合、展開は期限切れになりません。リソースを再利用するには、展開を手動で破棄す

る必要があります。

リース ポリシーが有効になるタイミング

n ポリシーの範囲が組織の場合、組織内のすべての展開は、定義されたポリシーに基づいて管理されます。

n ポリシーの範囲がプロジェクトの場合、そのプロジェクトに関連付けられている展開は、定義されたリースに基

づいて管理されます。他のプロジェクトは影響を受けません。

リース ポリシーは、次のタイミングで適用されます。

n リース ポリシーの更新または作成時。リース ポリシーは適用後、展開が定義されたリースに準拠するように、

バックグラウンドでの評価を継続します。
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n Service Broker 内のカタログ アイテム、または Cloud Assembly 内のクラウド テンプレートを申請します。

展開が作成されると、最大リース値と最大合計リース値が有効になります。

n Cloud Assembly にワークロードまたはリソースをオンボードして Service Broker、Cloud Assembly、 

Code Stream を使用して管理できるようにしたとき。

この使用事例では、ポリシーの構築方法と適用結果を示すポリシー定義が 3 つあります。最後のポリシーは適用され

ていませんが、その理由はシナリオの結果で提供されています。

リース ポリシーの使用事例を確認する際には、リース固有のオプションも設定する必要があります。以下の説明は概

要です。詳細については、Signpost のヘルプを参照してください。

n 最大リース（日数）。展開リソースが更新されることなくアクティブである日数。更新されない場合、リースは期

限が切れ、展開は破棄されます。猶予期間が指定されている場合、ユーザーは、リースがアクティブだった日数

と同じ日数までリースを更新できます。

n 最大合計リース（日数）リースの更新期間を含め、展開がアクティブになれる日数を足し合わせた合計日数。そ

れぞれの更新日数は最大リースを超えられず、更新日数の累積値は最大合計リースを超えられません。合計リー

ス日数に達すると、展開は破棄され、その展開内のリソースは再利用されます。

n 猶予期間（日数）。期限が切れた後、展開が破棄されることなくユーザーがリースを更新できる日数。猶予期間

は、合計リース日数には含まれません。猶予期間を定義しない場合、デフォルトでは 1 日に設定されます。

手順

1 [コンテンツおよびポリシー] - [ポリシー] - [定義] - [新規ポリシー] - [リース ポリシー] の順に選択します。

2 リース ポリシー 1 を構成します。

管理者は、すべての展開の開始リース時間を 30 日間に制限し、リースを合計 90 日間に更新できるオプション

を提供してコストを制御したいと考えています。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 組織

このポリシーは、組織内の全員に適用されます。

基準 なし

適用タイプ ソフト

この適用タイプでは、このポリシーをオーバーライドする、このリ

ースに関連するその他のポリシーを作成できます。

b リースを定義します。

設定 サンプルの値

最大リース（日数） 30

最大合計リース（日数） 90

猶予期間（日数） 10
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このシナリオでは、展開は 30 日後にシャットダウンし、ユーザーに E メールが送信されます。猶予期間の間

に、ユーザーがリースを 30 日間延長します。リースの有効期限が再び切れると、ユーザーはさらに 30 日間リ

ースを更新します。3 回目の延長が終了すると、リース期間の合計が最大 90 日間に達し、ユーザーはリース期

間を延長できなくなります。展開はシャットダウンされ、10 日後に破棄されます。

3 リース ポリシー 2 を構成します。

管理者は、コストの大きいテンプレートのリース時間を 2 週間に制限することでコストを制御したいと考えてい

ます。この例では、テンプレート名は Multi-tier 5 machine with LB です。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 Project MT5

このポリシーは、このプロジェクトに関連付けられている展開に適

用されます。

基準 Cloud Template equals Multi-tier 5 
machine with LB

この条件式に基づき、参照先のテンプレートの展開のみがポリシー

適用の対象と見なされます。

適用タイプ ソフト

このソフト適用は、プロジェクト レベルでは値がより重要になるた

め、ポリシー 1 の 90 日の組織ポリシーをオーバーライドします。

b リース ポリシーを定義します。

設定 サンプルの値

最大リース（日数） 14

最大合計リース（日数） 28

猶予期間（日数） 3

このシナリオでは、両方のポリシーが適用されますが、ポリシー 2 がより限定的であるため、ポリシー 1 よりも

優先されます。適用されると、展開は 14 日後にシャットダウンされます。ユーザーがリースを拡張しない場合、

展開は 3 日後に破棄されます。ユーザーがリースをさらに 14 日間延長した場合、展開は 2 回目の延長の最終日

にシャットダウンされ、3 日後に破棄されます。

4 リース ポリシー 3 の構成を確認します。

プロジェクト マネージャは、開発者の 1 人が複雑なアプリケーションで作業していることを認識しています。開

発者には、ポリシー 2 で定義されているよりも長いリースに対して、テンプレート Multi-tier 5 
Machines with LB および別のテンプレート Distributed Database Across Clouds が必要で

す。

ポリシーの定義内容と、ポリシーの処理過程を理解していないと、予期しない結果になることがあります。ポリ

シー 3 は、処理と優先順位が結果に与える影響の例です。
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このポリシーは、指定されたとおりに適用されません。この例では、適用されるリースが複数ある場合のリース

の適用方法について説明します。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 Project MT5

このポリシーは、このプロジェクトの展開に適用されます。

基準

(Cloud Template equals Multi-tier five 
machine with LB 
OR 
Catalog Item equals Distributed Database 
Across Clouds) 
    AND 
    Created By equals jan@mycompany.com

Cloud Assembly 以外のテンプレートであるため、カタログ アイ

テムを使用します。

適用タイプ ソフト

このソフト適用は、プロジェクト レベルでは値がより重要になるた

め、ポリシー 1 の 90 日の組織ポリシーをオーバーライドします。

b リース ポリシーを定義します。

設定 サンプルの値

最大リース（日数） 21

最大合計リース（日数） 50

猶予期間（日数） 3

このシナリオでは、リース ポリシー 3 ではなく、リース ポリシー 2 が適用されます。

n リース 3 には、21 日以内のリース時間があり、ポリシーが適用されます。リース 2 には、14 日以内の

リース時間があり、ポリシーが適用されます。

n リース 2 は適用可能で、リース 3 ポリシーに違反しません。しかし、リース 2 の制限の方が厳しいた

め、優先されます。リース ポリシー 2 は、期間が短くなるため、制限がより厳しくなります。

n 両方のリース定義が true であり、適用可能な場合には、より制限の厳しいポリシーが適用されます。

5 リース ポリシー 3 の予期しない動作を解決するには、次のいずれかのソリューションを実装します。

n Jan に必要なポリシーを提供できるようにするには、適用タイプをハードに変更します。

n または、同一のリソースへのアクセス権があるプロジェクトを新規に作成し、そのプロジェクトに対してリ

ース ポリシー 3 を作成することもできます。このソリューションでは、作業ポリシーが分離されますが、

並行プロジェクトを維持する必要があります。コンテンツ ソースの設定と維持、コンテンツの共有などに必

要な作業には、時間がかかり、エラーが発生する可能性があります。

次のステップ

n リース ポリシーの処理方法と適用方法の例については、Service Broker ポリシーの処理方法を参照してくださ

い。
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n 組織およびプロジェクトに関連するポリシーを構成します。リース ポリシーを開始する場合は、組織レベルで 1 
つのリース ポリシーから開始します。

n 展開するユーザーに E メールを送信するには、通知用のメール サーバを構成します。通知を送信するメール サ
ーバの Service Broker への追加を参照してください。

n vRealize Orchestrator を使用すると、拡張性サブスクリプションを使用することにより、期限切れの展開と

そのリソースを管理できます。拡張性サブスクリプションを使用した展開の有効期限の管理を参照してくださ

い。

ポリシーを使用した Service Broker リソース割り当ての構成方法

リソース割り当てポリシーは、ユーザーが使用できるリソースの量を制御します。各ユーザー、プロジェクト、また

は組織が使用できるリソースを制限するには、リソース割り当てポリシーを定義します。リソース割り当てポリシー

の概要については、この手順の使用事例を参照してください。

リソース割り当てポリシーを定義していない場合、ガバナンスが適用されず、利用可能なすべてのリソースが使用し

尽くされるまで、ユーザーがリソースを使用できます。

クラウド管理者は、1 つ以上のリソース割り当てポリシーを作成し、組織レベルなどで適用することができます。組

織内のユーザーがリソースの展開を申請する際に、リソース割り当てポリシーによってリソースの使用量を追跡し、

新しい展開申請がポリシーで定義されているリソース制限を超えないようにします。

ポリシーを作成する場合は、ポリシー範囲を構成する必要があります。ポリシー範囲は、ポリシーを組織レベルとプ

ロジェクト レベルのどちらでリソースに適用するかを決定します。ポリシー範囲の詳細については、Service 
Broker ポリシーでの範囲の構成方法を参照してください。

n ポリシーの範囲が組織の場合、組織内のすべてのリソースは定義されたポリシーに基づいて管理されます。

n ポリシーの範囲が複数のプロジェクトの場合、指定したプロジェクトに関連付けられているリソースは、定義さ

れたポリシーに基づいて管理されます。

n ポリシーの範囲が単一のプロジェクトの場合、そのプロジェクトに関連付けられているリソースは、定義された

ポリシーに基づいて管理されます。他のプロジェクトは影響を受けません。

リソース割り当てを定義する場合は、各リソースに範囲レベルの制限を指定する必要があります。レベルを制限する

ことで、リソースのガバナンスが強化されます。たとえば、組織全体にリソース割り当てポリシーを適用する場合は、

範囲レベルを組織の制限に設定できます。また、その組織内のプロジェクトやユーザーなど、小規模なセグメントで

制限を定義することもできます。

同じポリシーでは、1 つの範囲レベルでリソース タイプに対して設定できる制限は 1 つのみです。たとえば、同じポ

リシー内でストレージ使用量のリソース割り当てを設定する場合は、組織レベルとユーザー単位で 1 つずつ設定でき

ます。同じポリシー内で組織レベルのストレージ割り当てを 2 つ定義することはできません。

リソース割り当ての制限は、広いポリシー範囲によって決まります。リソース割り当ての制限を定義した後に範囲を

変更すると、リソース割り当ての設定は削除されるため、やり直す必要があります。

範囲レベルのドロップダウン メニューには、次のオプションが含まれています。
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オプション 説明 使用可能になるポリシー範囲レベル

組織制限 組織レベルで使用できるリソースの量を制限

します。

組織の制限があるリソース割り当ては、組織内

のすべてのユーザーまたはすべてのプロジェ

クトに配分されます。

n 組織

組織のユーザー制限 各ユーザーが組織内で使用できるリソースの

合計量を制限します。

n 組織

プロジェクト制限 プロジェクト レベルで使用できるリソースの

量を制限します。

プロジェクト制限が設定されたリソースの割

り当ては、指定したプロジェクト内のすべての

ユーザーに配分されます。

プロジェクト制限は累積されません。ポリシ

ー範囲が複数のプロジェクトに設定されてい

る場合、リソース制限はプロジェクトごとに適

用されます。

n 組織

n 複数のプロジェクト

n プロジェクト

プロジェクトのユーザー制限 指定したプロジェクトに属する各ユーザーが

プロジェクト レベルで使用できるリソースの

合計量を制限します。

n 組織

n 複数のプロジェクト

n プロジェクト

リソース割り当てポリシーの適用方法

n 複数のリソース割り当てポリシーを適用できる場合があります。リソース割り当てポリシーが評価されて、適用

可能なポリシーが展開申請に適用されます。同じ範囲レベルのリソースに複数のポリシーが定義されている場合

は、制限値が最も低い割り当てが適用されます。リソース割り当て量の処理方法の詳細については、この手順の

使用事例を参照してください。

n リソース割り当てポリシーが適用されている場合は、進行中の展開申請を除いて、すべての既存の展開リソース

がリソース割り当てに対して評価されます。リソース使用量は展開申請が完了した後に更新されるため、進行中

の申請は評価に含まれません。

n リソース割り当てポリシーを適用するときに、複数の展開申請を同時に行うことはできません。たとえば、リソ

ース割り当てポリシーでユーザーあたり 15 GB のメモリが許可されている場合を考えます。ユーザーから、そ

れぞれ 10 GB のメモリを使用する 2 つの展開申請が同時にトリガされました。このポリシーでは、両方の申請

が許可されます。ユーザーは展開申請時にはメモリを使用していないため、申請がユーザー レベルの制限である 

15 GB を超えていないことが理由です。申請が完了すると、リソース使用量が更新され、2 つの申請が反映され

ます。このユーザーが 3 つ目の展開申請を作成した場合は、使用可能なリソースが残っていないため、申請は失

敗します。

n クラウド テンプレートを展開する場合は、マシンがエンドポイントでプロビジョニングされるまで展開の実際の

ストレージ サイズが認識されないため、リソース割り当てポリシーによってストレージのオーバープロビジョニ

ングが許可されます。同時申請の場合と同様に、リソース使用量が更新されて、プロビジョニング リソースがリ

ソース割り当て制限を超えていることが認識されると、ポリシーによって後続の申請は許可されなくなります。

n リソース割り当てポリシーは、次の Day 2 アクションに適用されます：ディスクの追加、所有者の変更、プロ

ジェクトの変更、マシンのサイズ変更、起動ディスクのサイズ変更、ディスクのサイズ変更、展開の更新。
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n リソース割り当てポリシーは、VMware vSphere、Amazon Web Services、Microsoft Azure、およびク

ラウド テンプレートから作成された Google Cloud Platform リソースのみをサポートします。

リソース割り当てポリシーは、次の場合に適用されます。

n ユーザーが Service Broker 内のカタログ アイテム、または Cloud Assembly 内のクラウド テンプレートを

申請した場合。

n ユーザーが展開またはそのコンポーネント リソースを変更する場合。

n 新しいポリシーを作成するか、既存のポリシーを更新した場合。変更が適用されるまで、最大で 2 分かかる場合

があります。たとえば、ポリシーを更新してから 2 分以内に新しい展開を作成した場合は、ポリシーの更新内容

が展開申請に適用されていない可能性があります。

この使用事例では、リソース割り当てポリシーの作成方法と適用結果を示すポリシー定義が 3 つあります。

手順

1 [コンテンツおよびポリシー] - [ポリシー] - [定義] - [新規ポリシー] - [リソース割り当てポリシー] の順に選択

します。

2 リソース割り当てポリシー 1 を構成します。

クラウド管理者は、管理する組織内のユーザーおよびプロジェクト間でのリソースの配分方法を制御する必要が

あります。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 組織

このポリシーは組織全体に適用されます。

b リソース割り当て容量を定義します。

範囲レベル リソースと制限

組織制限 CPU = 2,000

組織のユーザー制限 CPU = 10

プロジェクト制限 CPU = 200

プロジェクトのユーザー制限 CPU = 5

このシナリオでは、組織内のすべてのユーザーが使用できる合計量は 2,000 CPU、プロジェクトごとに使用で

きる合計量は 200 CPU です。各ユーザーは、所属する各プロジェクトで最大 5 CPU を使用できますが、すべ

ての展開の合計量は 10 CPU 以下になります。範囲レベルの制限に達した後に、この制限を超える新しい展開を

申請すると、申請は失敗します。
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3 リソース割り当てポリシー 2 を構成します。

プロジェクト管理者は、管理する複数のプロジェクト内の開発者間でのリソースの配分方法を制御する必要があ

ります。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 複数のプロジェクト

プロジェクトの基準を定義します。次に例を示します。

Project name contains dev

このポリシーは、名前に「dev」という語句が含まれているプロジ

ェクトにのみ適用されます。

b リソース割り当て容量を定義します。

範囲レベル リソースと制限

プロジェクト制限 CPU = 100

プロジェクトのユーザー制限 CPU = 10

このシナリオでは、各範囲レベルで使用可能なリソースが評価され、ポリシー 1 とポリシー 2 が両方とも適用さ

れます。2 つのポリシー中で最小の制限が適用されます。

n プロジェクトのユーザー制限については、ポリシー 1 の方がポリシー 2 よりも定義値が小さいため、ポリシ

ー 1 の制限が適用されます。

n プロジェクト制限については、ポリシー 2 の方がポリシー 1 よりも定義値が小さいため、ポリシー 2 の制限

が適用されます。

n ポリシー 1 で定義された組織レベルの制限は、ポリシー 2 の範囲内で指定されたプロジェクトにも適用され

ます。
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4 リソース割り当てポリシー 3 を構成します。

クラウド管理者はプロジェクト レベルと組織レベルで、ユーザー間のリソース配分を均等に行う必要がありま

す。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 組織

このポリシーは組織全体に適用されます。

b リソース割り当て容量を定義します。

範囲レベル リソースと制限

組織制限 CPU = 1000

組織のユーザー制限 CPU = 50

プロジェクトのユーザー制限 CPU = 3

このシナリオでは、各範囲レベルで使用可能なリソースが評価され、3 つのポリシーがすべて適用されます。

ここでも、3 つのポリシーの中で最小の範囲レベル制限が適用されます。

n プロジェクトのユーザー制限については、ポリシー 3 の方がポリシー 1 とポリシー 2 よりも定義値が

小さいため、ポリシー 3 の制限が適用されます。

n ポリシー 3 の組織のユーザー制限は適用されません。組織のユーザー制限については、ポリシー 1 で定

義された制限の方が小さいため、この制限が適用されます。

n 組織レベルの制限については、ポリシー 3 の定義値の方がポリシー 1 よりも小さいため、ポリシー 3 の
制限が適用されます。

次の図は、上記の構成例に基づいた、複数のポリシー間でのリソース割り当て方法の概要です。

組織の制限 
CPU = 2,000

ポリシー 1 
範囲 = 組織

組織のユーザー制限 
CPU = 10

プロジェクトの制限 
CPU = 200

プロジェクトのユーザー制限 
CPU = 5

ポリシー 2 
範囲 = 複数のプロジェクト

プロジェクトの制限 
CPU = 100

プロジェクトのユーザー制限 
CPU = 10

組織の制限 
CPU = 1,000

ポリシー 3 
範囲 = 組織

組織のユーザー制限 
CPU = 50

プロジェクトのユーザー制限 
CPU = 3

ポリシー 3 
組織の制限 

CPU = 1,000

適用された制限 
範囲レベルあたり

ポリシー 1 
組織のユーザー制限 

CPU = 10

ポリシー 2 
プロジェクトの制限

CPU = 100

ポリシー 3 
プロジェクトのユーザーの制限 

CPU = 3
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次のステップ

n 他のポリシーの処理方法と適用方法の例については、Service Broker ポリシーの処理方法を参照してくださ

い。

n 組織およびプロジェクトに関連するポリシーを構成します。

n [リソース使用量] ダッシュボードで、プロビジョニングされたリソースを監視します。Service Broker カタロ

グ アイテムの詳細を参照してください。

Service Broker ポリシーを使用した展開リソースの制限方法

展開制限ポリシーを定義すると、ユーザーが Cloud Assembly にクラウド テンプレートを展開するとき、および 

Service Broker にカタログ アイテムを申請するときに展開で使用できるリソースの量を制御することができます。

展開制限ポリシーの構成の概要については、この手順の使用事例を参照してください。

展開の制限は、クラウド テンプレートまたはカタログ アイテムについて個々の展開に適用されます。ユーザー、プ

ロジェクト、または組織のレベルでリソースを制限する場合は、ポリシーを使用した Service Broker リソース割り

当ての構成方法を参照してください。

クラウド管理者は、1 つの展開で使用できる合計メモリ、CPU 数、ストレージ、仮想マシンの数を制限できます。ま

た、クラウド テンプレート内のマシンなど、展開に含まれている特定のリソースのメモリ、CPU 数、ストレージを

制限することもできます。

制限は、ポリシー範囲内のすべての展開に適用されます。ポリシー基準を使用して、範囲を特定の展開に絞り込むこ

とができます。この場合、ポリシーはその展開にのみ適用されます。

展開制限ポリシーの適用方法

n ポリシーが適用されると、ユーザーは指定された制限内で展開リソースをプロビジョニングできます。

n 複数の展開制限ポリシーを適用できます。展開に複数のポリシーが定義されている場合、各リソースには最小の

制限値が適用されます。

n ポリシー範囲内の展開に影響するリソース割り当てポリシーと承認ポリシーが定義されている場合、展開の制限

は他のタイプのポリシーよりも前に適用されます。

n ワークフロー展開など、リソースを申請しない展開の場合、ポリシーはその展開には適用されません。

展開制限ポリシーが適用される条件

n ユーザーが Service Broker 内のカタログ アイテム、または Cloud Assembly 内のクラウド テンプレートを

申請した場合。

n ユーザーが展開またはそのコンポーネント リソースを変更する場合。
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展開制限ポリシーの制約

n イメージにはストレージ関連の情報が含まれていないため、一部のイメージのストレージ値は割り当て時に計算

されません。このようなイメージのストレージには、デフォルトの起動ディスク サイズである 8 GB が割り当

てられます。次の表に、各クラウド タイプで起動ディスク容量情報が含まれているイメージに関する詳細情報を

示します。

クラウド タイプ 起動ディスク容量が含まれます 起動ディスク容量は含まれません

Azure n デフォルトのイメージ

n 標準のイメージ

デフォルトの起動ディスク サイズは 8 GB 
です。

n プライベート イメージ

n カスタム イメージ

AWS インスタンス ストアのイメージ ディスクの

サイズ（起動ディスクを含む）はカウントさ

れません。

デフォルトの起動ディスク サイズは 8 GB 
です。

n パブリック イメージ

n プライベート イメージ

GCP パブリック イメージ

vSphere n ova

n ovf

デフォルトの起動ディスク サイズは 8 GB 
です。

イメージ ディスクはカウントされません。

n 仮想マシン テンプレート

n ライブラリ アイテム ova

n ライブラリ アイテム ovf

この使用事例では、展開制限ポリシーの作成方法と適用結果を示すポリシー定義が 3 つあります。

手順

1 [コンテンツおよびポリシー] - [ポリシー] - [定義] - [新規ポリシー] - [展開制限ポリシー] の順に選択します。
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2 展開制限ポリシー 1 を構成します。

クラウド管理者は、組織全体の展開で使用できるリソースの量を制限する必要があります。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 組織

ポリシーは、組織内のすべての展開に適用されます。

基準 なし

b 展開の制限を定義します。

リソース サンプルの制限値

CPU 200

VM の数 3

メモリ 100GB

ストレージ 240GB

このシナリオでは、組織全体のいずれの展開でも、最大 200 個の CPU、3 台の仮想マシン、100 GB のメモ

リ、および合計 240 GB のストレージを使用できます。

3 展開制限ポリシー 2 を構成します。

プロジェクト管理者は、管理するプロジェクトの展開レベルでプロビジョニングされるリソースをきめ細かく制

御する必要があります。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 Project = TestProj1

このポリシーは、指定されたプロジェクト内のすべての展開に適用

されます。

基準 なし

b 展開の制限を定義します。

リソース サンプルの制限値

CPU 15

メモリ 10GB

このシナリオでは、範囲内のプロジェクトに含まれる展開で使用可能なリソースが評価され、ポリシー 1 とポリ

シー 2 が両方とも適用されます。この場合、ポリシー 2 の CPU とメモリの値のほうが低いため、ポリシー 2 
が適用されます。
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4 展開制限ポリシー 3 を構成します。

クラウド管理者は、組織内の任意のユーザーが特定のクラウド テンプレートを展開するときに使用されるリソー

スの量を制御する必要があります。また、クラウド テンプレート内の特定の展開リソースの制限を定義します。

a ポリシーを有効にするタイミングを定義します。

設定 サンプルの値

範囲 組織

基準 Cloud template equals Proj1Templ1
このポリシーは、指定されたクラウド テンプレートからプロビジョ

ニングされた、組織内のすべての展開に適用されます。

b 展開の制限を定義します。

リソース サンプルの制限値

CPU 15

VM の数 10

メモリ 20GB

c 展開リソースの制限を定義します。

1 組織内の開発者がプロビジョニングするすべての展開の制限を定義します。

設定 サンプルの値

名前 展開リソース制限 1

基準

Tags has any 
    Key equals env 
    AND
    Value equals dev

上限 CPU = 5

Memory = 10GB

ストレージ = 40 GB

2 クラウド テンプレートでマシンの制限を定義します。

設定 サンプルの値

名前 展開リソース制限 2

基準 Resource Type equals 
Cloud.vSphere.Machine

上限 CPU = 4

Memory = 8GB
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このシナリオでは、2 つのレベルのガバナンスを適用します。

a 組織内のユーザーが Proj1Templ1 クラウド テンプレートを展開すると、展開全体で使用可能なリソースが

評価され、既存の 3 つのポリシーがすべて適用されます。3 つのポリシーの中で最も低い展開制限が適用さ

れます。

n ポリシー 3 で定義されている CPU 制限値が適用されます。

n ポリシー 1 で定義されている仮想マシン数の制限値が適用されます。

n ポリシー 2 で定義されているメモリ制限値が適用されます。

b 申請された展開リソースは、Depl Resource Limit 1 および Depl Resource Limit 2 との照合によって

評価され、展開リソースの制限が適用されます。この場合、これらの特定の展開リソースを制限する他のポ

リシーはありません。

次のステップ

n 他のポリシーの処理方法と適用方法の例については、Service Broker ポリシーの処理方法を参照してくださ

い。

n 組織およびプロジェクトに関連するポリシーを構成します。

n [リソース使用量] ダッシュボードで、プロビジョニングされたリソースを監視します。Service Broker カタロ

グ アイテムの詳細を参照してください。

Service Broker ポリシーでの範囲の構成方法

ポリシーを作成する場合は、その範囲を指定してポリシーの適用方法を決定します。ポリシーは、組織全体、組織内

の複数のプロジェクト、または単一のプロジェクトに割り当てることができます。

範囲のオプションは、どのポリシー タイプでも同じです。ポリシーを作成した後に、範囲を変更することはできませ

ん。

次の表に、各範囲オプションの適用に関する詳細を示します。

オプション プロジェクトの基準 適用先

組織/複数のプロジェクト いいえ 組織。

プロジェクト基準が定義されていない場合、ポリシーは組織

内のすべての展開に適用されます。

はい 複数のプロジェクト。

プロジェクト固有の基準が定義されている場合、ポリシーは、

指定した基準を満たすプロジェクトに関連付けられた展開に

適用されます。

プロジェクト プロジェクトを選択します。 単一のプロジェクト。

ポリシーは、選択したプロジェクトに関連付けられている展

開にのみ適用されます。

複数のプロジェクトへのポリシー範囲の設定

組織内の複数のプロジェクトにポリシーを適用する場合は、ポリシー範囲を組織/複数のプロジェクトに設定し、プロ

ジェクト固有の基準を指定します。
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プロジェクトの基準を定義する場合は、プロジェクト名、説明、および ID に基づいてプロジェクトをフィルタリン

グできます。

プロジェクトの基準は、展開基準と同じように機能します。基準の作成の詳細については、Service Broker ポリシ

ーでの展開条件の構成方法を参照してください。

次の表に、各プロパティを使用してポリシーの範囲を絞り込む方法の詳細を示します。

プロパティ 次の演算子をサポート 例

プロジェクトの説明 n が次と等しい

n が次と等しくない

n 正規表現に一致

n 次を含む

ポリシーを作成して、適用先を、管理する組織内の開発者プロジェクトに制限しま

す。

範囲を組織/複数のプロジェクトに設定し、次の例のようなプロジェクトの説明の

式を追加します。

Project description contains dev
AND
Project description contains test

プロジェクト ID n が次と等しい

n が次と等しくない

ポリシーを 2 つまたは 3 つのプロジェクトにのみ適用します。範囲を組織/複数

のプロジェクトに設定して、次の例のようなプロジェクト ID の式を追加します。

Project ID equals proj123
OR
Project ID equals proj456
OR
Project ID equals proj789

プロジェクト名 n が次と等しい

n が次と等しくない

n 正規表現に一致

n 次を含む

ポリシーを組織内のテスト プロジェクトに制限します。範囲を組織/複数のプロ

ジェクトに設定して、次の例のようなプロジェクト名の式を追加します。

Project name matches Regex (t|T)est.*

Service Broker ポリシーでの展開条件の構成方法

展開条件は、条件が true である展開にのみ適用されるように、ポリシーの範囲を限定します。たとえば、展開条件

を使用して、特定のカタログ アイテムまたはテンプレートにのみ適用されるポリシーを作成できます。
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展開基準の構築

グラフィカル インターフェイスを使用して、展開基準式を構築します。複雑な式を作成するために、AND および 

OR を使用できます。式を括弧演算子としてグループ化することもできます。式の処理方法については、式での演算

の順序を参照してください。

式の例を次に示します。

Deployment equals Multi-tier five machine with LB AND (Owned By equals jan@mycompany.com OR 
Owned By kris@mycompany.com)

展開基準コンポーネントを使用すると、次の例のようになります。

展開条件のプロパティ

関数型の展開条件を作成するには、構文を理解する必要があります。

基準のテキスト ボックスには、使用可能なプロパティと演算子を提供するさまざまなドロップダウン メニューがあ

ります。式の構成方法は、使用可能な値と演算の順序によって異なります。

ドロップダウン メニューには、次のプロパティが含まれます。一部のプロパティは、ポリシー タイプによって異な

ります。
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プロパティ 説明 次のポリシー タイプで使用可能 次の演算子をサポート

Cloud Template 展開の要求に使用した Cloud 
Assembly クラウド テンプレー

トの ID。

ポリシーが Cloud Assembly 
クラウド テンプレートに固有の

場合は、Catalog Item ではなく 

Cloud Template を使用しま

す。たとえば、Amazon Web 
Services テンプレートには 

Cloud Template が含まれてい

ません。

n 承認

n インストール後

n リース

n が次と等しい

n が次と等しくない

Catalog Item 展開の要求に使用した Service 
Broker カタログ アイテムの 

ID。

テンプレート、拡張性ワークフロ

ーなどのコンテンツ タイプに基

づく Service Broker カタログ 

アイテムをポリシーに含めること

ができる場合は、Cloud 
Template でなく、Catalog 
Item を使用します。たとえば、

カタログから展開された Cloud 
Assembly クラウド テンプレー

トと Amazon Web Services 
CloudFormation テンプレート

には、Catalog Item が含まれて

います。

n 承認

n インストール後

n リース

n が次と等しい

n が次と等しくない

Deployment Creation Cost コスト値。

指定されたコスト式に展開が一致

すると、承認フローがトリガされ

ます。

n 承認 n が次と等しい

n が次と等しくない

n が次より大きい

n が次以上

n が次未満

n が次以下

Deployment 展開の ID。

ポリシーを既存の展開に適用する

場合は、Deployment を使用しま

す。

n 承認

n インストール後

n リース

n が次と等しい

n が次と等しくない

Created By タスクを開始したユーザーの名

前。形式は 

username@mycompany.co
m です。

このユーザーは、展開を申請した

ユーザーです。

n インストール後

n リース

n が次と等しい

n が次と等しくない

n 正規表現に一致

n 次を含む
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プロパティ 説明 次のポリシー タイプで使用可能 次の演算子をサポート

Name 展開名。

既存の展開および今後作成する展

開のうち指定された展開名の式に

一致するものにポリシーを適用す

る場合は、Deployment ではなく 

Name を使用します。

n 承認

n インストール後

n リース

n が次と等しい

n が次と等しくない

n 正規表現に一致

n 次を含む

Owned By 現在の展開の所有者の名前。 n 承認

n インストール後

n リース

n が次と等しい

n が次と等しくない

n 正規表現に一致

n 次を含む

Requested By インストール後アクションを申請

したユーザーの名前。形式は 

username@mycompany.co
m です。

承認ポリシーを作成する場合、

Requested By の基準は、展開を

申請したユーザーではなく、Day 
2 アクションを申請したユーザー

になります。展開を申請したユー

ザーは、Created By の基準にな

ります。

n 承認 n が次と等しい

n が次と等しくない

n 正規表現に一致

n 次を含む

Resources 展開に含まれるリソース。

次のリソースに基づいて、展開基

準を定義できます。

n クラウド ゾーン

n クラウド アカウント

n CPU の数

n クラウド タイプ

n ディスク

n フレーバー

n スナップショットあり

n イメージ

n イメージ ID

n OS タイプ

n 電源状態

n リージョン

n タグ

ユーザー定義のタグおよび検

出されたタグ。

n 合計メモリ (MB)

n リソース タイプ

n 承認

n インストール後

n リース

リソース タグの基準の形式

リソース タグは、キーと値のペアです。タグに基づいて展開基準を定義する場合は、キーを定義する必要がありま

す。値の定義はオプションです。基準は、ユーザー定義のタグとシステム タグに基づきます。
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たとえば、1 つのタグ ペアの基準を作成する場合、式は次の例のようになります。

Resources has any 
    Tags has any 
        Key equals env 
        AND 
        Value equals dev

1 つのキーと複数の値に基づく基準を作成する場合、式は次の例のようになります。

Resources has any 
    Tags has any 
        Key equals env 
            AND 
                Value equals dev 
                OR
                Value equals prod
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複数のキーに基づき、値には基づかない基準を作成する場合、式は次の例のようになります。

Resources has any 
    Tags has any 
        Key equals env1 
        OR 
        Key equals env2

2 つの異なるキーと値のペアを評価する基準を作成する場合は、それらを個別のリソース タグとして追加する必要が

あります。次に例を示します。

Resources has any 
    Tags has any 
        Key equals env 
        AND 
        Value equals envprod
    AND
    Tags has any 
        Key equals vc_65_network 
        AND 
        Value equals vc
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が次を含む 演算子と 正規表現に一致 演算子の使用

contains 演算子と matches Regex 演算子を使用すると、指定した文字セットをプロパティ内で検索できます。

これらの演算子は、createdBy、name、ownedBy など、ドロップダウンをサポートしない文字列ベースのプロパテ

ィに適用できます。

contains 演算子は、指定した値のすべてのインスタンスを任意のコンテキストで検索します。値の入力テキスト ボ

ックスでは、大文字と小文字、およびスペースの有無が区別されます。コンテキストの違いを考慮に入れるには、追

加のバリアントごとに値を設定する必要があります。検索する値の数が限定的な単純検索には、contains 演算子を

使用します。

matches Regex 演算子は、コンテキストによる変化を考慮する必要がある複雑な検索に使用すると、優れた柔軟性

を発揮します。正規表現は、ECMAScript 構文に従う必要があります。正規表現を定義するときには、値の先頭と

末尾にスラッシュ (/) を入力しないでください。

次の表に、この 2 つの演算子を使用した式の例と、同じ目的のためにこれらの演算子がどのように使用されるかの比

較を示します。

vRealize Automation Service Broker の使用と管理

VMware, Inc. 61



contains 演算子を使用する例 matches Regex 演算子を使用する例 フィールド値の一致

Name contains test Name matches Regex test* 小文字の test を含むすべての展開

名。たとえば、test deployment、
mytest、test-123 などです。

Name contains test
OR
Name contains Test

Name matches Regex (t|
T)est.*

test または Test を含むすべての展

開名。

(group)
    Created By contains admin@
    (group)
    AND
        Created By contains .com
        OR
        Created By contains .org
(group)
AND
    Name contains test
    OR
    Name contains test-
    OR
    Name contains Test
    OR
    Name contains Test-
    OR
    Name contains deploy
    OR
    Name contains Deploy

Created By matches 
Regex admin@\S+\.((com)|
(org))
AND
Name matches ((t|T)est)|
(d|D)epl.*.

メール アドレスが admin@ で始ま

り、.com または .org で終わるユー

ザーによって作成されたすべての展

開。

任意の構成で test と deploy の少

なくともどちらかが含まれるすべて

の展開名。たとえば、test 
deployment、testdeployment、
Test-Deployment などです。

式での演算の順序

式は、次の順序で処理されます。グループは括弧で示されます。

1 グループ内の式

2 AND

3 または

次の例を使用して順序を理解します。

n X OR Y AND Z：この例では、Y AND Z が X OR Y よりも先に評価されます。次に、X OR が Y AND Z の
結果に対して評価されます。

n (X OR Y) AND Z：グループ内の式は常に先に評価されるため、この例では X OR Y が AND よりも先に評価

されます。次に AND Z が X OR Y の結果に対して評価されます。

Service Brokerポリシーの処理方法

ポリシーは、ポリシー定義に基づいて処理されます。特に、単一の展開に適用される可能性のあるポリシーが複数あ

る場合は、有効なポリシーは範囲と適用レベルに基づいて決定されます。

この記事では、ポリシーの処理に関する一般的な情報を紹介しますが、さまざまなタイプのポリシーの詳細について

も説明します。
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組織レベルと適用タイプに基づいたポリシーのランク付け方法

プロジェクトのメンバーであるユーザーが展開を作成した場合、展開に適用されるポリシーは複数存在する可能性が

あります。

ポリシー 1：組織レベル、ハード

ハード ポリシーが存在する場合、
ハード ポリシーのみが考慮され、
ソフト ポリシーは無視

該当するハード ポリシーがない
場合のみに考慮

ポリシー 2：プロジェクト レベル、ハード

ポリシー 3：組織レベル、ソフト

ポリシー 4：プロジェクト レベル、ソフト

実効ポリシー

ポリシーを評価するには、まずシステムでポリシーを特定してからランク付

けします。

1 組織レベルとプロジェクトレベルのいずれかに、任意のハード ポリシ

ーがあります。ハード ポリシーとソフト ポリシーがある場合は、ハー

ド ポリシーのみが考慮され、ランク付けされます。ソフト ポリシーの

みがある場合、ソフト ポリシーがランク付けされます。

2 すべてのハード ポリシーまたはソフト ポリシーのランキングは、プロ

ジェクト ポリシーよりも順位の高い組織ポリシーを使用した範囲で順

位が付けられます。

3 最終的な識別に使用される特性は作成日で、古い日付が新しい日付より

も順位が高くなります。

組織レベルと適用タイプに基づいたポリシーの処理方法

ポリシーは評価され、ランク付けされてから、必要に応じてマージされ、有効なポリシーを生成します。有効なポリ

シーによって意図された結果が生成されますが、常に特定の名前が付いたポリシーになるわけではありません。

このセクションには、以下の例が含まれます。

n リース ポリシー

n Day 2 アクション ポリシー

次のリース ポリシーの例を確認してください。
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ポリシー 1：組織レベル、ソフト
猶予期間 = 10 
リース = 100
 合計リース = 100

リース = 1,000
 合計リース = 100

リース = 10
 合計リース = 20

ポリシー 2：プロジェクト レベル、ソフト

ポリシー 3：プロジェクト レベル、ソフト

考慮するポリシーを特定してランク付けすると、ポリシーが評価され、マージの順序が特定

されます。

n 最もランクの高いポリシーがベースラインになります。次のレベルのポリシーは、その

上に適用される、というようになります。

n ポリシーに優先されるポリシーとの互換性がない場合、そのポリシーは考慮対象から破

棄されます。たとえば、値が高いほど優先順位の高いポリシーとなります。

n 破棄されたポリシーは無視されます。どのポリシーが適用されているのかを確認する

には、[コンテンツおよびポリシー] - [ポリシー] - [適用] の順に選択し、展開を特定し

て決定に関する項目を確認します。

ポリシー 1：組織レベル、ソフト
猶予期間 = 10
 リース = 100 
合計リース = 100

リース = 1,000
 合計リース = 100

リース = 10
 合計リース = 20

猶予期間 = 10 
リース = 10 
合計リース = 20 

ポリシー 2：プロジェクト レベル、ソフト

ポリシー 3：プロジェクト レベル、ソフト

実効ポリシー

1 つのポリシーを適用してそれより高いすべてのポリシーを除外するのではなく、ポリシー

をマージして複数の個別のポリシーの値を含めることができます。

この例では、ポリシー 2 の値がポリシー 1 よりも大きいため、ポリシー 2 がマージ プロセ

スで考慮対象から除外されます。

次に、ポリシー 3 がポリシー 1 に対して評価されます。ポリシー 3 のリースおよびリース

合計の値がポリシー 1 よりも低いため、これらの値は猶予期間とともに有効なポリシーに含

まれるようになります。

次の Day 2 アクション ポリシーの例を確認してください。

ポリシー 1：組織レベル、ソフトアクション：
Deployment.*

アクション：
Cloud.vSphere.Machine.*

アクション：  
Cloud.vSphere.Machine.Poweroff

ポリシー 2：プロジェクト レベル、ソフト

ポリシー 3：プロジェクト レベル、ソフト 考慮するポリシーを特定してランク付けすると、ポリシーが評価され、マージの順序が特定されます。

n 最もランクの高いポリシーがベースラインになります。次のレベルのポリシーは、その上に適用される、というようになります。

n ポリシー 3 などの先行ポリシーによってポリシーが適用されている場合、そのポリシーは考慮の対象から破棄されます。

n 破棄されたポリシーは無視されます。どのポリシーが適用されているのかを確認するには、[コンテンツおよびポリシー] - [ポリシー] - [適
用] の順に選択し、展開を特定して決定に関する項目を確認します。

リース ポリシー管理の目標に関する考慮事項

リース ポリシーの処理方法について理解したら、ポリシー管理の目標を特定します。ポリシーの処理方法を理解する

ことで、管理不能になるような過剰な数のポリシーを作成することなく、管理目標を達成できるようになります。

ポリシーの実装方法を決定するときは、次のシナリオを考慮してください。

n リース ポリシーの目標と適用例

n Day 2 ポリシーの目標と適用例
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表 3-1. リース ポリシーの目標と適用例

管理目標 構成の例 動作

プロジェクトレベルの

ポリシー値が適用され

る値に影響を与えるこ

とを引き続き許可する、

デフォルトの有意な組

織レベルのポリシー。

組織ポリシー = ソフト

n 猶予期間：10

n リース：100

n リース合計：100

プロジェクト 1 のポリシー 1 = ソフト

n リース：20

n リース合計：50

プロジェクト 2 のポリシー 1 = ソフト

n リース：10

n リース合計：30

プロジェクト 1 のメンバーがカタログ アイテムを申請します。

プロジェクト 2 は、プロジェクト 1 の展開には適用できないた

め、考慮されません。

マージされた有効なポリシー：

n 猶予期間：10

n リース：20

n リース合計：50

常に、組織レベルのポリ

シーのデフォルトにな

ります。

組織ポリシー = ハード

n 猶予期間：10

n リース：100

n リース合計：100

プロジェクト 1 のポリシー 1 = ソフト

n リース：20

n リース合計：50

プロジェクト 1 のメンバーがカタログ アイテムを申請します。

プロジェクト 1 のポリシー 1 は、ハード組織レベルのプロジェ

クトが高いランクになり、ソフト ポリシーが考慮されないため、

考慮されません。

有効なポリシー：

n 猶予期間：10

n リース：100

n リース合計：100

すべてのポリシーが組

織レベルのデフォルト 

ポリシーを使用せずに

プロジェクトレベルで

定義されます。

プロジェクト 1 のポリシー 1 = ソフト

n 猶予期間：10

n リース：100

n リース合計：100

プロジェクト 1 のポリシー 2 = ソフト

n リース：20

プロジェクト 1 のメンバーがカタログ アイテムを申請します。

これらは両方ともソフト ポリシーであり、どちらもプロジェク

ト 1 用に使用されます。値はマージされます。

有効なポリシー：

n 猶予期間：10

n リース：20

n リース合計：100

これらの例では、Day 2 アクション ポリシーが使用されています。
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表 3-2. Day 2 ポリシーの目標と適用例

管理目標 構成の例 動作

プロジェクトレベルのポリシー値が適用され

る値に影響を与えることを引き続き許可する、

デフォルトの有意な組織レベルのポリシー。

組織ポリシー = ソフト

n アクション：Deployment.*

プロジェクト 1 のポリシー 1 = ソフト

n アクション︰
Cloud.vSphere.Machine.*

プロジェクト 2 のポリシー 1 = ソフト

n アクション︰Cloud.Azure.Machine.*

プロジェクト 1 のメンバーがカタログ アイテ

ムを申請します。

プロジェクト 2 は、プロジェクト 1 の展開には

適用できないため、考慮されません。

マージされた有効なポリシー：

n アクション︰
{Deployment.* ,Cloud.vSphere.Ma
chine.*}

常に、組織レベルのポリシーのデフォルトにな

ります。

組織ポリシー = ハード

n アクション：Deployment.*

プロジェクト 1 のポリシー 1 = ソフト

n アクション︰
Cloud.vSphere.Machine.*

プロジェクト 1 のメンバーがカタログ アイテ

ムを申請します。

プロジェクト 1 のポリシー 1 は、ハード組織レ

ベルのプロジェクトが高いランクになり、ソフ

ト ポリシーが考慮されないため、考慮されませ

ん。

有効なポリシー：

n アクション︰{Deployment.* }

すべてのポリシーが組織レベルのデフォルト 

ポリシーを使用せずにプロジェクトレベルで

定義されます。

プロジェクト 1 のポリシー 1 = ソフト

n アクション︰
Deployment.ChangeLease

プロジェクト 1 のポリシー 2 = ソフト

n アクション：Deployment.Delete

プロジェクト 1 のメンバーがカタログ アイテ

ムを申請します。

これらは両方ともソフト ポリシーであり、どち

らもプロジェクト 1 用に使用されます。値は

マージされます。

有効なポリシー：

n アクション︰
{Deployment.ChangeLease , 
Deployment.Delete}

承認ポリシーの目標と適用例

承認ポリシーの評価は、以下のプロセスに従って行われます。

1 展開または Day 2 アクションの申請が送信されます。

2 承認サービスは、カタログ アイテムの申請や展開済みアイテムの変更を行うプロジェクトに適用されるポリシー

を照会します。

3 適用可能なすべてのプロジェクト レベルおよび組織レベルの範囲ポリシーが返されます。

4 承認ポリシーは、展開条件に基づいてフィルタリングされます。展開基準は、展開および Day 2 アクションに

適用されます。

5 一致するポリシーが見つからない場合、承認の必要はなく、展開プロセスは続行されます。

6 一致するポリシーがあった場合（たとえば、AP1、AP2、APn）、承認アイテムは以下のように作成されます。

n 適用されるポリシー = AP1、AP2、APn

n 承認者 = 適用されるすべてのポリシーのすべての承認者の和集合

n 自動有効期限 = ポリシーの値が 1 つでも拒否の場合は拒否、すべて承認の場合は承認
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n 有効期限 = 適用されているすべてのポリシーの中で最小の日数

次の表は、複数のポリシーがある場合の例です。ポリシーがどのように処理されるかについては、表の下で説明しま

す。

ポリシー 構成の例

AP1 範囲 = 組織

自動有効期限 = 承認

有効期間 = 7 日

AP2 範囲 = プロジェクト 1

自動有効期限 = 承認

有効期間 = 3 日

AP3 範囲 = プロジェクト 1

自動有効期限 = 拒否

有効期間 = 4 日

AP4 範囲 = プロジェクト 2

自動有効期限 = 承認

有効期間 = 5 日

上記のようなポリシーと構成例の場合、プロジェクト 1 の申請は、以下のように処理されます。

1 範囲の評価は、AP1、AP2、および AP3 を返します。AP4 はプロジェクト 2 のポリシーであるため、除外さ

れます。

2 AP1、AP2、および AP3 が展開とアクションの条件を満たしている場合、承認アイテムには次の値が含まれま

す。

n 承認者 = AP1、AP2、および AP3 の中から、任意の組み合わせまたはそのすべてが承認者として追加され

ます。

n 自動有効期限 = 拒否。AP3 の値によって動作が限定されます。

n 有効期間 = 3 日。AP2 が最小の値を提示しています。

Service Broker アイコンと申請フォームのカスタマイズ

Service Broker では、カタログ内のコンテンツを表すアイコンをカスタマイズできます。また、カタログ アイテム

に展開されたインスタンスの数を制限することも、インポートされたテンプレートの申請フォームをカスタマイズす

ることもできます。申請フォームをカスタマイズするときに、カタログ アイテムを申請するユーザーが値を入力でき

るようにする入力パラメータを設計することもできます。カスタム オプションのフォームでの表示形式をカスタマ

イズできます。

指定したアイコンにより、ユーザーとカタログ利用者は、視覚的なキューを使用して特定のアイテムを識別できます。

カスタム アイコンのみが必要な場合は、フォームをカスタマイズする必要はありません。また、カスタム フォーム

を作成するときにアイコンをカスタマイズする必要もありません。

カスタム フォームを作成するときには、この使用事例の例として WordPress クラウド テンプレートが使用されま

す。申請フォームをカスタマイズしない場合は、パラメータの単純なリストになります。次の例を参照してください。
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この使用例では、次のオプションをカスタマイズします。

n WordPress のクラスタ サイズの最大数を 5 から 3 に減らす。

n ノード サイズに基づいて OS を指定する。たとえば、サイズが Small の場合、オペレーティング システムは 

coreos になります。サイズが Medium の場合、オペレーティング システムは Ubuntu になります。

n MySQL のデータ ディスク サイズの値を 5 に設定して、申請ユーザーに対しオプションを非表示にする。

前提条件

n アイコンを追加するには、イメージのサイズが 100 KB 未満であることを確認します。最適なサイズは 100 x 
100 ピクセル以下です。

n この使用事例では、WordPress の使用事例のクラウド テンプレートが Cloud Assembly からインポートさ

れたか、入力パラメータを含むクラウド テンプレートまたはテンプレートがあることを前提としています。

手順

1 [コンテンツとポリシー] - [コンテンツ] の順に選択します。

2 WordPress クラウド テンプレートを特定し、名前の左側にあるメニューをクリックして、[アイテムの設定] 
を選択します。

a このカタログ アイテムの展開インスタンスの最大数を設定します。

1 より大きい値を選択すると、[展開数] フィールドが申請フォームに追加されます。このオプションを使用

すると、申請中のユーザーが一括展開を実行できます。

b カスタム アイコンを追加します。

カスタム アイコンのみが必要な場合は、ここで停止できます。
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3 WordPress クラウド テンプレートを特定し、名前の左側にあるメニューをクリックして、[フォームのカスタ

マイズ] を選択します。

クラウド テンプレートに入力プロパティがある場合は、左側の [申請の入力] ペインに表示され、キャンバスに

追加されます。

4 次の表で指定された値を使用して、フォームを編集します。

スクリーンショットのこのフィ

ールドに対応 表示 値 制約

WordPress のクラスタ サイ

ズ

最大値

n 値のソース = 定数

n 最大値 = 3

イメージまたは OS の選択 デフォルト値

n 値のソース = 条件値

n 式 =

値の設定 = coreos

階層マシン サイズが small 
と等しい場合

n 式 =

値の設定 = ubuntu

階層マシン サイズが 

medium と等しい場合

MySQL のデータ ディスク サ
イズ

可視性

n 値のソース = 定数

n 表示 = いいえ

デフォルト値

n 値のソース = 定数

n デフォルト値 = 5

5 フィールドをクリックしてドラッグし、フォーム上で調整し直します。
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6 カスタム フォームを有効にするには、[有効化] をクリックします。

7 [保存] をクリックします。

結果

これで、申請フォームは次の例のようになります。

[WordPress クラスタ サイズ] フィールドがエラーを示していることがわかります。制限は 3 ですが、ユーザーが 

4 と入力しました。

次のステップ

カタログ内のアイテムを申請し、表示内容や動作が希望した通りの内容であることを確認します。

Service Broker カスタム フォームの詳細

入力パラメータに基づいて便利なフォームを作成するには、Service Broker を使用して、申請時に情報を表示する

方法、パラメータ値を入力する方法、および特殊な制約を追加する方法を設計できます。

カスタム申請フォーム デザイナ

カスタム フォームを作成するにはフォーム デザイナを使用します。

カスタム フォームは以下の手順で作成します。

1 申請の入力がキャンバスにすでにあることを確認します。

2 カスタム要素をデザイン キャンバス上にドラッグします。
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3 プロパティ ペインを使用して各要素を構成します。

フィールド プロパティの詳細については、 Service Broker 内のカスタム フォーム デザイナのフィールド プ
ロパティを参照してください。

4 [アクション] メニュー オプションを使用して、フォームをインポートまたはエクスポートするか、CSS ファイ

ルをインポートまたはエクスポートします。詳細については、この後のセクションを参照してください。

5 フォームを有効にします。

カスタム フォーム デザイナは、フィールドに制約を追加することで、データの検証をサポートします。フォームを

作成する際に適用される制約オプションについては、 Service Broker 内のカスタム フォーム デザイナのフィール

ド プロパティを参照してください。制約の例については、Service Broker アイコンと申請フォームのカスタマイズ

を参照してください。

カタログ アイテムには、一度に 1 つのカスタム フォームを設定できます。すでにカスタム フォームが定義されてい

るカタログ アイテム（クラウド テンプレートなど）を編集しても、変更はカスタム フォームに反映されません。ク

ラウド テンプレートに加えた変更を確認できるようにするには、古いカスタム フォームを削除して、新しいカスタ

ム フォームを作成する必要があります。

テンプレート間でのカスタム フォームのインポートとエクスポート

カスタム フォームを作成した後に、そのフォームの一部またはすべてを別のテンプレートで使用する場合がありま

す。1 つのテンプレートからフォームをエクスポートして別のテンプレートにインポートした後、引き続き新しいテ

ンプレートのフォームをカスタマイズすることができます。

カスタム フォームを共有するには、カスタム フォーム デザイナの [アクション] をクリックし、次のいずれかのオプ

ションを選択します。

表 3-3. カスタム フォームをインポートおよびエクスポートするための [アクション] メニュー オプション

[アクション] メニューの項目 説明

フォームのインポート JSON または YAML ファイルをインポートします。

フォームのエクスポート 現在のカスタム フォームを JSON ファイルとしてエクスポートしま

す。

フォームを YAML 形式でエクスポート 現在のカスタム フォームを YAML 形式でエクスポートします。

カスタム フォームを Service Broker インスタンスから別のインスタ

ンスに移動するときは、ファイルを YAML 形式でエクスポートします。

たとえば、テスト環境から本番環境への移動の場合です。フォームを 

YAML 形式で編集する場合には、フォームをエクスポートして編集し、

テンプレートにインポートして戻します。

カスタム フォームへの独自のスタイル シートの追加

カスタムのカスケード スタイル シートを使用して、画面上でのテキストの外観を調整することができます。Service 
Broker の外部で CSS ファイルを作成する必要があります。ただし、1 つのテンプレートから CSS ファイルをエク

スポートして、別のテンプレートにインポートすることができます。
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表 3-4. CSS ファイルをインポートおよびエクスポートするための [アクション] メニュー オプション

[アクション] メニューの項目 説明

CSS のインポート カタログ申請フォームを拡張する CSS ファイルをインポートします。

ファイルは以下の例のようになります。

#<field_ID> {
    font-size: 20px;
    font-weight: bold;
    color: red;
    width: 600px;
}
#<field_ID> {
    font-size: 20px;
    font-weight: bold;
    font-style: italic;
    width: 600px;
}

この例では、<field_ID> をカスタム フォームの実際のフィールド ID 

に置き換えます。値を見つけるには、フォーム内のフィールドを選択し

ます。そうすると、プロパティ ペインのフィールド名の下に値が表示さ

れます。たとえば、「フィールド ID: deploymentName」や「フィール

ド ID: textField_fe7cf66a」です。

CSS のエクスポート カスタマイズした CSS をエクスポートします。

CSS の削除 カスタム CSS を破棄します。

破棄した CSS は復元できません。

Service Broker 内のカスタム フォーム デザイナのフィールド プロパティ

Service Broker 内のフィールド プロパティによって、ユーザーに表示されるフィールドの外観やデフォルト値が決

まります。また、プロパティを使用して、ユーザーがカタログ内のアイテムを申請するときに有効なエントリを指定

できるようにするルールを定義することもできます。

各フィールドは個別に設定します。フィールドを選択してフィールド プロパティを編集します。

値のソース

プロパティの多くは、さまざまな値のソース オプションから選択できます。すべてのソース オプションが、すべて

のフィールド タイプまたはプロパティで使用できるわけではありません。

n [定数。]値は常に一定になります。プロパティに応じて、値は文字列、整数、正規表現の場合や、[はい] または 

[いいえ] などの限定されたリストから選択する場合があります。たとえば、デフォルト値の整数として 1 を指定

したり、読み取り専用プロパティに [いいえ] を選択したりできます。また、フィールドのエントリを検証する正

規表現を指定することもできます。

n [条件値。]値は 1 つ以上の条件に基づきます。条件は記述された順に処理されます。複数の条件が真の場合、値が

真の最後の条件によってプロパティに対するフィールドの動作が決定されます。たとえば、別のフィールドの値

に基づいてフィールドが表示されるかどうかを決定する条件を作成することができます。
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n [外部ソース。]値は vRealize Orchestrator のアクションの結果に基づきます。たとえば、スクリプトによる 

vRealize Orchestrator アクションに基づいてコストを計算します。例については、Service Broker のカス

タム フォーム デザイナでの vRealize Orchestrator アクションの使用を参照してください。

n [バインド フィールド。] 値は、バインドされるフィールドと同じになります。使用可能なフィールドは、同じフ

ィールド タイプに限定されます。たとえば、認証に必要なチェック ボックス フィールドのデフォルト値を別の

チェック ボックス フィールドにバインドします。申請フォームの 1 つのターゲット フィールドのチェック ボ
ックスを選択すると、現在のフィールドのチェック ボックスが選択されます。

n [計算値。]値は、選択したフィールドと値に対する演算に基づいて決定されます。テキスト フィールドは連結演

算子を使用します。整数フィールドは、選択した加算、減算、乗算、除算処理を使用します。たとえば、乗算処

理を使用することで　MB（メガバイト）を GB（ギガバイト）に変換する整数フィールドを設定することがで

きます。

フィールドの表示

表示プロパティを使用すると、フィールドをフォームに表示するかどうかや、カタログ ユーザーに提供するラベルや

カスタム ヘルプを決定することができます。
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表 3-5. [表示] タブのオプション

オプション 説明

[ラベルとタイプ] ラベルを指定して表示タイプを選択します。

使用可能な表示タイプは要素に依存します。複数のテキスト タイプを

サポートする要素と、整数のみをサポートする要素があります。利用可

能な値：

n アレイ入力

n チェックボックス

n コンボボックス

n データ グリッド

n 日時

n 10 進数

n ドロップダウン

n デュアル リスト

n イメージ

n 整数

n リンク

n 複数選択

n 複数値ピッカー

n オブジェクト フィールド

n パスワード（パスワードの暗号化に関する以下の追加情報）

n ラジオ グループ

n テキスト

n テキスト エリア

n テキスト フィールド

n 値ピッカー

ドロップダウンやデータ グリッドのフィールドには、[プレースホルダ] 
設定が含まれます。入力された値は、ドロップダウン メニューに内部ラ

ベルまたは指示、あるいはデータ グリッドの一般的なラベルまたは指示

として表示されます。

展開申請の詳細画面でパスワードを確実に暗号化するには、クラウド テ
ンプレートの入力プロパティに encrypted:true を含める必要があ

ります。

[可視性] 申請フォームのフィールドを表示または非表示にします。

n [定数。][はい] を選択すると、フォームにフィールドが表示されま

す。フィールドを非表示にするには [いいえ] を選択します。

n [条件値。]可視性は真の値になる最初の式によって決定されます。

たとえば、フィールドは、フォームでチェック ボックスが選択され

ている場合に表示されます。

n [外部ソース。]可視性は、選択した vRealize Orchestrator アク

ションの結果によって決定されます。
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表 3-5. [表示] タブのオプション （続き）

オプション 説明

[読み取り専用] ユーザーがフィールドの値を変更できないようにします。

n [定数。]値を表示して変更を許可しない場合は [はい] を選択しま

す。変更を許可するには [いいえ] を選択します。

n [条件値。]ステータスは真の値になる最初の式によって決定されま

す。たとえば、ストレージ フィールドが 2 GB より大きい場合、

フィールドは読み取り専用になります。

n [外部ソース。]ステータスは、選択した vRealize Orchestrator 
アクションの結果によって決定されます。

[ページの行数] データ グリッド要素の場合のみです。

行数を入力します。

[カスタム ヘルプ] ユーザーにフィールドに関する情報を提供します。この情報は、フィー

ルドの Signpost のヘルプに表示されます。

単純なテキストまたは href リンクを含む HTML を使用することがで

きます。たとえば、<a href="https://docs.vmware.com/jp/
VMware-Service-Broker/index.html">VMware Service 
Broker documentation</a> です。

フィールド値

デフォルト値を指定するには、値プロパティを使用します。

表 3-6. [値] タブのオプション

オプション 説明

[列] データ グリッド要素の場合のみです。

テーブルの各列のラベル、ID、値のタイプを指定します。

データ グリッドのデフォルト値には、定義されている列と一致するヘッ

ダー データを含める必要があります。たとえば、user_name ID 列
と、user_role ID 列がある場合に、最初の行は 

user_name,user_role になります。

構成の例については、Service Broker のカスタム フォーム デザイナ

でのデータ グリッド要素の使用を参照してください。

[デフォルト値 ] 値のソースに基づいて、フィールドにデフォルト値を入力します。

可能な値のソースはフィールドに依存します。

n [定数。]入力した文字列です。

n [条件値。]デフォルト値は、真の値になる最初の式によって決定され

ます。たとえば、[メモリ] フィールドが 512 MB 未満の場合、[ス
トレージ] フィールドのデフォルト値は 1 GB になります。

n [外部ソース。]値は、選択した vRealize Orchestrator アクショ

ンの結果に基づきます。

n [バインド フィールド。]値は選択したフィールドと同じです。

n [計算値。]値は指定したフィールドの値と選択した演算子の結果に

基づきます。たとえば、MB 単位のメモリのデフォルト値は、GB 
単位のメモリに 1024 を掛けた値に基づきます。
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表 3-6. [値] タブのオプション （続き）

オプション 説明

[値のオプション] ドロップダウン、複数選択、ラジオ グループ、値ピッカー フィールド

の値を入力します。

n [定数。]リストの形式は「値|ラベル,値|ラベル,値|ラベル」になりま

す。たとえば、2|Small,4|Medium,8|Large です。

n [外部ソース。]値は、選択した vRealize Orchestrator アクショ

ンの結果に基づきます。

[ステップ] 整数または 10 進数フィールドの増分値または減少値を定義します。

たとえば、デフォルト値が 1 でステップの値を 3 に設定すると、許容さ

れる値は 4、7、10 などになります。

フィールドの制約

制約プロパティを使用することで、申請ユーザーが申請フォームで有効な値を指定するようにします。

表 3-7. [制約] タブのオプション

オプション 説明

[必須項目] 申請ユーザーは、このフィールドの値を指定する必要があります。

n [定数。]申請ユーザーによる値の指定を必須にするには、[はい] を
選択します。フィールドをオプションにする場合は [いいえ] を選

択します。

n [条件値。]フィールドが必須かどうかは、真の値になる最初の式によ

って決定されます。たとえば、別のフィールドでオペレーティング 

システム ファミリが Darwin で始まっている場合に、該当フィー

ルドを必須にします。

n [外部ソース。]ステータスは、選択した vRealize Orchestrator 
アクションの結果に基づきます。

[正規表現] 値を検証する正規表現と、検証が失敗したときに表示されるメッセージ

を指定します。

正規表現は、JavaScript 構文に従います。概要については、正規表現

の作成を参照してください。詳細なガイダンスについては、構文を参照

してください。

n [定数。]正規表現を指定します。たとえば、メール アドレスの場合

に、正規表現を ^[A-Za-z0-9._%+-]+@[A-Zaz0-9.-]+\\.
[A-Za-z]{2,}$ にして、検証エラー メッセージを「メール アドレ

スの形式が無効です。もう一度やり直してください。」にします。

n [条件値。]使用される正規表現は、真の値になる最初の式によって決

定されます。
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表 3-7. [制約] タブのオプション （続き）

オプション 説明

[最小値] 最小の数値を指定します。たとえば、パスワードは 8 文字以上で指定す

る必要があります。

エラー メッセージを指定します。たとえば、「パスワードは 8 文字以上

にする必要があります。」とします。

n [定数。]整数を入力します。

n [条件値。]最小値は、真の値になる最初の式で決定されます。たとえ

ば、オペレーティング システムが Linux と等しくない場合、CPU 
の最小値を 4 とします。

n [外部ソース。]値は、選択した vRealize Orchestrator アクショ

ンの結果に基づきます。

[最大値] 最大の数値です。たとえば、フィールドを 50 文字に制限します。

エラー メッセージを指定します。たとえば、「この説明は 50 文字を超

えることはできません。」とします。

n [定数。]整数を入力します。

n [条件値。]最大値は、真の値になる最初の式で決定されます。たとえ

ば、展開場所が AMEA と等しい場合、ストレージの最大値を 2 
GB とします。

n [外部ソース。]値は、選択した vRealize Orchestrator アクショ

ンの結果に基づきます。

[フィールドに一致] このフィールドの値は、選択したフィールドの値と一致する必要があり

ます。

たとえば、[パスワード確認] フィールドは [パスワード] フィールドと

一致する必要があります。

Service Broker のカスタム フォーム デザイナでのデータ グリッド要素の使用

カスタム フォームでデータ グリッド要素を使用すると、表に表示されるデータを手動で指定できる場合があります。

例： CSV データを入力する例

この使用事例では、カスタム申請フォームに入力する値のテーブルを用意します。テーブル内の情報を、定数値のソ

ースとして入力します。ソースは CSV データ構造に基づいていて、最初の行によってグリッド ヘッダーが定義され

ます。ヘッダーは、列 ID をカンマで区切ります。それ以降の各行は、テーブルの各行に表示されるデータです。

1 データ グリッドの汎用要素をデザイン キャンバスに追加します。

2 データ グリッドを選択し、プロパティ ペインで値を定義します。
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ラベル ID タイプ

Username username 文字列

Employee ID employeeId 整数

Manager manager 文字列

CSV 値を定義します。

username,employeeId,manager
leonardo,95621,Farah
vindhya,15496,Farah
martina,52648,Nikolai

3 データ グリッドに申請フォームで想定されるデータが表示されていることを確認します。

例： 外部ソースの例

この例は前の例を使用していますが、値は vRealize Orchestrator アクションに基づいています。これは単純なア

クションの例ですが、別のデータベースまたはシステムからこの情報を取得する、より複雑なアクションを使用する

ことができます。

1 vRealize Orchestrator で、次の例のような配列で getUserDetails アクションを構成します。

a [一般] タブで、名前として getUserDetails と入力し、モジュール名を入力します。
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b [スクリプト] タブで、次のスクリプトの例を使用します。

return [{"username":"Fritz", "employeeId":6096,"manager":"Tom"}]

c [戻り値の型] 領域で、タイプとして プロパティ を入力または選択し、[アレイ] をクリックします。

d バージョンを作成し、アクションを保存します。

2 Service Broker で、データ グリッドを追加し、[値] タブを使用して次の値を含むデータ グリッド列を構成し

ます。

ラベル ID タイプ

Username username 文字列

Employee ID employeeId 整数

Manager manager 文字列

3 [デフォルト値] の [値のソース] リストで、[外部ソース] を選択します。

4 [アクションの選択] で、getUserDetails と入力し、vRealize Orchestrator で作成したアクションを選択

します。

5 フォームを保存します。

6 カタログ内で、申請フォームのテーブルを確認します。

Service Brokerのカスタム フォーム デザイナでの vRealize Orchestrator アクションの
使用

Service Broker の申請フォームをカスタマイズするときに、vRealize Orchestrator アクションの結果に基づい

ていくつかのフィールドの動作を設定することができます。

vRealize Orchestrator アクションを使用する方法はいくつかあります。3 番目のソースからデータを取得するア

クションや、サイズとコストを定義するスクリプトを使用できます。

最初の例では、手動で追加したフィールドを使用して基盤となるプロセスを理解します。2 つ目の例では、同じ前提

の下でテンプレート フィールドを使用します。

3 つ目の例は、カタログ申請フォームに追加されるカスタム オプションに基づいています。ここでは、ユーザーはカ

スタム vRealize Orchestrator アクションの結果に基づいてフォルダを選択します。

次の例以外の例については、VMware Cloud Management ブログを参照してください。
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例： 手動で追加したフィールドのサイズとコストの例

この使用事例では、カタログ ユーザーが仮想マシンのサイズを選択したらそのマシンの 1 日あたりのコストを表示で

きるようにします。この例を実行するには、サイズとコストを関連付ける vRealize Orchestrator スクリプトを使

用します。次に、サイズ フィールドとコスト フィールドをテンプレートのカスタム フォームに追加します。コスト 

フィールドに表示される値は、サイズ フィールドによって決まります。

1 vRealize Orchestrator で、getWindows10Cost という名前のアクションを構成します。

2 スクリプトを追加します。

次の例のスクリプトを使用できます。

var cost = "Unknown";

switch(deploymentSize) {
    case 'small' : cost = "$15";break;
    case 'medium' : cost = "$25";break;
    case 'large' : cost = "$45";break ;
    
    default : break ;
}

return cost;

3 deploymentSize を入力文字列として追加します。

4 Service Broker で、[サイズ] フィールドをテンプレートのカスタム フォームに追加し、設定します。

サイズ フィールドは、Small、Medium、および Large の値を含むドロップダウン要素として設定します。
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[値] タブで、次のプロパティ値を構成します。

n デフォルト値 = Large

n 値のオプション

n 値のソース = 定数

n 値の定義 = small|Small,medium|Medium,large|Large

5 [サイズ] フィールドで選択された値に基づいて vRealize Orchestrator アクションに定義されているように

コストを表示する [コスト] フィールドを、テキスト フィールドとして追加します。

[値] タブで、次のプロパティ値を構成します。

n デフォルト値 = 外部ソース

n アクションの選択 = <vRealize Orchestrator アクション フォルダ>/getWindows10Cost

n アクションの入力

n deploymentSize。この値は、アクションで入力として設定されています。

n フィールド

n サイズ：これは、以前に作成したフィールドです。

6 カスタム フォームを有効にし、保存します。

7 これが機能していることを確認するには、カタログ内のアイテムを要求します。選択した [サイズ] 値に基づいて 

[コスト] フィールドに値が入力されることを確認します。
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例： スキーマ要素に基づくコストの例

この使用事例では、テンプレートのフレーバー プロパティに基づく 1 日あたりのマシンのコストがカタログ ユーザ

ーに表示されるようにします。この例を実行するには、前の例の vRealize Orchestrator スクリプトを使用します。

ただし、この使用事例でのコストは、ユーザーが Service Broker カタログ アイテムを要求するときにカスタム フ
ォームで選択したフレーバー サイズに基づいて計算されます。

この単純なテンプレートの例には、ユーザーがフレーバー プロパティを選択するサイズ入力フィールドが含まれてい

ます。

この例では、カスタム フォームで Select machine size という名前のフィールドを使用します。
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コストの deploymentSize の入力は、[マシンサイズの選択] フィールドに基づきます。

例： カスタム アクションに基づくターゲット フォルダの例

この使用事例では、カタログ ユーザーがマシンをあるフォルダから別のフォルダに移動するときに、使用可能なフォ

ルダから選択できるようにします。この例を実行するには、カタログでアクションを要求するユーザーが使用できる

フォルダを返すカスタム アクションを vRealize Orchestrator 内で作成します。次に、カタログ申請フォームの 

[ターゲット フォルダ] フィールドをカスタマイズします。

カタログでは、この例で使用されている [仮想マシンをフォルダに移動] ワークフローは、Cloud Assembly で作成

されたカスタム リソース アクションとして公開されます。

1 vRealize Orchestrator で、getFolderForUser という名前のアクションを作成します。

a [スクリプト] タブで、アクションの入力を追加し、出力の戻り値のタイプを選択して、スクリプトを追加し

ます。

次の例のスクリプトを使用できます。

var parentTargetDirName = "users";
var sdkConnection = VcPlugin.findSdkConnectionForUUID(vcUuid);
var rootFolder = sdkConnection.getAllVmFolders(null, "xpath:matches(name,'" + 
parentTargetDirName + "')")[0];
var result = new Array();
for each(var folder in rootFolder.childEntity) {
    if (folder instanceof VcFolder && folder.permission.length > 0) {
        var entityPrivilege = 
sdkConnection.authorizationManager.hasUserPrivilegeOnEntities([folder], username, 
["System.Read"])[0];
        if (entityPrivilege.privAvailability[0].isGranted) {
            result.push(folder);
        }
    }
}
return result;

b アクションの編集を終了したら、[保存] をクリックします。

2 Cloud Assembly で、ChangeFolder という名前のカスタム リソース アクションを作成します。

a [Cloud.vSphere.Machine] リソース タイプを選択します。

b [仮想マシンをフォルダに移動] ワークフローを選択します。

vRealize Automation Service Broker の使用と管理

VMware, Inc. 84



3 ユーザーがアクションを申請するときに表示される申請フォームをカスタマイズします。

a ChangeFolder アクションを開きます。

b [要求パラメータの編集] をクリックします。

c [ターゲット フォルダ] フィールドの表示方法をカスタマイズします。

値のオプション サンプル値

値のソース 外部ソース

アクションの選択 getFolderForUser

アクションの入力

username Field
[文字列の選択] - [申請情報フィールド] - [申請者] の順に移動し

ます。

[選択] をクリックします。

アクションの入力

vcUuid
[文字列の選択] - [申請情報フィールド] - [リソースのプロパテ

ィ] - [vCenter UUID] の順にクリックします。

[選択] をクリックします。

d [保存] をクリックします。

ユーザーはカタログ内のアクションを申請するとき、仮想マシンのターゲット フォルダを使用可能なフォルダから選

択できます。

Service Broker カスタム フォーム デザイナの値ピッカーおよび複数値ピッカーの要素の使
用

ユーザーが検索結果リストから値を選択するカスタム フォームを作成するときに、要素を追加できます。値ピッカー

を使用すると、ユーザーは単一の値を選択できます。複数値ピッカーを使用すると、ユーザーは 1 つ以上の値を選択

できます。

値ピッカーと複数値ピッカーは、カスタム フォームの [表示] タブで定義されているリファレンス タイプで動作しま

す。リファレンス タイプは、vRealize Orchestrator リソースです。たとえば、AD:UserGroup または 

VC:Datastore です。リファレンス タイプを定義することで、ユーザーが検索文字列を入力するときに、結果が、

一致するパラメータを持つリソースに制限されるようになります。

ピッカーでは、外部ソースを構成することによって可能な値をさらに制限することができます。

値ピッカーの操作

ユーザーがカタログ内のアイテムを申請すると、値ピッカーが検索オプションとしてフォームに表示されます。ユー

ザーが文字列を入力すると、ピッカーは文字列の構成方法に基づいてリストを表示します。
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ピッカーは以下のようなユース ケースに基づいて使用できます。値ピッカーの最も価値のある用途は、外部ソース値

とペアリングすることです。

n 定数値のソースを持つ値ピッカー。

この方法は、申請するユーザーが、事前定義された値の静的リストから選択するようにしたい場合に使用します。

コンボボックス、ドロップダウン、複数選択、ラジオ グループの要素と同様、この方法は定義された定数値およ

びラベルに基づいて検索結果をリストに表示します。

n 定義された値ソースを持たない値ピッカー。

この方法は、申請するユーザーが、構成されたリファレンス タイプを持つ特定のオブジェクトを vRealize 
Orchestrator インベントリ内で検索するようにしたい場合に使用します。たとえば、リファレンス タイプが 

VC:Datastore で、ユーザーが取得されたリストからデータストアを選択する場合などです。

n 外部の値のソースを持つ値ピッカー。

この方法は、申請するユーザーが vRealize Orchestrator アクションに基づく結果からが選択するようにした

い場合に使用します。値ピッカーが外部ソースに基づいている場合、このアクションは文字列配列ではなく、プ

ロパティ配列を返す必要があります。 ワークフローの入力タイプは Properties にする必要があります。 次の

スクリプトは、値ピッカーで使用できる基本的な vRealize Orchestrator アクションの例を示しています。

var res = [];
res.push(new Properties({label: 'label1',value: 'value1'}));
res.push(new Properties({label: 'label2',value: 'value2'}));
res.push(new Properties({label: 'label3',value: 'value3'}));
return res;

複数値ピッカーの操作

複数値ピッカーは、値ピッカーと同様に、検索オプションとして申請フォームに表示されますが、1 つ以上の値を選

択できます。ユーザーが文字列を入力すると、ピッカーは要素のプロパティの構成方法に基づいてリストを表示しま

す。
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複数値ピッカーは、値ピッカーで説明したユースケースに加えて、次のユースケースに基づいて使用できます。複数

値ピッカーの最も便利な使い方は、リファレンス データ タイプおよび vRealize Orchestrator リファレンスと併

用することです。

n 複雑なデータ タイプと定数値のソースを使用する複数値ピッカー

この方法は、申請するユーザーが、事前定義された値の静的リストから 1 つ以上の値を選択するようにしたい場

合に使用します。データ グリッドと同様に、この方法は定義された定数値およびラベルに基づいて検索結果をリ

ストに表示します。

n 複雑なデータ タイプと外部ソースを使用する複数値ピッカー

この方法は、申請するユーザーが、vRealize Orchestrator アクションに基づいて値リストから 1 つ以上の値

を選択するようにしたい場合に使用します。この方法は、vRealize Orchestrator の複合タイプで使用できま

す。

n リファレンス データ タイプと vRealize Orchestrator リソース タイプを使用する複数値ピッカーこの方法

は、申請するユーザーが、構成されたリファレンス タイプを持つ特定のオブジェクトを vRealize Orchestrator 
インベントリ内で検索するようにしたい場合に使用します。たとえば、リファレンス タイプが VC:Datastore 
で、ユーザーが取得されたリストからデータストアを選択する場合などです。ワークフロー フィルタが構成され

ている場合は、ワークフローをリファレンスとして使用できます。値を取得するには、フィルタが文字列配列で

はなく、プロパティ配列で値を返す必要があります。ワークフロー フィルタの例については、次のセクションを

参照してください。この例では、ユーザーが検索語を入力すると、フィルタリングがユーザー インターフェイス

で実行されます。

n リファレンス データ タイプ、vRealize Orchestrator リファレンス タイプ、および外部ソースを使用する複

数値ピッカー

この方法は、申請するユーザーが、最初にリファレンス タイプでフィルタリングされた結果から選択し、その次

に vRealize Orchestrator アクションに基づく結果から選択するようにしたい場合に使用します。この組み合

わせにより、結果をさらに絞り込んで、申請フォームへの入力時間を短縮することができます。リファレンス タ
イプの結果によってプロパティ配列が返される必要があるのと同様なことが、外部ソース アクションについても

当てはまります。この例では、フィルタリングは vRealize Orchestrator で行われるため、リストの入力速度

が上がります。特に、vRealize Orchestrator のアクションが多数ある場合は効果があります。
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複数値ピッカー要素結果リストの vRealize Orchestrator 結果数の制限

ユーザーがアクションを検索するときに返されるアクションの数を制限するには、フィルタ アクションを作成し、フ

ィルタ結果を検索語にバインドします。

1 vRealize Orchestrator で、filterWorkflow という名前のアクションを作成します。

a [ライブラリ] - [アクション] の順に選択して、[新しいアクション] をクリックします。

b [一般] タブで、次の値を入力するか、選択します。

オプション 値

名前 filterWorkflow

モジュール com.vmware.library.workflow

c [スクリプト] タブをクリックして、次のスクリプトを追加します。

var workflows = System.getModule("com.vmware.library.workflow").getAllWorkflows();

var result = [];

for(var i = 0; i < workflows.length; i++) {
    if(workflows[i].name.indexOf(searchTerm) !== -1) {
        result.push(workflows[i]);
    }
}

return result;

d 次のプロパティを設定します。
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プロパティのオプション 値

戻り値 Workflow と入力し、[アレイ] を選択します。

検索を実行する場合、返されたタイプのいずれかを使用できます。

カスタム フォームで選択したリファレンス タイプが、このタイプ

と一致している必要があります。

この手順を実行する場合は、引き続きワークフローを使用します。

入力 searchTerm と入力します。

入力した searchTerm が、スクリプトで使用されている文字列

と一致していることを確認してください。

e [作成] をクリックします。

2 Service Broker のカスタム フォーム デザイナで、複数値ピッカーのプロパティを構成します。
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a Service Broker で、[コンテンツとポリシー] - [コンテンツ] の順に選択し、変更しているテンプレートの

左側にある縦に並んだドットをクリックして、[フォームのカスタマイズ] をクリックします。

b デザイン キャンバスで複数値ピッカー要素を追加または選択します。

c [プロパティ] ペインで [表示] をクリックして、次の値を構成します。

プロパティ 値

データ タイプ 参照

リファレンス タイプ Workflow と入力します。

この値が、vRealize Orchestrator の filterWorkflow アクシ

ョンに対して選択された戻り値のタイプになっていて、配列にす

る必要があることに注意してください。

表示タイプ 複数値ピッカー

d [値] タブをクリックして、次の値を構成します。

プロパティ 値

[値のオプション] > [値のソース] 外部ソース

アクションの選択 フィルタ アクションを選択します。この例では、

filterWorkflows を選択します。

[アクションの入力] の searchTerm フィールド および 検索語 を選択します。

3 カタログ アイテムを申請して、フィルタをテストします。

フィルタによって、複数値ピッカー リストで使用される値が返され、カタログ アイテムが正しく展開されるこ

とを確認する必要があります。
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Service Broker ユーザーへの E メール通知の送信

クラウド管理者は、Service Broker および Cloud Assembly で特定のイベントが発生したときにユーザー通知を

送信するように vRealize Automation を構成できます。

カタログ要求、必要な承認の正常終了など、シナリオと呼ばれるいくつかの種類のイベントに対して通知を送信でき

ます。

メール メッセージは、次の状況でユーザーに送信されます。

シナリオ 説明

展開リースが期限切れになる 展開リースが期限切れになり、まもなく展開が削除されます。メッセー

ジは、展開が削除される 15 ～ 30 分前に、展開所有者に送信されます。

展開リースの期限切れが近い 展開リースが間もなく期限切れになる。メッセージは、リースの有効期

限が切れる 3 日前に、展開所有者に送信されます。

展開申請が承認される 申請が承認されます。メッセージは、展開を申請したユーザーに送信さ

れます。

展開申請が拒否される 申請が拒否されました。メッセージは、展開を申請したユーザーに送信

されます。

展開申請が承認を待機中 申請は承認待ちです。メッセージは、展開を申請したユーザーに送信さ

れます。

承認申請が保留中 申請は承認を必要としています。メッセージは、申請を承認する必要が

あるユーザーに送信されます。

前提条件

n 送信メール サーバを構成してあることを確認します。通知を送信するメール サーバの Service Broker への追

加を参照してください。

手順

1 vRealize Automation に管理者としてログインします。

2 [コンテンツとポリシー] - [通知] - [シナリオ] の順に選択します。

3 ユーザー通知をトリガするイベントを 1 つ以上選択します。

結果

有効にした通知にユーザーがサブスクライブされます。

Service Broker で通知を構成する場合は、次の点を考慮してください。

n Active Directory でユーザーの E メール アドレスが変更されたとき、vRealize Automation 内で E メール 

アドレスが更新されるまでに 15 分以上かかる場合があります。それまでの間は、変更前の E メール アドレスに

通知が送信される可能性があります。

通知を送信するメール サーバの Service Broker への追加

クラウド管理者として Service Broker および Cloud Assembly のイベントに関するメッセージをユーザーに送

信する場合は、メール サーバを構成します。これらのメッセージは、ユーザーの操作性を高めるのに役立ちます。
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このメール サーバは送信メッセージのみを対象としています。

メール メッセージは、次の状況でユーザーに送信されます。

n 展開リースが間もなく期限切れになる。メッセージは、リースの有効期限が切れる 3 日前に、展開所有者に送信

されます。

n 展開リースが期限切れになり、まもなく展開が削除されます。メッセージは、展開が削除される 15 ～ 30 分前

に、展開所有者に送信されます。

前提条件

n メール サーバの構成に必要な認証情報を把握していることを確認します。メッセージの送信元にするサーバ名

とメール アカウントを指定する必要があります。メール サーバで認証が必要な場合は、ユーザー名とパスワー

ドも指定する必要があります。

手順

1 [コンテンツとポリシー] - [通知] - [メール サーバ] の順に選択します。

2 各設定の情報を入力します。

特定の設定についてサポートが必要な場合は、Signpost のヘルプを参照してください。

3 設定を確認するには、[接続のテスト] をクリックします。

4 保存するには、[作成] をクリックします。
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次のステップ

管理者としてリースを監視し、メッセージが適切なタイミングで展開所有者に送信されていることを確認します。

Service Broker のインフラストラクチャ オプションの操作

Service Broker の [インフラストラクチャ] タブは、管理者が使用できます。ユーザーのサービス カタログを設定

する管理者は、オプションを使用して、Cloud Assembly と共有される設定と接続情報を作成および管理します。

さまざまな接続オプションの詳細については、組織の Cloud Assembly の設定を参照してください。

プロジェクトについて、およびプロジェクトによってユーザーがどのようにリソースと関連付けられるかについて理

解を深めるには、Cloud Assembly プロジェクトの追加と管理を参照してください。

クラウド ゾーンを操作する場合は、Cloud Assembly クラウド ゾーンの詳細を参照してください。
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Service Broker カタログ アイテムの
展開方法 4
Service Broker 利用者は、Cloud Assembly、Amazon CloudFormation、その他のソースからインポートさ

れたカタログ アイテムを展開して、作業プロセスの一部として展開できるようにします。

カタログ アイテムはクラウド管理者から提供されます。使用可能なアイテムは、プロジェクトのメンバーシップによ

って異なります。1 つのプロジェクトのメンバーである場合は、そのプロジェクトのカタログ アイテムのみが表示さ

れます。複数のプロジェクトのメンバーである場合は、それらのプロジェクトのカタログ アイテムを表示できます。

また、プロジェクトによって展開時のオプションが決まります。

この記事で記載されている情報は、一般的な内容です。実際の各カタログ アイテムは異なります。この相違は、申請

時に使用可能にした変数などを含め、テンプレートおよびその他のアイテムがどのように構築されたかによって決ま

ります。

手順

1 [カタログ] をクリックします。

使用可能なカタログ アイテムは、プロジェクトのメンバーシップに基づいて異なります。

2 展開するカタログ アイテムを特定します。

フィルタ、検索、または並べ替えオプションを使用してカタログ アイテムを検索できます。

3 [申請] をクリックします。

4 必要な情報をすべて入力します。

テンプレートにリリース済みのバージョンが複数ある場合は、展開するバージョンを選択します。

プロジェクトと同様に、展開名が必要です。プロジェクトのリストには、自分がメンバーであるプロジェクトが

含まれています。

このフォームには、テンプレートのデザインに応じて、設定が必要なその他のオプションがあります。

5 [送信] をクリックします。

プロビジョニング プロセスが開始し、[展開] 画面が開いて現在の申請内容が一番上に表示されます。

次のステップ

申請を監視します。Service Broker 展開を監視する方法を参照してください。
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Service Broker カタログ アイテムの詳細

カタログ アイテムは、展開用に申請できるインポート済みのテンプレートです。申請時に指定または設定する必要の

ある情報は、管理者によるテンプレートの設計方法によって異なります。アイテムを展開すると、そのアイテムは、

選択したプロジェクトに関連付けられているクラウド リージョンまたはデータストアに基づいてプロビジョニング

されます。

展開方法の一般的な確認手順については、4 章 Service Broker カタログ アイテムの展開方法を参照してください。

フィルタと検索を使用したカタログ アイテムの検索

会社の目標やプロジェクト メンバーによっては、使用可能なカタログが広範囲にわたる可能性があります。次のツー

ルを使用して、カタログ アイテムを検索することができます。

1 検索: 検索語句を入力します。

2 フィルタ: 左側のパネルが開き、コンテンツ タイプとプロジェクトでフィルタリングできます。

3 並べ替え: リストがまだ長すぎる場合は、昇順または降順に並べ替えることができます。

[リソース使用量] ダッシュボード

[リソース使用量] ダッシュボードには、展開で使用されている仮想マシン、CPU、ストレージ、およびメモリの現在

の数が表示されます。この情報は、別のカタログ アイテムを展開する前の使用量を把握できるようにするために提供

されています。数値が大きい場合は、未使用の展開の一部を破棄することを検討してください。

計算されたリソース使用量は、自分が所有している（複数のプロジェクトにまたがる）すべての展開の使用量です。

使用量は、クラウド テンプレートによってプロビジョニングされた次のリソース タイプのリソースについて計算さ

れます。

n VMware vSphere

n VMware Cloud on AWS
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n Amazon Web Services

n Microsoft Azure

n Google Cloud Platform

次のいずれかの操作を行うと、使用量が計算されます。

n vSphere、AWS、Azure、または GCP にプロビジョニングされたカタログ アイテムを展開します。

n 自分が所有者になっている展開を管理者がオンボーディングします。仮想マシン、CPU、ストレージ、およびメ

モリは、オンボーディングされた vSphere の展開に対して使用できます。ただし、CPU とメモリはどのエン

ドポイントでも使用できるわけではありません。

n Day 2 アクションを実行して、展開を変更します。たとえば、展開内のマシンに 2 つの CPU を追加すると、

計算される CPU の数が 2 だけ増えます。

Service Broker は、展開、オンボーディング、または Day 2 アクションなどのイベントを待機し、計算を行って

から、リソース使用量を更新します。変更が完了してから、この処理が終わるまで、通常は 1 ~ 2 分かかります。

展開を別のユーザーに割り当てた場合も、展開の変更に該当することがあります。所有者変更アクションが終了する

と、リソースはリソース使用量ボードから差し引かれ、新しい所有者のボードに追加されます。
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Service Broker での展開とリソース
の管理 5
クラウド管理者、または必要な権限を持っているカタログ利用者は、[リソース] タブを使用してリソースを管理しま

す。リソースは、展開されたカタログ アイテムである場合もありますが、プロジェクト クラウド アカウントで検出

されたリソースの場合もあります。

この章には、次のトピックが含まれています。

n Service Broker 展開の管理方法

n Service Broker でのリソースの管理方法

Service Broker 展開の管理方法

Service Broker の利用者は、[展開] 画面を使用して、展開および関連付けられたリソースの管理、展開の変更、失

敗した展開のトラブルシューティング、リソースに対する変更の実施、および使用されていない展開の削除を実行し

ます。

展開は、カタログ アイテム、クラウド テンプレート、およびオンボーディングされたリソースをプロビジョニング

したインスタンスです。管理する展開の数が少ない場合は、展開カードを使用して展開をグラフィカルに管理できま

す。多数の展開を管理する場合は、より堅牢な管理ビューとして、展開リストとリソース リストを使用できます。

展開を管理するには、[リソース] - [展開] の順に選択します。

展開カードと展開リストの操作

カード リストを使用して、展開を検索および管理できます。特定の展開をフィルタまたは検索してからこの展開でア

クションを実行できます。
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図 5-1. [展開] 画面のカード ビュー

1 属性に基づいて申請をフィルタします。

たとえば、所有者、プロジェクト、リースの有効期限、その他のフィルタ オプションに基づいてフィルタできま

す。あるいは、特定のタグを含む 2 つのプロジェクトのすべての展開を検索することもできます。例として、こ

のプロジェクトとタグ用のフィルタを作成すると、結果は次の基準に一致します：(Project1 OR Project2) 
AND Tag1。

フィルタ ペインに表示される値は、表示権限または管理権限のある現在の展開によって異なります。

大部分のフィルタとその使用法は、非常に分かりやすいものです。これらのフィルタの一部に関する追加情報を

以下に示します。

2 キーワードまたは申請者に基づいて展開を検索します。

3 リストを時間または名前で並べ替えます。

4 展開カード ビューと展開リスト ビューを切り替えます。

5 使用されていない展開を削除してリソースを再利用するなど、展開レベルのアクションを実行します。

また、展開コスト、有効期限、およびステータスを表示することもできます。

カード ビューとリスト ビューの切り替えは、画面右上にある [並べ替え] テキスト ボックスの右側で行うことができ

ます。リスト ビューを使用すると、多数の展開を少ない画面で管理できます。
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図 5-2. [展開] 画面のリスト ビュー

選択した展開フィルタの操作

次の表は、フィルタ オプションの完全なリストではありません。これらの大部分は説明を要しません。ただし、一部

のフィルタには多少の追加的知識が必要です。
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表 5-1. 一部のフィルタの情報

フィルタ名 説明

最適化可能なリソースのみ vRealize Operations Manager を統合し、再利用可能なリソースを

特定するためにその統合を使用している場合は、フィルタをオンに切り

替えて、条件を満たす展開だけがリストに表示されるように制限できま

す。

展開ライフサイクルのステータス [展開ライフサイクル ステータス] フィルタと [最終申請ステータス] フ
ィルタは、主に多数の展開を管理する場合に、それぞれ個別に、または

組み合わせて使用できます。この後の [最終申請ステータス] セクショ

ンの最後に例を示しています。

[展開ライフサイクル ステータス] フィルタは、管理操作に基づいて展

開の現在の状態に適用されます。

このフィルタは、削除された展開には使用できません。

フィルタ ペインに表示される値は、リストに表示されている展開の現在

の状態によって異なります。可能な値のうち、一部が表示されないこと

があります。可能なすべての値を次のリストに示します。Day 2 アク

ションは [更新] ステータスに含まれています。

n 作成 - 成功

n 作成 - 進行中

n 作成 - 失敗

n 更新 - 成功

n 更新 - 進行中

n 更新 - 失敗

n 削除 - 進行中

n 削除 - 失敗

[最終申請ステータス] フィルタ [最終申請ステータス] フィルタは、展開に対して最後に実行された操作

またはアクションに適用されます。

このフィルタは、削除された展開には使用できません。

フィルタ ペインに表示される値は、リストに表示されている展開に対し

て最後に実行された操作によって異なります。可能な値のうち、一部が

表示されないことがあります。可能なすべての値を次のリストに示し

ます。

n 保留中。申請の最初のステージ。アクションは送信されましたが、

展開プロセスはまだ開始されていません。

n 失敗しました。展開プロセスのいずれかのステージで申請が失敗

しました。

n キャンセルしました。申請は展開プロセスの処理中にユーザーに

よってキャンセルされ、まだ完了していません。

n 成功。申請によって展開が正常に作成、更新、または削除されまし

た。

n 進行中。展開プロセスは現在実行中です。展開の初期化や完了な

ど、[展開履歴] タブに表示されるその他の状態はフィルタとして提

供されませんが、[進行中] フィルタを使用して、これらの状態の展

開を確認できます。

n 承認保留中。申請によって 1 つ以上の承認ポリシーがトリガされ

ました。プロセスは承認申請への応答を待機しています。

n 承認拒否。申請は、トリガされた承認ポリシーに含まれている承認

者によって拒否されました。申請は継続されません。
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表 5-1. 一部のフィルタの情報 （続き）

フィルタ名 説明

次の例は、[展開ライフサイクルのステータス] フィルタと [最終申請ス

テータス] フィルタを個別に、または組み合わせて使用する方法を示し

ています。

n 失敗したすべての削除申請を検索するには、[展開ライフサイクル 

ステータス] フィルタで [削除 - 失敗] を選択します。

n 承認を待機しているすべての申請を検索するには、[最終申請ステ

ータス] フィルタで [承認保留中] を選択します。

n 承認申請が保留中の削除申請を検索するには、[展開ライフサイク

ル ステータス] フィルタで [削除 - 進行中] を選択し、[最終申請ス

テータス] フィルタで [承認保留中] を選択します。

リソース リストの操作

リソース リストを使用して、展開を構成するマシン、ストレージ ボリューム、ネットワーク、ロード バランサ、セ

キュリティ グループなどのリソース タイプを管理できます。リソース リストでは、展開ごとにではなくリソース タ
イプ グループでこれらを管理できます。

n すべてのリソース

次のセクションで説明する、検出済み、展開済み、移行済み、およびオンボード済みのすべてのリソースが含ま

れます。

n 仮想マシン

各仮想マシン。このマシンは、さらに規模の大きい展開の一部である可能性があります。

n ボリューム

検出された、または展開に関連付けられているストレージ ボリューム。

n ネットワークおよびセキュリティ

ネットワーク、ロード バランサ、およびセキュリティ グループが含まれます。

展開リスト ビューと同様にリストのフィルタ、リソース タイプの選択、検索、並べ替え、およびアクションの実行

を行うことができます。

リソース名をクリックすると、リソース詳細のコンテキストでリソースを操作できます。
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図 5-3. リソース画面のリスト

1 リソース属性に基づいてリストをフィルタします。

たとえば、プロジェクト、クラウド タイプ、オリジンなどの属性に基づいてフィルタできます。

2 名前やアカウント リージョンなどの値に基づいてリソースを検索します。

3 使用可能な Day 2 アクションで、リソース タイプとリソース状態に固有のものを実行します。

たとえば、検出済みのマシンがオフの場合にパワーオンします。または、オンボード済みのマシンのサイズを変

更します。

各画面にある検索とフィルタのオプションに加えて、[すべてのリソース] 画面には、すべてのリソースを対象とした

フィルタを構成できるリソース タイプ セレクタが含まれています。

展開の詳細操作

展開の詳細は、リソースの展開方法と加えられた変更の把握に使用します。価格情報、展開の現在の健全性、および

変更が必要なリソースの有無も表示されます。
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n [トポロジ] タブ。[トポロジ] タブを使用して、展開の構造とリソースを把握できます。

n [履歴] タブ。[履歴] タブには、すべてのプロビジョニング イベントと、申請された項目が展開された後に実行

するアクションに関連するイベントがすべて表示されます。プロビジョニングのプロセスに問題がある場合は、

[履歴] タブのイベントを使用して、障害のトラブルシューティングを行うことができます。

n [価格設定] タブ。価格設定カードを使用して、組織にとっての展開のコストを把握できます。価格設定情報は、

vRealize Operations Manager または CloudHealth の統合に基づいています。
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n [監視] タブ。[監視] タブのデータは、vRealize Operations Manager からのデータに基づいて展開の健全性

に関する情報を示します。

n [アラート] タブ。[アラート] タブには、展開リソースに関するアクティブなアラートが表示されます。アラート

を破棄するか、参照メモを追加できます。アラートは、vRealize Operations Manager からのデータに基づ

いています。

n [最適化] タブ。[最適化] タブは、展開に関する使用率情報を表示し、リソースの使用を最適化するために、再利

用や、リソースの変更などの推奨を提供します。最適化情報は、vRealize Operations Manager からのデー

タに基づいています。

Service Broker 展開を監視する方法

Service Broker の展開申請を監視して、リソースがプロビジョニングされていること、プロビジョニングされたリ

ソースが実行されていること、および必要に応じてリソースのサイズ変更や削除を行っていることを確実にします。

[展開] 画面には、展開の現在の状態と、プロバイダのクラウドでリソースが展開されている場所に関する情報が表示

されます。

成功した展開申請の確認方法

[展開] 画面に表示される展開カードには、進行中（上部）や完了済み（下部）など展開の状態が示されます。カード

には、展開されたリソースの数、展開されている期間、およびリースの有効期限が含まれます。

また、カードには、展開で実行できる IP アドレスとアクションも表示されます。

申請に対して承認ポリシーがトリガされると、1 人以上の承認者の名前が表示されて、申請が「進行中」の状態であ

ることが示される場合があります。Service Broker の承認ポリシーの構成方法は、管理者によって Service 
Broker で定義されます。承認者は、ポリシー内で定義されます。承認者は [承認] タブを使用して申請を承認しま

す。Day 2 アクションについての承認が見つかる場合もあります。

展開に失敗すると、障害が発生した時点と処理の進行状況を示すエラー メッセージがカードに表示されます。障害の

詳細については、[履歴] タブで展開名をクリックしてください。

失敗した展開のトラブルシューティングに関する詳細については、Service Broker の展開に失敗した場合の対処を

参照してください。

リソースが展開されている場所

プロビジョニングが正常に完了した展開にアクセスするには、カードに表示された IP アドレスより多くの情報が必

要になる場合があります。展開名をクリックし、[トポロジ] タブで展開の詳細を確認します。
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主要コンポーネントの IP アドレスが必要になることが多くあります。各コンポーネントをクリックして表示される

情報は、このコンポーネントに固有のものです。

外部リンクの可用性は、クラウド プロバイダによって異なります。使用可能な場合は、コンポーネントにアクセスす

るための認証情報がそのプロバイダで必要となります。

削除された展開を追跡する方法

展開を削除した後、リストを表示したり、特定の展開の履歴を確認したりすることができます。

削除した展開を表示するには、[展開] 画面でフィルタをクリックし、[削除された展開のみ] トグルを有効にします。

展開のリストは、削除された展開に限定されるようになりました。

削除マシンの名前が必要な場合は、履歴を確認して情報を取得できます。

削除された展開は、90 日間表示できます。

Service Broker の展開に失敗した場合の対処

展開申請は、さまざまな理由で失敗することがあります。ネットワーク トラフィック、ターゲット クラウド プロバ

イダのリソース不足、または展開仕様の不備が原因となる可能性があります。また、展開は成功しても、それが機能

していないように見えることもあります。Service Broker を使用して展開を検証し、エラー メッセージを確認し

て、問題が環境や申請されたワークロードの仕様にあるのか、または他に理由があるのかを判断できます。
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このワークフローを使用して、調査を開始します。このプロセスによって、失敗の原因が一時的な環境の問題であっ

たことが判明する場合もあります。条件が改善されたことを確認してから申請を再展開することで、このような問題

は解決されました。他にも、調査で他の領域を詳しく確認する必要が生じる場合があります。

手順

1 申請が失敗したかどうかを判断するには、[リソース] - [展開] の順に選択し、展開カードを見つけます。

失敗した展開はカードに示されます。

a エラー メッセージを確認します。

b 展開名をクリックすると、展開の詳細が表示されます。

2 展開の詳細画面で、[履歴] タブをクリックします。

a イベント ツリーを確認して、プロビジョニング プロセスが失敗した場所を調べます。このツリーは、展開

を変更する場合に便利ですが、変更は失敗します。

b [詳細] には、詳細なエラー メッセージが表示されます。

次のステップ

問題を解決できない場合は、クラウド管理者に連絡して追加のサポートを受けてください。

Service Broker 環境で実行できるアクション

カタログ アイテムを展開したら、Service Broker でアクションを実行してリソースを変更および管理できます。使

用可能なアクションは、リソースのタイプと、特定のクラウド アカウントまたは統合プラットフォームでアクション

がサポートされているかどうかによって異なります。

使用可能なアクションは、管理者から付与されている実行資格によっても異なります。
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管理者またはプロジェクト管理者は、Day 2 アクション ポリシーを設定できます。ポリシーを使用して展開ユーザ

ーに Service Broker の Day 2 アクションの資格を付与する方法を参照してください。

以下のリストに含まれていないアクションも表示される場合があります。多くの場合、これらは管理者によって 

Cloud Assembly で構成されたカスタム アクションです。
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表 5-2. 実行可能なアクションのリスト

アクショ

ン

適用されるリ

ソースタイプ

これらのクラウド タイプで使用

可能

リソース 

オリジン 説明

ディスク

の追加

マシン n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

既存の仮想マシンにディスクを追加します。

Azure マシンにディスクを追加すると、このマシンを含むリソー

ス グループにパーシステント ディスクまたは非パーシステント 

ディスクが展開されます。

Azure マシンにディスクを追加するときに、ストレージ プロフ

ァイルで構成された Azure ディスク暗号化セットを使用して新

しいディスクを暗号化することもできます。

vSphere マシンにディスクを追加するときは、（クラウド テン

プレートで順序が設定されて展開された）SCSI コントローラを

選択できます。また、新しいディスクのユニット番号も指定でき

ます。コントローラを選択せずにユニット番号を指定することは

できません。コントローラを選択しない場合、またはユニット番

号を指定しない場合、新しいディスクは、最初に使用可能なコン

トローラに展開され、そのコントローラで次に使用可能なユニッ

ト番号が割り当てられます。

ストレージ制限が定義されたプロジェクトの vSphere マシン

にディスクを追加した場合、追加されたマシンはストレージ制限

の一部と見なされません。サイズ変更されたディスクだけが考慮

されます。

VMware Storage DRS (SDRS) を使用していて、データスト

ア クラスタがストレージ プロファイル内で構成されている場合

は、SDRS 上のディスクを vSphere マシンに追加できます。

Salt 構成

の適用

マシン n VMware vSphere n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

Salt ミニオンをインストールするか、仮想マシンの既存のミニオ

ンを更新します。

SaltStack Config の統合を構成した場合は、[Salt 構成の適用] 
オプションを使用できます。

注：   この方法を使用して Salt ミニオンをインストールする前

に、ミニオンをクラウド テンプレートに含めるという、より堅牢

なオプションがあります。テンプレートによる方法では、展開に 

SaltStack Config リソース タイプが含まれます。詳細につい

ては、How to add the SaltStack Config minion in Cloud 
Assembly designs を参照してください。

構成を適用するには、認証方法を選択する必要があります。[既存

の認証情報によるリモート アクセス] では、展開に含まれている

リモート アクセス認証情報を使用します。展開後にマシンの認

証情報を変更した場合は、アクションが失敗することがあります。

新しい認証情報を把握している場合は、パスワード認証方法を使

用します。

[パスワード] および [プライベート キー] では、ユーザー名とパ

スワードまたはキーを使用して認証情報を検証し、SSH を使用し

て仮想マシンに接続します。

マスター ID とミニオン ID の値を指定しなかった場合は、Salt 
によって値が作成されます。
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表 5-2. 実行可能なアクションのリスト （続き）

アクショ

ン

適用されるリ

ソースタイプ

これらのクラウド タイプで使用

可能

リソース 

オリジン 説明

キャンセ

ル

n 展開

n 展開内の

さまざま

なリソー

ス タイプ

n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

申請の処理中に、展開またはリソースに対する展開アクションま

たは Day 2 アクションをキャンセルします。

申請のキャンセルは、展開カードまたは展開の詳細で実行できま

す。申請をキャンセルすると、[展開] 画面に失敗した申請として

表示されます。[削除] アクションを使用して、展開されたリソー

スを解放し、展開リストをクリーンアップします。

展開時間を管理する方法の 1 つとして、実行時間が長すぎると判

断された申請をキャンセルすることができます。ただし、プロジ

ェクト内の [申請のタイムアウト] を設定する方が効率的です。

デフォルトのタイムアウトは 2 時間です。プロジェクトのワー

クロード展開に要する時間の方が長い場合は、設定期間を長くす

ることができます。

リースの

変更

展開 n Amazon Web Service

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

リースの有効期限の日時を変更します。

リースの有効期限が切れると、展開が破棄され、リソースが回収

されます。

リース ポリシーは Service Broker で設定されます。

所有者の

変更

展開 n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

展開の所有者を選択したユーザーに変更します。選択したユーザ

ーは、展開を申請したプロジェクトのメンバーである必要があり

ます。

サービス管理者またはプロジェクト管理者を所有者として割り当

てる必要がある場合は、プロジェクト メンバーとして追加する必

要があります。

クラウド テンプレートの設計者がテンプレートを展開する場合、

設計者は申請者と所有者を兼ねることになります。ただし、申請

者は別のプロジェクト メンバーを所有者にすることができます。

ポリシーを使用すると、所有者が展開で実行できる操作を制御し、

付与される権限に対する制限の強さを調整できます。
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表 5-2. 実行可能なアクションのリスト （続き）

アクショ

ン

適用されるリ

ソースタイプ

これらのクラウド タイプで使用

可能

リソース 

オリジン 説明

プロジェ

クトの変

更

展開 n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n NSX-T

n NSX-V

n VMware Cloud Director

n VMware Cloud 
Foundation

n VMware Cloud on AWS

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

プロジェクトの変更アクションを使用して、あるプロジェクトか

ら別のプロジェクトに展開を移動します。

プロジェクトの変更アクションは、展開されたリソースがある展

開、およびオンボーディングされたリソースがある展開に対して

使用できます。このアクションは、オンボーディングされたリソ

ースと展開されたリソースの両方を含む展開ではサポートされま

せん。このアクションは、移行された展開には使用できません。

サポートされるリソースには、次のリソース タイプと制約があり

ます。

n リソースが展開された展開には、仮想マシン、ディスク、ロ

ード バランサ、ネットワーク、セキュリティ グループ、

Azure グループ、NAT、ゲートウェイを含めることができ

ます。

n リソースがオンボーディングされた展開には、仮想マシン、

ディスク、ネットワークを含めることができます。

n リソースが展開された展開タイプ、またはリソースがオンボ

ーディングされた展開タイプのいずれかに対し、サポートさ

れていないリソース タイプを追加すると、プロジェクトの変

更アクションを実行できません。たとえば、展開に 

Terraform 構成を追加した場合、プロジェクトの変更アク

ションは使用できません。

リソースが展開された展開のロール、考慮事項、および制約：

n リソースが展開された展開のプロジェクトを変更するには、

実行するユーザーに次のロールが必要です。

n クラウド管理者。

n プロジェクトを変更できるのは、展開のマシンとディスクが

展開されているすべてのクラウド ゾーンがターゲット プロ

ジェクトに含まれている場合に限られます。移動された展開

は、インスタンス数、メモリ、CPU、ストレージなどについ

て、ターゲット プロジェクトの構成済みの制限の対象になり

ます。移動後、現在の使用量はソース プロジェクトから解放

されます。

n 展開をターゲット プロジェクトに移動した場合、その展開に

はターゲット プロジェクトのポリシーが適用されます。た

とえば、リース、Day 2 アクション、リソース割り当て、そ

の他のポリシーなどです。展開を移動する場合、ターゲット 

プロジェクトのリース ポリシーで定義された展開リースは、

その後の 24 時間で期限切れになりません。

リソースがオンボーディングされた展開のロール、考慮事項、お

よび制約：

n リソースがオンボーディングされた展開を移動するには、実

行するユーザーが少なくとも次のいずれかのロールを持って

いる必要があります。

n クラウド管理者。

n 展開の管理権限。この権限は、カスタム ロールとして定

義できます。

n ターゲット プロジェクトのプロジェクト管理者。
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表 5-2. 実行可能なアクションのリスト （続き）

アクショ

ン

適用されるリ

ソースタイプ

これらのクラウド タイプで使用

可能

リソース 

オリジン 説明

n ターゲット プロジェクトのプロジェクト メンバー、お

よび展開は、ターゲット プロジェクトのすべてのユーザ

ー間で共有されます。

n オンボーディングされたリソースを同じクラウド ゾーンを

含まないプロジェクトに移動することはできますが、ターゲ

ット プロジェクトに同じクラウド ゾーンがない場合、その

後でクラウド アカウントまたはリージョン リソースが関係

する Day 2 アクションを実行しても機能しない可能性があ

ります。

一般的な考慮事項：

n 管理者が展開を移動する場合、展開の移動先のプロジェクト

の所有者がメンバーでないためにアクセスが失われる可能性

があります。所有者をターゲット プロジェクトに追加する

か、所有者がメンバーであるプロジェクトに展開を移動する

ことが考えられます。

セキュリ

ティ グル

ープの変

更

マシン n VMware vSphere n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

セキュリティ グループは、展開内のマシン ネットワークと関連

付けたり、関連付けを解除したりできます。変更アクションは、

NSX-V および NSX-T の既存のセキュリティ グループおよび

オンデマンド セキュリティ グループに適用されます。このアク

ションは、マシン クラスタではなく、単一のマシンに対してのみ

使用できます。

セキュリティ グループをマシン ネットワークに関連付けるに

は、そのセキュリティ グループが展開に含まれている必要があり

ます。

展開内のすべてのマシンを含むすべてのネットワークからセキュ

リティ グループの関連付けを解除しても、セキュリティ グルー

プは展開から削除されません。

これらの変更は、ネットワーク プロファイルの一部として適用さ

れるセキュリティ グループには影響しません。

このアクションにより、マシンを再作成することなくマシンのセ

キュリティ グループ設定が変更されます。これは、非破壊的な変

更です。

n マシンのセキュリティ グループ設定を変更するには、[トポ

ロジ] ペインでマシンを選択し、右ペインの [アクション] メ
ニューをクリックして、[セキュリティ グループの変更] を選

択します。これで、セキュリティ グループとマシン ネット

ワークの関連付けを追加または削除できます。

リモート 

コンソー

ルへの接

続

マシン n VMware vSphere n 展開

済み

n 検出

済み

n オン

ボー

ド済

み

選択したマシンでリモート セッションを開きます。

正常に接続できるように、次の要件を確認します。

n 展開の利用者として、プロビジョニングされたマシンがパワ

ーオン状態であることを確認します。
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表 5-2. 実行可能なアクションのリスト （続き）

アクショ

ン

適用されるリ

ソースタイプ

これらのクラウド タイプで使用

可能

リソース 

オリジン 説明

ディスク 

スナップ

ショット

の作成

マシンとディ

スク

n Microsoft Azure n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

仮想マシン ディスクまたはストレージ ディスクのスナップショ

ットを作成します。

n マシンの場合、起動ディスク、イメージ ディスク、ストレー

ジ ディスクなど、個々のマシン ディスクのスナップショッ

トを作成します。

n ストレージ ディスクの場合、管理対象外ディスクではなく、

独立した管理対象ディスクのスナップショットを作成しま

す。

スナップショット名を指定するほかに、スナップショットに関す

る次の情報も指定できます。

n [増分スナップショット]：このチェック ボックスをオンにす

ると、完全なスナップショットではなく、最後のスナップシ

ョット以降に行われた変更のスナップショットが作成されま

す。

n [リソース グループ]：スナップショットを作成するターゲッ

ト リソース グループの名前を入力します。デフォルトで

は、スナップショットは親ディスクで使用されているリソー

ス グループ内に作成されます。

n [暗号化セット ID]：スナップショットの暗号化キーを選択し

ます。デフォルトでは、スナップショットは親ディスクで使

用されているキーを使用して暗号化されます。

n [タグ]：Microsoft Azure でスナップショットを管理する

のに役立つタグを入力します。

スナップ

ショット

の作成

マシン n Google Cloud Platform

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

仮想マシンのスナップショットを作成します。

vSphere で 2 つのスナップショットのみが許可されていて、す

でに 2 つある場合は、スナップショットを 1 つ削除しない限りこ

のコマンドを使用できません。

削除 展開 n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

展開を削除します。

すべてのリソースが削除され、再要求されます。

削除が失敗した場合は、展開で削除アクションを再度実行できま

す。2 回目の試行では、[削除の失敗を無視] を選択できます。こ

のオプションを選択すると、展開は削除されますが、リソースは

再利用されない可能性があります。展開がプロビジョニングされ

たシステムを確認して、すべてのリソースが削除されていること

を確認する必要があります。削除されていない場合は、それらの

システム上の残留リソースを手動で削除する必要があります。

NSX ゲート

ウェイ

n NSX n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

NSX-T または NSX-V ゲートウェイから NAT ポート転送ル

ールを削除します。
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表 5-2. 実行可能なアクションのリスト （続き）

アクショ

ン

適用されるリ

ソースタイプ

これらのクラウド タイプで使用

可能

リソース 

オリジン 説明

マシンとロー

ド バランサ

n Amazon Web Service

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n VMware NSX

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

展開からマシンまたはロード バランサを削除します。このアク

ションを実行すると、展開が使用できなくなる可能性があります。

セキュリティ 

グループ

n NSX-T

n NSX-V

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

展開のどのマシンにも関連付けられていないセキュリティ グル

ープは、展開から削除されます。

n セキュリティ グループがオンデマンドの場合、エンドポイン

トで破棄されます。

n セキュリティ グループが共有されている場合、このアクショ

ンは失敗します。

ディスク 

スナップ

ショット

の削除

マシンとディ

スク

n Microsoft Azure n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

Azure 仮想マシン ディスクまたは管理対象ディスクのスナップ

ショットを削除します。

このアクションは、スナップショットが 1 つ以上ある場合に使用

できます。

スナップ

ショット

の削除

マシン n VMware vSphere

n Google Cloud Platform

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

仮想マシンのスナップショットを削除します。

起動診断

の無効化

マシン n Microsoft Azure n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

Azure 仮想マシンのデバッグ機能をオフにします。

[無効化] オプションは、機能がオンになっている場合のみ使用で

きます。

タグの編

集

展開 n Amazon Web Service

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

個々の展開リソースに適用されるリソース タグを追加または変

更します。

起動診断

の有効化

マシン n Microsoft Azure n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

Azure 仮想マシンのデバッグ機能をオンにして、仮想マシンの起

動障害を診断します。起動診断情報は、Azure コンソールで確認

できます。

[有効化] オプションは、この機能が現在オンになっていない場合

のみ使用できます。
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表 5-2. 実行可能なアクションのリスト （続き）

アクショ

ン

適用されるリ

ソースタイプ

これらのクラウド タイプで使用

可能

リソース 

オリジン 説明

Terrafor
m 状態を

取得しま

す

Terraform 
構成

n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

Terraform 状態ファイルを表示します。

クラウド プラットフォームに展開された Terraform マシンに

加えられたすべての変更を表示したり、展開を更新したりするに

は、最初に Refresh Terraform State アクションを実行し、

次にこの Get Terraform State アクションを実行します。

ファイルがダイアログ ボックスに表示されたとき。ファイルを

使用できるようになってから約 1 時間後に、新しい更新アクショ

ンを実行する必要があります。ファイルが後で必要な場合はコピ

ーできます。

展開の [履歴] タブでファイルを表示することもできます。[イベ

ント] タブで [Get Terraform State] イベントを選択し、[申請

の詳細] をクリックします。ファイルの有効期限が切れていない

場合は、[コンテンツの表示] をクリックします。ファイルの有効

期限が切れている場合は、Refresh アクションと Get アクショ

ンを再度実行します。

構成に組み込まれている Terraform リソースに対して、他の 

Day 2 アクションを実行できます。使用可能なアクションは、リ

ソース タイプ、展開先のクラウド プラットフォームのほか、Day 
2 ポリシーに基づいてアクションを実行する資格があるかどうか

によって決まります。

パワーオ

フ

展開 n Amazon Web Service

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n 検出

済み

n オン

ボー

ド済

み

ゲスト OS をシャットダウンせずに展開を終了します。

マシン n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

ゲスト OS をシャットダウンせずにマシンをパワーオフします。

パワーオ

ン

展開 n Amazon Web Service

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

展開を開始します。リソースがサスペンド中だった場合は、リソ

ースがサスペンドされた時点から通常の処理が再開されます。
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表 5-2. 実行可能なアクションのリスト （続き）

アクショ

ン

適用されるリ

ソースタイプ

これらのクラウド タイプで使用

可能

リソース 

オリジン 説明

マシン n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n 検出

済み

n オン

ボー

ド済

み

マシンをパワーオンします。マシンがサスペンド中だった場合

は、マシンがサスペンドされた時点から通常の処理が再開されま

す。

再起動 マシン n Amazon Web Service

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

仮想マシンのゲスト OS を再起動します。

vSphere マシンの場合、このアクションを使用するには、

VMware Tools をマシンにインストールしておく必要がありま

す。

再構成 ロード バラン

サ

n Amazon Web Service

n Microsoft Azure

n VMware NSX

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

ロード バランサのサイズとログ レベルを変更します。

また、ルートの追加または削除、プロトコル、ポート、健全性構

成、メンバー プール設定の変更もできます。

NSX ロード バランサの場合は、健全性チェックを有効または無

効にしたり、健全性オプションを変更したりできます。NSX-T 
の場合は、チェックをアクティブまたはパッシブに設定できます。

NSX-V では、パッシブ健全性チェックはサポートされません。

NSX ゲート

ウェイ ポート

転送

n NSX-T

n NSX-V

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

NSX-T または NSX-V ゲートウェイから NAT ポート転送ル

ールを追加、編集、削除します。
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表 5-2. 実行可能なアクションのリスト （続き）

アクショ

ン

適用されるリ

ソースタイプ

これらのクラウド タイプで使用

可能

リソース 

オリジン 説明

セキュリティ 

グループ

n NSX-T

n NSX-V

n VMware Cloud

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

セキュリティ グループがオンデマンド グループか既存のセキュ

リティ グループかに基づいて、ファイアウォール ルールまたは

制約を追加、編集、または削除します。

n オンデマンド セキュリティ グループ

NSX-T および VMware Cloud オンデマンド セキュリテ

ィ グループのファイアウォール ルールを追加、編集、また

は削除します。

n ルールを追加または削除するには、[トポロジ] ペインで

セキュリティ グループを選択し、右側ペインの [アクシ

ョン] メニューをクリックして、[再構成] を選択します。

これで、ルールを追加、編集、または削除できるように

なります。

n 既存のセキュリティ グループ

既存の NSX-V、NSX-T、および VMware Cloud セキュ

リティ グループの制約を追加、編集、または削除します。

n 制約を追加または削除するには、[トポロジ] ペインでセ

キュリティ グループを選択し、右側ペインの [アクショ

ン] メニューをクリックして、[再構成] を選択します。

これで、制約を追加、編集、または削除できるようにな

ります。

Terrafor
m 状態の

更新

Terraform 
構成

n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

Terraform 状態ファイルの最新のイテレーションを取得しま

す。

クラウド プラットフォームに展開された Terraform マシンに

加えられたすべての変更を取得したり、展開を更新したりするに

は、最初にこの Refresh Terraform State アクションを実行

します。

ファイルを表示するには、構成に対して [Get Terraform 
State] アクションを実行します。

展開の [履歴] タブを使用して、更新プロセスを監視します。

ディスク

の削除

マシン n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

既存の仮想マシンからディスクを削除します。

vSphere マシンおよびディスクとして展開された展開で Day 
2 アクションを実行すると、プロジェクト ストレージの制限に適

用されるディスク数が再利用されます。プロジェクト ストレー

ジの制限は、展開後に Day 2 アクションとしてさらに追加した

ディスクには適用されません。

リセット マシン n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

ゲスト OS をシャットダウンせずにマシンを強制再起動します。
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表 5-2. 実行可能なアクションのリスト （続き）

アクショ

ン

適用されるリ

ソースタイプ

これらのクラウド タイプで使用

可能

リソース 

オリジン 説明

サイズ変

更

マシン n Amazon Web Service

n Microsoft Azure

n Google Cloud Platform

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

仮想マシンの CPU とメモリを増加または減少させます。

起動ディ

スクのサ

イズ変更

マシン n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

起動ディスク メディアのサイズを大きく、または小さくします。

vSphere マシンおよびディスクとして展開された展開で Day 
2 アクションを実行したが、アクションが失敗し、「申請したスト

レージが使用可能なストレージ配置を超えています」という旨の

メッセージが表示された場合は、プロジェクトに定義されている 

vSphere 仮想マシン テンプレートの設定済みのストレージ制

限が原因の可能性があります。プロジェクト ストレージの制限

は、展開後に Day 2 アクションとしてさらに追加したディスク

には適用されません。

ディスク

のサイズ

変更

ストレージ デ
ィスク

n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

ストレージ ディスクの容量を増やします。

vSphere マシンおよびディスクとして展開された展開で Day 
2 アクションを実行したが、アクションが失敗し、「申請したスト

レージが使用可能なストレージ配置を超えています」という旨の

メッセージが表示された場合は、プロジェクトに定義されている 

vSphere 仮想マシン テンプレートの設定済みのストレージ制

限が原因の可能性があります。プロジェクト ストレージの制限

は、展開後に Day 2 アクションとしてさらに追加したディスク

には適用されません。

マシン n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

マシン イメージ テンプレートに含まれるディスクおよび接続さ

れたディスクのサイズを増減します。

再起動 マシン n Microsoft Azure n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

実行中のマシンをシャットダウンして再起動します。

スナップ

ショット

に戻す

マシン n VMware vSphere n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

マシンの以前のスナップショットに戻ります。

このアクションを使用するには、既存のスナップショットが必要

です。
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表 5-2. 実行可能なアクションのリスト （続き）

アクショ

ン

適用されるリ

ソースタイプ

これらのクラウド タイプで使用

可能

リソース 

オリジン 説明

Puppet 
タスクの

実行

管理対象リソ

ース

n Puppet Enterprise n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

環境内のマシンで選択したタスクを実行します。

タスクは、Puppet インスタンスで定義されています。タスクを

識別し、入力パラメータを指定できる必要があります。

シャット

ダウン

マシン n VMware vSphere n 展開

済み

ゲスト OS をシャットダウンして、マシンをパワーオフします。

このアクションを使用するには、VMware Tools をマシンにイ

ンストールしておく必要があります。

中断 マシン n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

マシンを使用できないように一時停止して、使用しているストレ

ージ以外のシステム リソースが使用されないようにします。

更新 展開 n Amazon Web Service

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

入力パラメータに基づいて展開を変更します。

例については、展開されたマシンを別のネットワークに移動する

方法を参照してください。

展開が vSphere リソースに基づいており、マシンとディスクに

カウント オプションが含まれる場合は、カウントを増やしたとき

に、プロジェクトに定義されているストレージ制限が適用される

場合があります。アクションが失敗し、「申請したストレージが使

用可能なストレージ配置を超えています」という旨のメッセージ

が表示された場合は、プロジェクトに定義されている vSphere 
仮想マシン テンプレートの設定済みのストレージ制限が原因の

可能性があります。プロジェクト ストレージの制限は、展開後に 

Day 2 アクションとしてさらに追加したディスクには適用され

ません。

タグの更

新

マシンとディ

スク

n Amazon Web Service

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

個々のリソースに適用されるタグを追加、変更、または削除しま

す。

登録解除 マシン n Amazon Web Service

n Google Cloud Platform

n Microsoft Azure

n VMware vSphere

n 展開

済み

n オン

ボー

ド済

み

登録解除アクションは、オンボーディングされた展開マシンでの

み使用できます。

登録解除されたマシンは、接続されたディスクとともに展開から

削除されます。リソースを削除すると、登録解除されたマシンの

オンボーディング ワークフローを再実行できます。今度はリソ

ースを新規プロジェクトに再オンボーディングすることができま

す。

マシンを登録解除する前に、ディスクを追加するなど、マシンに

変更を加えた場合は、登録解除アクションが失敗します。
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展開されたマシンを別のネットワークに移動する方法

展開とネットワークを維持しながら、Cloud Assembly で展開したマシンを再配置することが必要になる場合があ

ります。

たとえば、最初にテスト ネットワークに展開した後、本番ネットワークに移行することができます。ここで説明する

手法を使用すると、クラウド テンプレートを事前に設計することで上記のような Day 2 アクションに対する準備が

できます。マシンは移動されることに注意してください。削除された後で再展開されるのではありません。

この手順は、Cloud.vSphere.Machine リソースにのみ適用されます。vSphere に展開されているクラウドに

依存しないマシンには使用できません。

前提条件

n Cloud Assembly ネットワーク プロファイルには、マシンが接続するすべてのサブネットが含まれている必要

があります。Cloud Assembly でネットワークを確認するには、[インフラストラクチャ] - [構成] - [ネットワ

ーク プロファイル] の順に移動します。

ネットワーク プロファイルは、ユーザーの適切な Cloud Assembly プロジェクトの一部であるアカウントおよ

びリージョンに含まれている必要があります。

n 2 つのサブネットに異なるタグを付けます。次の例では、test と prod というタグ名を想定しています。

n 展開されたマシンの IP アドレス割り当てタイプは同じままにする必要があります。別のネットワークへの移行

中に、固定から DHCP、またはその逆に変更することはできません。

手順

1 Cloud Assembly で、[デザイン] に移動し、展開のクラウド テンプレートを作成します。

2 コードの inputs セクションに、ユーザーがネットワークを選択できるようにするエントリを追加します。

inputs:
  net-tagging:
    type: string
    enum:
      - test
      - prod
    title: Select a network

3 コードの resources セクションに、Cloud.Network を追加し、vSphere マシンを接続します。

4 Cloud.Network で、inputs の選択内容を参照する制約を作成します。

resources:
  ABCServer:    
    type: Cloud.vSphere.Machine
    properties:
      name: abc-server
      . . . 
      networks:
       - network: '${resource["ABCNet"].id}'
  ABCNet:
    type: Cloud.Network
    properties:
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      name: abc-network
      . . .
      constraints:
       - tag: '${input.net-tagging}'

5 設計を続行し、通常どおりに展開します。展開時、test または prod ネットワークの選択を求めるプロンプト

が表示されます。

6 Day 2 の変更を行う必要がある場合は、[リソース] - [展開] の順に移動し、クラウド テンプレートに関連付け

られている展開を特定します。

7 展開の右側で、[アクション] - [更新] の順にクリックします。

8 更新パネルでは、同じように test または prod ネットワークの選択を求めるプロンプトが表示されます。

9 ネットワークを変更するには、選択して [次へ] をクリックし、[送信] をクリックします。

承認が必要な申請を Service Brokerで追跡する方法

Service Broker または Cloud Assembly のユーザーが、申請した展開に関する E メール通知を受信しました。本

手順では、申請に関する承認ポリシーのワークフローを説明します。

本手順では、承認に関する E メール通知をユーザーが受信した場合を想定し、展開の進捗状況を確認する方法につい

て説明します。

展開名とリスト上の最初の承認者の名前が記載された E メールを受信します。メッセージには展開の詳細へのリン

クが含まれており、そこで承認状況を追跡できます。

受信した E メールが保留中の申請に関するものであった場合、展開名とリスト上の最初の承認者の名前を確認できま

す。メッセージには展開の詳細へのリンクが含まれており、そこで承認状況を追跡できます。

前提条件

n 承認ポリシーの構成方法の詳細については、Service Broker の承認ポリシーの構成方法を参照してください。

手順

1 [リソース] - [展開] の順に選択します。

2 展開を申請、または既存の展開に対する Day 2 アクションを申請した場合に、展開カードにメッセージが表示

されます。

たとえば、カードに Create - Approval Pending と表示され、承認者の名前が一覧表示されます。

これは、ユーザーの申請によって、1 つ以上の承認ポリシーがトリガされたことを示しています。

3 申請の進行状況を追跡するための情報が必要な場合は、展開名をクリックしてから、[詳細] タブをクリックしま

す。

展開が最初の承認を待機している場合は、「APPROVAL_IN_PROGRESS」とのみ表示されます。数分後、

[詳細] 列に承認者名のリストが追加されます。複数の承認者が必要な申請の場合は、承認者が応答するたびに承

認者リストが更新されます。更新ごとに、保留中の承認者の名前のみが残ります。
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4 申請が承認または拒否されると、その結果に応じた別の E メール メッセージを受信します。

申請が拒否された場合は、展開の詳細の [履歴] タブに「REQUEST_FAILED」と表示され、[詳細] 列に承認

者の名前と、申請を拒否する理由が表示されます。

Service Brokerで承認申請に応答する方法

Service Broker または Cloud Assembly で作成された展開または Day 2 アクションの申請に関して指定された

承認者は、申請を承認する必要があります。ポリシーで割り当てられた承認者の場合、ユーザーが作成した展開申請

に関する E メール通知を受信します。承認申請を監視して応答する Manage Approvals カスタム ロールを持つ

ユーザーの場合、通知を受信しません。どちらのシナリオでも、この手順を使用して承認申請への応答方法を理解で

きます。

ポリシーによって 1 人の承認が必要な場合と、複数人の承認が必要な場合があります。

応答するポリシーに複数の承認者が設定されていても、必須の承認者が 1 人の場合、すでに承認された申請が [承認] 
タブに表示されることがあります。この場合には、さらに何かを行う必要はありません。

多数の申請を管理している場合は、フィルタ オプションを使用して承認申請の数を制限できます。たとえば、すべて

の申請ではなく、保留中の承認申請のみを表示することができます。

前提条件

n 承認ポリシーの構成方法の詳細については、Service Broker の承認ポリシーの構成方法を参照してください。

手順

1 割り当てられた承認者の場合、Service Broker の [承認] タブで、申請ユーザーの名前、カタログ アイテム、

申請へのリンクが記載された E メールを受信します。

承認を管理するユーザーの場合は、[承認] タブを開き、以下の手順に進みます。

2 通知に対する承認カードを見つけます。

3 展開の詳細および承認の詳細を確認し、申請を承認または拒否します。

申請を拒否する場合は、申請者に送信する E メールのメッセージにその理由を記載する必要があります。

4 申請が承認または拒否されたことを示す E メールが、システムから申請者に送信されます。

Service Broker でのリソースの管理方法

Service Broker のクラウド管理者またはカタログ利用者は、リソース ノードを使用してクラウド リソースを管理

できます。

さまざまなビューを使用して、リソースを検索および管理できます。リストをフィルタリングし、リソースの詳細を

確認してから、個々のアイテムに対してアクションを実行できます。使用可能なアクションは、展開済みか検出済み

かといったリソース オリジンや、リソースの状態によって異なります。

Cloud Assembly 管理者の場合は、検出されたマシンを表示および管理することもできます。

リソースを表示するには、[リソース] - [リソース] の順に選択します。
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リソース リストの操作

リソース リストを使用して、展開を構成するマシン、ストレージ ボリューム、およびネットワークを管理できます。

リソース リストでは、展開ごとにではなくリソース タイプ グループでこれらを管理できます。

展開リスト ビューと同様にリストのフィルタ、リソース タイプの選択、検索、並べ替え、およびアクションの実行

を行うことができます。

リソース名をクリックすると、展開の詳細のコンテキストでリソースを操作できます。

カード リストを使用して、展開を検索および管理できます。特定の展開をフィルタまたは検索してからこの展開でア

クションを実行できます。

図 5-4. リソース画面のリスト

1 リソース属性に基づいてリストをフィルタします。

たとえば、プロジェクト、クラウド タイプ、オリジンなどの属性に基づいてフィルタできます。

2 名前やアカウント リージョンなどの値に基づいてリソースを検索します。

3 使用可能な Day 2 アクションで、リソース タイプとリソース状態に固有のものを実行します。

たとえば、検出済みのマシンがオフの場合にパワーオンします。または、オンボード済みのマシンのサイズを変

更します。

オリジン別の管理対象リソースのリスト

[リソース] タブを使用すると、次のタイプのリソースを管理できます。

表 5-3. リソース オリジン

管理対象リソース 説明

展開済み 展開は、完全に管理されたワークロードであり、展開済みのクラウド テ
ンプレートとオンボード済みのリソースのいずれかです。ワークロー

ド リソースには、マシン、ストレージ ボリューム、ネットワーク、ロ

ード バランサ、およびセキュリティ グループを含めることができます。

展開は、[展開] セクションまたは [リソース] セクションで管理できま

す。
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表 5-3. リソース オリジン （続き）

検出済み 検出済みのリソースは、追加した各クラウド アカウント リージョンで

検出プロセスによって識別されたマシン、ストレージ ボリューム、ネッ

トワーク、ロード バランサ、およびセキュリティ グループです。

検出済みのリソースを [リソース] セクションで表示および管理できる

のは、Cloud Assembly 管理者のみです。

移行済み 移行済みのリソースは、vRealize Automation に移行した 7.x 展開

です。移行済みのリソースには、マシン、ストレージ ボリューム、ネッ

トワーク、ロード バランサ、およびセキュリティ グループを含めるこ

とができます。移行済みのリソースは、展開と同様に管理されます。

移行済みのリソースは、[展開] セクションまたは [リソース] セクショ

ンで管理できます。

オンボード済み オンボード済みのリソースは、より堅牢な vRealize Automation で
管理される検出済みのリソースです。オンボード済みのリソースは、展

開と同様に管理されます。

オンボード済みのリソースは、[展開] セクションまたは [リソース] セ
クションで管理できます。

リソース詳細ビューについて

リソース詳細ビューを使用すると、選択したリソースをさらに詳しく確認できます。リソースごとに異なりますが、

このビューには、ネットワークやポートなどマシンに関して収集された情報が表示されます。情報の詳しさは、クラ

ウド アカウントのタイプとオリジンによって変化します。

詳細ペインを開くには、リソース名または二重矢印をクリックします。

図 5-5. リソース詳細ペイン

リソースに対して実行できる Day 2 アクション

使用可能な Day 2 アクションは、リソース オリジン、クラウド アカウント、リソース タイプ、および状態によっ

て異なります。
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表 5-4. オリジン別のアクションのリスト

リソース オリジン Day 2 アクション

展開済み リソースに対して実行できるアクションは、リソース タイプ、クラウド 

アカウント、および状態によって異なります。詳細なリストについて

は、Service Broker 環境で実行できるアクションを参照してくださ

い。

検出済み 検出済みのリソースに対して使用可能なアクションは、仮想マシンに限

定されています。ステータスに応じて、次のアクションを実行できま

す。

n パワーオフ

n パワーオン

vSphere 仮想マシンの追加アクション。

n リモート コンソールへの接続

移行済み 移行済みのリソースの Day 2 アクション管理オプションは、展開と同

じです。移行済みのリソースに対して実行できるアクションは、リソー

ス タイプ、クラウド アカウント、ステータス、および Day 2 ポリシー

によって異なります。詳細なリストについては、Service Broker 環境

で実行できるアクションを参照してください。

オンボード済み オンボード済みのリソースの Day 2 アクション管理オプションは、展

開と同じです。オンボード済みのリソースに対して実行できるアクシ

ョンは、リソース タイプ、クラウド アカウント、および状態によって

異なります。詳細なリストについては、Service Broker 環境で実行で

きるアクションを参照してください。

リソースを個別に Service Broker で操作する方法

クラウド管理者、またはプロジェクトのリソースを持つプロジェクト メンバーは、[リソース] タブの [リソース] セ
クションを使用して、展開済み、オンボード済み、および移行済みのリソースを個別のリソースとしてリソース タイ

プ別に管理できます。

このワークフローは、仮想マシンの管理を主な目的とし、高レベルのリソース ライフサイクル管理の参考として他の

リソース タイプにも適用できます。

仮想マシン リソースの特定

展開済み、オンボード済み、および移行済みの仮想マシンは、[リソース] タブの [すべてのリソース] 画面と [仮想マ

シン] 画面で使用できます。この例は仮想マシンについて説明していますが、他のリソース タイプにも同じワークフ

ローを適用できます。

1 [リソース] - [リソース] - [仮想マシン] の順に選択します。

2 仮想マシンを探します。

フィルタまたは検索を使用して、特定のリソースを探すことができます。
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仮想マシン詳細の確認

リソース詳細には、マシン情報のクイック ビューが表示され、ネットワークやカスタム プロパティなどの収集され

た情報が示されます。

1 仮想マシン リストでマシンを探します。

2 リソース名または表の左列にある二重矢印をクリックします。

リストの右側に詳細ペインが開きます。

3 ペインを閉じるには、二重矢印またはリソース名をクリックします。

仮想マシンに対する Day 2 アクションの実行

Day 2 アクションを使用してリソースを管理します。使用可能なアクションは、リソース タイプ、リソースの状態、

および適用される Day 2 アクション ポリシーによって異なります。

1 仮想マシン リストでマシンを探します。

2 縦方向の省略記号をクリックして、使用可能なアクションを表示します。

3 アクションをクリックします。
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Service Broker で検出されたリソースを操作する方法

Service Broker 管理者は、検出されたマシンを [リソース] タブの [リソース] セクションを使用して管理します。

検出されたリソースは、管理者のみがさまざまなページで確認できます。

このワークフローの主な目的は、検出された仮想マシンの管理です。

検出済みの仮想マシンの特定

検出済みのリソースは、クラウド アカウント リージョンから収集され、[リソース] タブのリソースに追加されます。

この例では仮想マシンについて説明していますが、ストレージやネットワークの情報などの他のリソース タイプが収

集されています。

1 [リソース] - [リソース] - [仮想マシン] の順に選択します。

2 AWS 仮想マシンを見つけるには、画面のラベルの近くにある [フィルタ] アイコンをクリックします。

3 フィルタ リストで [クラウド タイプ] を展開して [AWS] を選択します。

リストが AWS 仮想マシンに限定されました。展開済み、検出済み、およびその他のオリジン タイプが表示さ

れることがあります。

4 フィルタ リストで [リソース オリジン] を展開して [検出済み] を選択します。
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リストが検出済みの AWS 仮想マシンに限定されました。

5 特定のマシンを探すには、[リソースの検索] オプションを使用して、名前、IP アドレス、タグ、または値で検

索を行います。

この例では、mysql が検索語です。

仮想マシン詳細の確認

リソース詳細には、リソースに関して収集されたすべての情報が表示されます。この情報を使用すると、リソースに

ついて理解できるだけではなく、そのリソースと他のリソースとの関係についても理解できます。

1 仮想マシン リストで仮想マシンを探します。

2 リソース詳細を表示するには、マシン名をクリックするか、左列の二重矢印をクリックします。

リストの右側に詳細ペインが開きます。

3 ストレージ、ネットワーク、カスタム プロパティなどの収集された情報を含む詳細を確認します。

4 ペインを閉じるには、二重矢印をクリックするか、リソース名をクリックします。

仮想マシンに対する Day 2 アクションの実行

Day 2 アクションを使用してリソースを管理します。検出済みの仮想マシンに対する現在のアクションには、パワー

オンとパワーオフが含まれます。vSphere 仮想マシンを管理している場合は、[リモート コンソールで接続] を実行

することもできます。

1 仮想マシン リストでマシンを探します。

2 縦方向の省略記号をクリックして、使用可能なアクションを表示します。

AWS 仮想マシンで実行できるアクションは、パワーオフとパワーオンです。マシンがすでにオンになっている

ため、パワーオンはアクティブではありません。

3 [パワーオフ] をクリックして、申請を送信します。
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プロセスが完了すると、マシンはパワーオフされます。これで、マシンを再びオンにすることができます。
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